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ソフィア、詠と絆と涙を抱いて
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　竹岡美穂
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……ネイト、お願いがあるの。


たぶん、すごく自分勝手で無む茶ちやなお願い。


でもどうしても言っておきたいの。


あのね、わたし────






序奏　『忘れもの』







「ケイト、まだ書類の整理か？」


　コツッ──背はい後ごに響ひびいた足音に、若わか草くさ色のスーツを着た女じよ性せい教きよう師しが振ふり返った。まばゆい黄金の髪かみに柔やわらかな面おもだち。ケイト・レオスウェリ──教きよう師し補ほから教師になってまもない新しん任にん教師だ。


「……ミラー先生こそ、今日は宿直ですか」


「ああ。職しよく員いん室しつの明かりがついてたから誰だれかと思えば」


　椅い子すに座すわったままのケイトへと、眼鏡めがねをかけた男性教師が肩かたをすくめた。研究者を思わせる白衣の印象そのままに、言葉の端はし々ばしからもどこか知的なものを感じさせる。


　名めい詠えい式しき専せん修しゆう学校トレミア・アカデミー。


　二人がいるのはその総そう務む棟とう二階にある職員室だ。昼間の講こう義ぎはおろか放課後の部活もとうに終わり、生徒も教師も自じ宅たくで夕食を終えている時じ刻こく。宿直のミラーからすれば、この時間までケイトが残っている理由が気になるのも当然だろう。


「ごめんなさい、見回りの仕事を増ふやしてしまって」


　口元の微び苦く笑しようを手で隠かくし、ケイトはもう片かた方ほうの手を机き上じようのティーポットへと伸のばした。


「おわびと言ってはなんですけど、温かいお茶でもいかがです？」


「いや、悪いが遠えん慮りよしておくよ」


　おや珍めずらしい。


　ティーポットを手にした状じよう態たいで首をかしげていると。


「さっき眠ねむ気け覚ざましにゼッセルと紅こう茶ちやの銘めい柄がら当て勝負をしてたんだが、その時についつい飲み過すぎた。……お互たがい勝負でムキになって、カップ二十杯ぱいずつ」


「本当に仲が良いんですね」


「やめてくれ」


　決まりの悪そうな顔でミラーが首を振る。


　ゼッセルも学園の男性教師だ。ミラーとは幼よう等とう部ぶからの付きあいで、就しゆう職しよく先さきまで同じ。腐くされ縁えんと書いて幼おさななじみと読む仲らしい。


「ところで、その書類は？」


「これですか。これは────」


　隣となりの席にミラーが腰こしかける。言葉で答えるかわり、ケイトは山と積もった紙束を彼の前へと押おしやった。


「試験の解かい答とうですよ。……もう三ヶ月以上前のものですけど」


　束の一番上にある解答用紙、そこに綴つづられた生徒の名前を一いち瞥べつするや、ミラーの表ひよう情じようがわずかに曇くもった。


「これは────あの時の、クルーエル・ソフィネットのか」


「ええ」


　忘れもしない。


　夏期休きゆう暇かが終わってすぐの模も擬ぎ試験。その最中で、ケイトが担たん任にんする生徒の一人、クルーエルという名の少女が突とつ如じよ倒たおれたのだ。


　彼女は意い識しき不明の状態に陥おちいり、一時は生死の境さかいをさまよったとされている。


　その時、彼女が倒れる直前まで書いていた解答が────





　問六


　人工触媒カタリストと自然触媒カタリストの効こう果かの同一点、および相そう違い点てんについての帰き納のう的論ろん証しようを提てい示じしたツァルシア・イン・アシュガルト教きよう授じゆの実験が行われた時期、またその実験場所を述のべ、実験場所がそこで行われたことについての理由を個こ人じん的見解と社会的見解を対たい比ひさせながら述べなさい。





　解答六




　《実験時期》　　gohre-l-het　1,119,549,261


　《実験場所》　　shantelopia-l-net　715,372,453　shantelocia-net　211,806,011


　《社会的見解》　記録対象外


　《個人的見解》　記録対象外







　いったい、これはどういう意味だったのだろう。


　謎なぞの文字と膨ぼう大だいな桁けたの数字の羅ら列れつ。それに『記録対象外』という単語。残りの問題にも全すべて同じような解答が記き述じゆつされている。生徒がうんうん唸うなって出した解答ではなく、まるで巨きよ大だいな辞書か歴史書から切り抜ぬいて貼はりつけたような文字の羅列だ。


「今だから言いますけど、これを見た時は寒気がしました。……あの子クルーエルが、いったいどうしてこんな不ふ可か思し議ぎなことを書いたのかって。いくら気を失う直前で朦もう朧ろうとしてたって……こんな解答って……」


　ティーカップを持つ右手がふるえている。それを左手でぎゅっと握にぎり、ケイトはカップの端はしに唇くちびるをつけた。


「すまないな、俺おれも仕事の合間に考えてはいるんだが。なかなか解読まで行き着かない」


「……あ、いえ。ごめんなさい、そんなつもりじゃなくて──ただ、その……」


　苦笑するミラーにケイトは慌あわてて手を振った。そう、かつてこの解答を相談した相手もミラーだった。その時判はん明めいしたこと。それが──この解答用紙の言語は名詠式に使われるセラフェノ音語に近いものの、まるで別の言語である可か能のう性せいが高いということだ。


　どんな書物にも記き載さいのない未知の言語。


　それをなぜクルーエルという少女が知っていたのか。本人に尋たずねようとは思いながら、ケイト自身言いだせずに今もこうして一人で考えるありさまだ。


「しかしまあ、それを言ったら名詠式もそうか」


　机つくえに両りよう肘ひじをついてミラーが微苦笑。


「セラフェノ音語だって同じだ。いつ誰が作ったかもわからない、そんな言語。それを俺たちは、さも当然のように使ってる」


「あの……でも、いつそれが生まれたかなんて、むしろそれが厳げん密みつにわかっていることの方が世の中には少ないんじゃないですか？」


　今こうして机に置いてある鉛えん筆ぴつもインクペンも、はじめに作ったのは誰なのだろう。自分たちはそんな単たん純じゆんなことも気にかけることがない。


「そうだな……そうかもしれない」


　すると、彼はふっと表情をやわらげた。


「いつもそうさ、俺たちは見み過すごして忘わすれてばっかりだ。昔の同級生の顔も名前も」


「わたしなんか三日前の夕食だって思いだせません」


　鞄かばんから水色の手帳を取りだし、ケイトは三日前の頁ページを開いてみた。もちろん夕食なんてとりとめのないものなどメモしているはずもない。


　きっとそういうものなんだ。


　忘れていく。時間が経たつにつれて。少しずつ、本当に少しずつ。あんまり少しずつだから、本人もそれに気づくことができないくらい。


「時々思うんです。きっとあと十年後には、今わたしが担たん当とうしている生徒の半分くらいは、わたしの名前と顔も忘れてしまうんだろうなって」


　ああ、あの先生誰だっけ。自分の先生だったのは覚えてるけど──そんな感じで。ふと卒業アルバムを開いた時に、ああケイト先生だ、って思いだす。


　そしてまた、アルバムを閉とじた翌よく日じつには忘れてしまう。


「……そうかもしれないな」


　先せん輩ぱい教きよう師しは、否ひ定ていしなかった。


「学生はこれからも覚えることがたくさんある。今必要なものを覚えようとして、古いものから忘れていくのは、きっと仕方ないことなんだ」


「だから余よ計けいに思うんです。せめて今だけは、わたしの名前を覚えていてもらいたいなって」


　担任教師だからではなく、一いつ緒しよに『今』を過ごす人として。


　そうして覚えていてもらうために、自分は何ができるんだろう。


「……そういえばあちらの方はどうですか」


「凱がい旋せん都市の方は、昼間に連れん絡らくがあったきりと聞いている」


　大陸中央部に位置する凱旋都市エンジュ。その都市に四人の学生が派は遣けんされている。四人ともがケイトの担当する生徒たちだった。


　ネイト、クルーエル、ミオ、エイダ。


　帰ってくる予定は明日。


　今こん晩ばんさえ過ぎれば──


「それが気になってたのか？」


「今日は眠ねむれそうにないくらい……そんなこと言ったら、やっぱり変ですか？」


　いや──何か懐なつかしいものを見たかのように目を細め、彼は続けた。


「いいじゃないか、そんな君の背せ中なかを見て育つ学生は幸せだと思う」


「……恰かつ好こうつけたいだけですよ」


　照れ隠かくしに、ケイトは湯気の立つティーポットに手をそえた。


「ところで、しつこいですけど……実はお茶が余あまってしまいそうで」


　その教師はしばし迷まよったような素そ振ぶりの後、


「一杯ぱいだけ淹いれてくれ」


　彼らしい簡かん潔けつな言葉で、そう答えた。




一奏　『選せん択たく、そして分ぶん岐き』







　　　　１





　目を開けた先に、小さく瞬またたく星の海が広がっていた。





　──夜空？


「ここ……は」


　背中にあたるのは硬かたく冷たい感かん触しよく。


　今の今まで、路面の上で仰あお向むけに転がっていた──ネイトがそれに気づいたのは、その状じよう態たいから上半身を起こした後だった。


　視し界かいを揺ゆらす目眩めまいに歯を食いしばり、鉛なまりのように重い両足を叱しつ咤たして立ちあがる。


「……シャオは？」


　周囲に人ひと影かげはない。


　目に映うつるのは、闇やみ夜よにうっすらと影を落とす巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつ。そして淡あわい光を放つ街灯。ここ数日で見み慣なれた凱旋都市エンジュの街まち並なみだ。


　──よかった。


　どうにかあの名めい詠えい士しより先に、『セラの庭園』からこの世界に戻もどってこれたらしい。


　実じつ際さいの時間のずれはわからないが、自分の感覚ではほんの数十秒。その数十秒前まで、ネイトは『セラの庭園』と呼よばれる別世界に引きこまれていた。青く輝かがやく砂すながちりばめられた地表に、極光オーロラの輝く黒の天球。色いろ鮮あざやかな光の結けつ晶しようが宙ちゆうを浮ふ遊ゆうし、何かの波動が風のように流動する。そんな幻げん想そう的な世界。


　そこに自分を連れこんだのがシャオと名乗る空白名詠の詠うたい手だ。軟なん禁きんに近い状じよう況きようからかろうじて脱だつ出しゆつしたはいいが──


「なんで……競闘宮コロセウムの入口に戻ってるなんて、そんなことって……」


　わからないことが一つある、それが帰き還かん先の位置だ。


『セラの庭園』に閉じこめられる前は競闘宮コロセウム内部の三さん叉さ路ろに立っていた。あの場所から脱出したんだから、戻ってくる時の場所も当初の三叉路だと思ってた。


　そのはずが、実際に倒たおれていた場所は競闘宮コロセウムの外。


「これもシャオが？」


　自分に『セラの庭園』から逃にげられた時のため、こちらの世界につながる名詠門チヤネルの発生先をあらかじめ設せつ定ていしておく。発生先を三叉路でなく競闘宮コロセウムの外にすることで、決けつ闘とう舞ぶ台たいにあるミクヴァ鱗りん片ぺんへとたどり着く時間を稼かせぐことができる。


　そんなことができるのかは定かでないが、あの名詠士なら何ができてもふしぎでない。


「──急がないと」


　胸むねの中の空気を一度全すべて吐はきだし、ネイトは競闘宮コロセウムの入口へと駆かけた。


　Ririsリリス・ eleエル・ Selahphenoセラフエノシアス＝ sia-s-Miqveqsミクヴエクス【ミクヴェクス　ただそこに約束を願う者】


　かつては名詠式そのものの創そう造ぞう者しやたる意い志し法ほう則そく体たいであり、今は空白名詠の調ちよう律りつ者しや〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉と謳うたわれる存そん在ざい。


　そのミクヴェクスを名詠する鍵かぎは二つ。シャオの〈讃来歌オラトリオ〉であるミクヴェクス真言〈全ての約束された子こ供どもたち〉、そして決闘舞台に安置してあるミクヴァ鱗片だ。


　ミクヴァ鱗片をシャオが手に入れればミクヴェクスが名詠される。ミクヴェクスが名詠されれば、ミクヴェクスから分化した存在であるクルーエルが消えてしまう。


　残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツト。


　ミクヴェクスの眼めから分化した、人と調律者の中間の存在。『ただ記き憶おくする』だけで一生を終え、何十回何百回とかりそめの命を与あたえられてきた少女。


「……絶ぜつ対たいにさせるもんか」


　奥おく歯ばを嚙かみしめ、競闘宮コロセウムの入口をくぐる。





　言いようもない違い和わ感があったのは、その時だった。





　足が止まった。


「……なに、これ……なんでこんな……静かなの」


　静か。


　沈ちん静せいと喩たとえるしかないほどに、静かだった。


　草木も眠ねむる深夜。そして人の立ち入りが禁きん止しされた今の競闘宮コロセウム。本来は静かでない方が不自然だ。が、ネイトが感じたのはそういった単なる静けさではない。


　風の動きがまるでない。埃ほこり一つ、塵ちり一つ舞まうことのない──まるで時が止まったような空間が競闘宮コロセウムの内部に広がっている。そんな気がしてならないのだ。


　嵐あらしの前の静けさのように。


　──静せい寂じやくが競闘宮コロセウムを包んでいる。いや、競闘宮コロセウムから凱がい旋せん都市全体に広がりつつある。


　つぅっ。


　冷たい汗あせが首くび筋すじを伝っていく。


　ここにいるだけで息が苦しくなる。引き返したい。そう感じさせる何かが渦うず巻まいている。


「……負ける……もんかっ！」


　一歩、ネイトは足を前に踏ふみだした。





　　　　２





　時間は、半はん刻こくほど前に遡さかのぼる。





　エンジュ公共宿しゆく舎しや、その玄げん関かん先さきで。


　癖くせのある金きん髪ぱつをした幼おさなげな少女がひっそりと地面を見つめていた。上着はクリーム色のフード付き防ぼう寒かんコート、その首もとからは白地の制服が覗のぞいている。


　宿舎の街灯の明かりに触ふれ、吐はいた息いきが白く輝く。それをぼうっと見つめ──


「ミオ、おまたせ！」


　背はい後ごからかかった声に、金髪の少女が弾はじかれたように振ふり向いた。


　葡萄酒色ワインカラーの髪かみをした少女。こちらも制せい服ふくの上にココア色のコートを羽は織おっている。幼げな顔だちのミオと対照的に、快かい活かつで行動的な印象の女子生徒だ。


「お、ヘレンちゃん準じゆん備びできた？」


「ばっちりよ、でも遅おくれちゃってごめん。行く場所が行く場所だし、支し度たくに時間かかっちゃって」


　急ぎ足で二人の少女が歩を進める。


　──目的地は競闘宮コロセウム。


「レフィス、本当にあんな場所にいるのかな。……だって今は全面封ふう鎖さでしょ？　中に入るんだったら監かん視しの人に見つからないようにしなくちゃいけないのに」


「だって、もうあそこくらいしか考えられないもん」


　自分の言葉を自らに言い聞かせるつもりでミオは足を速めた。


　こんな夜中にネイトやクルーエル、エイダが自分に内ない緒しよで出かけるような場所。そんなの競闘宮コロセウム以外にない。たぶん三人が目指してるのは、競闘宮コロセウムに安置された触媒カタリストだ。アレがどれだけ凶きよう悪あくで危き険けんな触媒カタリストか、ミオはトレミア・アカデミーで直ちよく接せつ目にしている。触媒カタリストの暴ぼう走そう。それがこの大都市で起きればたちどころに大だい惨さん事じとなる。


「……まあ、ミオがそこまで言うならわたしも信じるけど。ったくレフィスめ、なんで人に心配かけることばっかりするのかな」


　口を尖とがらせる彼女をしばし見つめ、


「ねえねえ。ヘレンちゃんは、やっぱりレフィス君のことが好きなの？」


　ミオが何となくそう訊たずねた途と端たん、隣となりを歩く彼女が真後ろの方向に飛び跳はねた。


「～～～なっっっ、ななな……何を突とつ然ぜん言いだすの!?」


「え？　だってほら、あたしはネイト君にクルルにエイダはずっと友達だから捜さがしに行くんだよね。でもヘレンちゃんにとってはさ、レフィス君はつい少し前に知りあった転入生でしょ。捜すのだって男の先せん輩ぱい二人に任まかせればいいのに、こんな夜に自分から捜しに行くなんてよっぽど──」


「ち、違ちがうって！　ほ、ほら……ええと、えっと……あいつが方向音おん痴ちなのは知ってるから、それでその……」


　足を止めたままあたふたと手をふるヘレン。本当は彼女の方が一つ年上なのだが、今の姿すがたは同い年どころかそれよりずっと下に見える。


「ふーん、それで？　それで？」


「っと、その……だから…………って、み～～～お～～～？」


「あはは、ヘレンちゃんそんな怖こわい顔しないで。レフィス君も怖がっちゃうぞ？」


　真横から覗きこんでくるヘレン。睨にらみつけるような表ひよう情じようがまた可お笑かしくて、ミオは噴ふきだしそうになるのを必死でこらえた。


「ごめんね～。ヘレンちゃんてばクルルみたいで、つい聞きたくなっただけなの」


「もう……ん？　ところでクルーエルみたいって？」


　再ふたたび隣に立つ彼女へ、ミオは指先を空へと向けて。


「クルルね、凱旋都市ここに来る前に同級生の男の子から告白されたんだって。ほら、クルルってばあたしから見ても綺き麗れいだし可愛かわいいし、男の子からも人気あるの。でもいつも告白されては断ことわっちゃうみたい」


「へえ、何だかもったいない気もするけどね」


「本人は『まだお付き合いの仕方がよくわからない』って言うんだけど、それって半分正せい解かいで、半分ハズレだと思うの」


　ハズレハズレ──空へと向けた指先を小さく横にふって、


「クルルはきっとね、もう大好きな子がいるんだよ。本当はずっとその子にそれを言いたくて、でも恥はずかしいから、向こうから言ってくれるのを待ってる気がする」


「つまり両思いってやつ？」


「そうそう、きっとそうなの。もう半分くらい公こう認にんカップルなのに、あとちょっとのところで止まっちゃってるのがクルルなの」


「見てる分には歯がゆいなあ。……今度クルーエルに聞いてみよっかな。その幸せなオトコノコは誰だれなのよって」


「いやいや、ていうかヘレンちゃんもすごくよく知って────」


　彼の名を口にする前に、





　……Calra-l-Bediwsカルラ・ル・ヴエデイウス・ Leoレオ・ Lecieレーシエ【カルラ　悲しき赤病の冬ふゆ姫ひめ】





　どこか遠くから、鈴すずを転がすような声。


　同時。


　夜空の一箇か所しよが真っ赤に染そまった。


「痛いたっ！」


　閃せん光こうめいた輝かがやきに目を焼かれ、ミオは反はん射しや的に顔をそらした。


　輝きは一いつ瞬しゆん。だがその輝きが消えるより先に、今度は目の前の視界がぶれた。


　ズンッとのしかかるような地鳴り、そして爆ばく発はつ音おん。鼓こ膜まくだけでなく頰ほおの表面がビリビリと痛む。それほど音の津つ波なみは強く、そして強きよう烈れつに押おし寄よせてきた。


「ば、爆発？　うそでしょ……エンジュで、しかもこんな夜中に!?」


　必死の表情で目を見開くのはヘレン。


　閃光と爆発音は正面の空から。つまり自分たちが向かおうとしている方向だ。


「……競闘宮コロセウムだよ」


「競闘宮コロセウム？　ちょっ、ちょっとミオってば冗じよう談だんはやめてよ！　だってあそこ、レフィスたちがいるかもしれないんでしょ」


　──やっぱり予感は間ま違ちがってなかった。ネイトたちは競闘宮コロセウムにいる。


　そして競闘宮コロセウムで何かがあった。否いや、その何かは今も続いているかもしれない。


「ヘレンちゃん、爆発の前に何か聞こえなかった？　カルラ……なんとかって」


「あ、あれ……ミオも？　わたし空耳かと思ってた」


　驚おどろいた表情でヘレンが眼めを丸くする。


「空耳なんかじゃないよ。だって──」


　発音から推すい測そくするしかないが、あれは名めい詠えい式しきの〈讃来歌オラトリオ〉に酷こく似じしていた。


　つまり競闘宮コロセウムで誰かが何かを名詠したに違いない。


　それだけでいい。今はそれだけわかれば十分だ。


　ネイトやクルーエル、エイダが夜中に宿しゆく舎しやを抜ぬけだした。唯ゆい一いつ考えられる行き先は、謎なぞの触媒カタリストが安置してあるはずの競闘宮コロセウム。そしてまさにその方向、この爆発。そして何者かが名詠式を使用したと思おぼしき〈讃来歌オラトリオ〉。


　それだけ重なれば、ネイトたちが競闘宮コロセウムにいると確かく信しんするには十分すぎる。


「ヘレンちゃん、行こう！」


　一度大きく深しん呼こ吸きゆうし、ミオは夜のエンジュを走りだした。





　　　　３





　コツッ──


　乾かわいた靴くつ音おとが無音の通路に響ひびきわたる。苔こけ色に光る非ひ常じよう灯とうだけが床ゆかを照らす競闘宮コロセウム。静せい寂じやくに包まれた空気の中を、ネイトは一人で歩いていた。


　一歩、また一歩。


　この薄うす暗ぐらい空間に、シャオが名詠生物を待機させている可か能のう性せいも零ゼロではない。一いつ刻こくも早く決けつ闘とう舞ぶ台たいにたどり着かなくてはならないが、無む闇やみに音を立てればその名詠生物にも見つかってしまう。名詠用の触媒カタリストがない今の状じよう態たいでは打つ手がない。


　無音の空間に自分の足音すら溶とけこませ──


　見覚えのある三さん叉さ路ろを前にし、ネイトは小さく吐と息いきをこぼした。


「……戻もどってこれた」


　そう、シャオによって『セラの庭園』へ連れて行かれる直前までいた場所だ。
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　左右が競闘宮コロセウムの二階と地下へ。そして正面が決闘舞台に続いているはず。エイダとレフィスもそれぞれ競闘宮コロセウムのどこかにいるはずだが、今は決闘舞台のミクヴァ鱗りん片ぺんを回かい収しゆうすることを優ゆう先せんしなければ。


「うん、行こう」


　自身に言い聞かせるつもりで口にし、足を踏ふみだす。


　──カチッ


　途と端たん、頭上から降ふりそそぐ明かりに通路全体が照らされた。


「えっ！　……な、なにが？」


　今のは誰かが照明のスイッチを押した音だ。けれどこの競闘宮コロセウムは完全封ふう鎖さのはず。警けい備び員いんですらあくまで入口の外で見み張はるだけ。それこそ無む断だん侵しん入にゆうを知ったうえの自分やシャオ以外、競闘宮コロセウムに人が立ちいるはずがないのに。


　ツッ──……カツッッ…………


　足音が徐じよ々じよに近づいてくる。


　まさかシャオ？　いや、あの黒くろ法ほう師しならば人目を嫌きらって照明は控ひかえるはず。ならば誰がこの明かりを。


　カツッ。足音が、すぐ目の前の角で響いた。


「っ！」


　反射的に身み構がまえる。


　そして。


「やあ、久ひさしぶり」


　通路から現あらわれたのは、枯かれ草色のコートを羽は織おった男性だった。


「慌あわててきてみれば……なかなか大変なことになってるみたいだね」


　頭上の照明に照らされ、金とも茶ともつかない髪かみが揺ゆれる。端たん整せいな顔だちながら、はにかむようなごまかすような、そんな捉とらえどころのない表ひよう情じようをした名詠士。


「カインツさん？」


　それは、ネイトがまったく予想だにしていなかった人物だった。そもそもなぜここに。本当に彼なのか、一瞬他人のそら似にと思ったほどだ。


「ところで、照明つけてしまったけどかまわないよね」


「え……あ、照明はまずいです！　今ここって封鎖されてるから！」


　もし彼が凱がい旋せん都市に来たばかりなら昼間の騒さわぎも知らないはず。競闘宮コロセウムの上空に現れた無数の名めい詠えい生物、その急きゆう襲しゆうを受けて競闘宮コロセウムは封鎖されたのだ。


「ここに来るとき、四階の明かりが点ついてたよ」


「四階の明かり……」


　考えられるのはレフィスかエイダだ。何らかの理由、それこそ自分たちの存そん在ざいが外部の人間からもわかってしまうことを覚かく悟ごした上で。


「まあそれに、今は些さ細さいなことを気にしている場合でもなさそうだしね」


　彼に続き、人も背せに乗せられるであろう巨きよ体たいの氷ひよう狼ろうが姿すがたを見せた。その背に乗っているのは人ではなく、胎たい動どうするように点てん滅めつする巨大な白い石──蛇へびの鱗うろこにも似た紋もん様ようのついた触媒カタリストだ。


「ミクヴァ鱗片!?　どうして……カインツさんが？」


　わけがわからない。


　ミクヴァ鱗片は決闘舞台にあるはず。なのになぜ虹にじ色名詠士が持っていて、それを氷狼が運んでいるのか。さらにいえば、なぜ決闘舞台の方向へ運んでいるのか。


「シャンテから事情は聞いてるよ。この石が騒ぎの元らしいね」


「だけど、なんでそれをわざわざ決闘舞台に──」


　点滅を繰くり返す触媒カタリストを指さし、彼をじっと見上げた。


「カインツさん、それは壊こわ……ううん、だめだ、どっか遠くに捨すてなくちゃだめなんです。誰にも見つからない場所に。それがあるとクルーエルさんが──」


「クルーエルさんが？」


　カインツが怪け訝げんそうに眉まゆをつりあげる。


　おそらく彼が聞いているのはミクヴァ鱗片の表面的な話だけ。ミクヴァ鱗片とミクヴェクス、ミクヴェクスとクルーエルの関係までは知るべくもない。


「説明してる時間がないけど、その石がクルーエルさんを苦しめてるのは確たしかなんです。だから早く、シャオが戻もどらないうちに！」


「シャンテからもこの石を処しよ分ぶんしろと言われたよ。でも、それは解かい決けつ策さくになるのかな」


「それは……」


「君がそう言うなら、ボクはすぐにでもこれを人目のつかない場所に埋うめてもいい。だけどそうしたって、いつ再ふたたび見つかってしまうかもわからないだろ？」


　カインツの言葉に、あの黒法師の微び笑しようがさっと脳のう裏りをかすめていく。


　地面に埋めようと海に沈しずめようと関係ない──相手はシャオ、どこに隠かくそうとしても見つけられてしまう。そんな悪お寒かんに背せ筋すじが凍こおった。


「いつまた見つかってしまうだろう。そんな不安に怯おびえて生活していくつもりかい？」


「……ほかに方法がないんです。この触媒カタリストは砕くだいたって再さい生せいするから」


「それはシャンテからも聞いたよ。だからこの触媒カタリストを完全に消し去るには、この触媒カタリストを一番良く知っている相手から聞くのがいいのかなって思うのさ」


　ミクヴァ鱗りん片ぺんを最も知っている相手。


　それは自分やレフィスでなく、シャオとその仲間たち。


「決けつ闘とう舞ぶ台たいに心当たりがいるんでね。彼女に訊きいてみるとするよ」


　彼は笑っていなかった。


　鋭するどい、明めい確かくな緊きん張ちようを交えた視し線せん。


「寂さびしがりやのお姫ひめさまがボクを待ってるらしい。……勝負の続きさ。勝った方がこの触媒カタリストを手に入れるっていう勝負のね」


　彼がここまで来た理由、ネイトはようやく悟さとった。


　シャンテとネシリスのかわりに戦おうとしているのだ、彼は。


「で、でも……」


　もちろんカインツの凄すごさは知っている。歴史上ただ一人五色の名詠を制せい覇はした名詠士。シャオの弁べんを借りるなら、調ちよう律りつ者しやアマデウスとミクヴェクスの想そう像ぞうすら超こえた名詠。それが彼の虹色名詠だという。


　けれどそれは、あくまで名詠式としての格かくの高みであって、決闘の強さではない。彼は戦いに特化した名詠士ではないのだ。競闘宮コロセウムで最強とも謳うたわれていた青の大特異点ネシリスが敗れた今、いくらカインツでも分が──


「間ま違ちがいなく勝てないだろうね」


　あろうことか、ほかならぬ彼自身が真っ先に首しゆ肯こうしてみせた。


「青の大特異点ネシリスを打ち負かすような名詠式か……。ボクはもともと決闘向きの名詠なんて練習したことがないし、決闘そのものだってほとんど経けい験けんがない。いや、そんなこと関係なしに勝ち目は薄うすいだろうね。何もボクじゃなくたって、彼ネシリスが勝てないなら世界中の名詠士一人として勝ち目がない」


「そんな……それじゃあどうして──」


　なぜ彼は負けるとわかっていて決闘舞台に。


「あのプライドの高い歌姫に泣いて頼たのまれたから、かな。さすがに断ことわれないし、いっそ派は手でに負けてくるくらいはしようかなと思ってたんだけど…………そうか、困こまったな」


　言葉なかばで口をつぐむ彼は、いつになく鋭えい利りなまなざしをたたえていた。


「もう一度聞くけど、この石が相手に渡わたると、君とクルーエルさんにとってまずいことがあるんだね？」


「──はい」


　おごそかな口調の彼へ、その視線を見つめ返した。


　そう、その触媒カタリストは絶ぜつ対たいシャオには渡せない。もしも彼がわざわざ負けるとわかって決闘舞台に行くのなら、せめてミクヴァ鱗片だけでも僕ぼくが守り通す。


　それだけの覚かく悟ごをこめてうなずいた。


「なるほど……それはボクが軽けい率そつなことを言ってしまったな。シャンテから多少は事じ情じようも聞いたつもりだったけど、そこまで事じ態たいは深しん刻こくだったのか」


　しばし虚こ空くうを見上げ、彼が小さく息をつく。


　そして。


「この触媒カタリスト、ボクを信じて預あずけてくれないかな」


「……え？」


「学園トレミアでの競演会コンクールを思いだすね。五色のヒドラが現あらわれた時のこと覚えてるかい」





〝ここは引き受ける。行くんだ〟





　無数とも言える三つ首の獣キマイラの群むれ。彼がそれを食い止めている間に、ネイトはアーマを従したがえてホールへと向かった。ホールの人間に危き機きを知らせるために。


「シャンテからも頼まれていたことだけど、やっぱりこれはボクが引き受けた方がいい。こうして何かを懸けた時の駆かけ引きは大ボ人クの方が得意だと思うしね」


「でも……」


「だいじょうぶ、負けると言ったのは訂てい正せいするから。君がそれだけ心配するくらいの理由があるなら、ボクだって少しは頑がん張ばるさ」


　器用に片かた目めをつむり、おどけるような仕草の彼。決して強がりではない、それは他人に心強さを与あたえてくれる表情で──けれど、だからこそ訊きたいことがあった。


「……カインツさんはどうして」


　僕とクルーエルさんのために、どうしてそこまでしてくれるんだろう。


　同級生のミオやエイダならまだわかる。けれど世界に名を知られた虹にじ色名詠士が、自分たちのためにそこまで気に掛かけてくれるなんて。


「恰かつ好こうつけたいから。いつもならそんな感じで答えるところだけど」


　天てん井じようの壁かべを越こえた、どこか遠い遠い場所を彼はじっと眺ながめ、


「大切な誰だれかを失うのは、辛つらいことだよ」


　──彼のその一言が全すべての答えだった。





〝わたしの家か系けい、代々からだが弱いの。みんな早死にしてる。わたしのお母さんも、わたしを生んですぐ死んじゃった。わたしもきっとそう〟





「出会った時からそう聞いていたはずなのに、それなのに、彼女のそばにいてあげられなかった。ボクはそれを本当に後こう悔かいしてる。……同じ思いをしてほしくない。君が彼女の名めい詠えいを継ついでいるならなおさらね」


　気づいた時には、自分の右みぎ肩かたに彼の手があった。


「クルーエルさんが大変なんだろ？　ボクは状じよう況きようがつかめてないけど、それならやっぱり、君は君にしかできないことをするべきじゃないかな。クルーエルさんの事情がわからないけど、たとえば彼女のそばにいてあげるとかね。もし明めい確かくなものが君の中にあるのなら、ミこクんヴなァ石鱗こ片ろを気にかける役くらいは替かわってあげられそうだから」


　君はもっと大事なことができるはず、彼の視し線せんがそう言っている。


　クルーエルが危機にある。ならばミクヴァ鱗りん片ぺんは仲間カインツに任まかせ、自分は彼女を助けるためのより本ほん質しつ的なものに集中しなくてはいけないと。


　──言葉が出なかった。


　突とつ然ぜんの申し出に対する驚おどろき、そして感かん謝しやの気持ちをどう表せばいいのかわからない。エイダやレフィスと同様に、彼女クルーエルを助けるために力を貸かしてくれると言ってくれているのだ、虹色名詠士が。


「決めるのは君自身だ。どうする？」


「…………」


　それは競闘宮コロセウムに入る直前、青の大特異点ネシリスから告げられた言葉とも酷こく似じしていた。


〝迷まようくらいなら置いていく〟


　単に厳きびしいだけの言葉ではない。自分を対等な人間として扱あつかってくれたからこそ、彼は判はん断だんを僕自身に委ゆだねてくれた。そして今、他ほかならぬ虹色名詠士カインツが、僕を一人の名詠士として認みとめてくれている。


　ならば迷うことはない。


「ミクヴァ鱗片をお願いします。……僕、ここでやらなくちゃいけないことがあるから」


　雑ざつ念ねんを振ふり払はらってネイトは首を横に振った。


　やらなくちゃいけないことが残ってる。僕にしかできないことが。


「昔の君だったら、もう少し迷っていたかもしれないね」


　彼がかすかに笑う。


　人なつこい、心の底からそれを歓かん迎げいするような笑えみ。


「──本当に大きくなった」


　コートのポケットに手を入れたまま、枯かれ草色の名詠士は身をひるがえした。
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　氷ひよう狼ろうを従したがえ、決けつ闘とう舞ぶ台たいへと歩いていく虹色名めい詠えい士し。


　小さくなっていく背せを見送り、ネイトもまた彼に背を向けた。


　……これでいいんだ。


　自分は虹色名詠士ではない。五色の名詠も虹色名詠だって使えない。


　使えるのは夜色名詠のみ。


　だけど、夜色名詠にしかできないこともきっとある。僕にしかできないことが。





「それはもしかして、自分をここで食い止めるという意味？」





「ほかに何があるのさ」


　瞬まばたきすらせず、ネイトは正面の相手を睨にらみつけた。


　照明に照らされた通路、いつからそこにいたのか。影かげが浮うかびあがったような印象の黒くろ法ほう師しが音もなく佇たたずんでいた。


　黎れい色しよくのローブに身を包んだ名詠士──シャオ。


　ローブと同色の髪かみと瞳ひとみ、穏おだやかとすら言える顔だちは少年にも少女にも見える。口元には優やさしげな笑み。かたちの良い唇くちびるに塗ぬられた黒のルージュは怪あやしく輝かがやき、その双そう眸ぼうはしっとりと濡ぬれてゆれている。


「……絶ぜつ対たい戻もどってくるって思ってた」


　標的ネイトがいないのならば『セラの庭園』に留とどまる理由はない。ミクヴァ鱗片を手に入れるため必ず戻ってくるはず。それは火を見るより明らかだった。


「競闘宮コロセウムでファウマとカインツが戦う間、今度はあなたが自分を食い止める──なるほど、少し前とまるで立場が逆ぎやくになったみたいだ」


　両手をローブに隠かくしたまま、むしろその状況を楽しむようにシャオが微笑ほほえむ。


「でもね、自分は二人の戦いに手を出すつもりはないよ」


「……信じられない」


　ミクヴァ鱗片を手に入れる。その目的に徹てつするなら、一番楽な方法は決闘舞台の二人が戦っている隙すきをついて回かい収しゆうすることだ。


　それをこの名詠士が狙ねらわない理由なんて──


「理由ならある。なぜならそれがファウマの望みだから」


　……望み？


「そうだよ」


　その場にひっそりと佇んだまま薄うす暗くら闇やみ色の名詠士が首しゆ肯こうする。


「カインツと戦う役に、ファウマは自分の意い志しで手を挙げた。だからそれを尊そん重ちようしなくちゃいけないんだ」




血奏　『始まりに炎ほのおあり』










　その日わたしは、始原の真しん精せいの声を聴きいた──
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　……わたし、ファウマ・フェリ・フォシルベルが生まれたのは今から二十一年前。


　大陸で最も寒い街の一つとして知られる城じよう下か町まちフェルン。その街を統すべる旧きゆう王おう族ぞくの娘むすめとしてだった。


　家族は父親と母親、そして妹が一人。ほかには給きゆう仕じ役やくの女じよ性せいが城しろに数人。


　家族はわたしと同じで、旧王族という肩かた書がきはあまり好きでないらしい。妹もそれが嫌いやで城を飛びだし、今はどこかの学がく舎しやで何の学問ともわからないものを勉強していると聞いた。両親も妹も特に何かが優すぐれているわけではないし、変わっているわけでもない。


　わたしだけに、全身を蝕むしばむ皮ひ膚ふの病があった。生まれた時はそこまで酷ひどくはなかったらしい。けれど年ねん齢れいを重ねるごとに、症しよう状じようはどんどん悪化していった。


　そして、まるでその病と引き替かえであるかのように、わたしの声帯には、この世のものならぬ清せい麗れいな響ひびきの声が宿っていた。


　──けど、そんな声なんてどうでも良かった。


　夜に全身が熱を帯び、搔かきむしり、朝にその傷きずが痛いたみを持つ。


　搔きむしる爪つめがこれ以上傷を増ふやさぬよう、医者からは全身を包帯で覆おおってしまうよう告げられた。────その日わたしは、自分の部屋にある鏡を全すべてベランダから投げ捨すてた。窓まども曇くもり硝子ガラス。包帯だらけの自分なんて見たくなかった。


　その時からだっただろうか、わたしが一人で自室に籠こもり、親とも顔を合わせなくなったのは。食事も包帯の替えも給仕任まかせ。両親にすら断ことわりなく部屋に入るなと伝えた。





　……それは結局、わたしの悲鳴を両親に聞かせたくなかったからだ。





　毎まい晩ばん、全身にねっとりと絡からみつく痒かゆみと痛み。歯を食いしばって耐たえた。


　泣き顔を見せるのは嫌きらい。


　だから、自分の口に布ぬのを嚙かませて、無理やりにも嗚お咽えつを消した。


　けれど身体からだのストレスはいつしか限げん界かいに達し────


　十歳さいを少し過すぎた頃ころ。


　とある夜、わたしは極度のストレスと疲ひ労ろうで意い識しきを失った。





『素す敵てきな音色』





　声が聞こえたのは、その時だった。


　霞かすみを通して響くような朧おぼろ気げな声。


　……だれ？


『Calraカルラ────お前の身体の悲鳴に巣くう者』


　カルラ、声の主はそう答えた。


　セラフェノ音語においてcalraは血を意味する。そう知るのは、この邂かい逅こうより少しだけ先の話だ。


『真精と呼よばれる存そん在ざい、真精と名付けられた存在』


　……真精？


『調ちよう律りつ者しやより定められた一つの事じ項こう──すなわちCalraわたしをもって真精の原型とする』


　そして声は続けた。


『Calraわたしは始まりの炎であり熱であり、全てに替わる赤き血である。私のために流す血の代だい償しように、私もまたお前のために血を流す。力、悪意、敵てき意い、剣けん、憎にくしみ、悲しみ、妬ねたみ、──いかなる害もお前に触ふれることは許ゆるされない』


　……わたしが、Calraカルラのために流す血の代償？


　それはまさか。


『そう、お前の病の半分はCalraカルラが理由。私の熱がお前に宿り、お前の身体に痛みをほどこす。その美しい悲鳴ねいろが私を呼び覚ます。何よりも深い繫つながりがそこにある──全てはお前を愛しているからこそ』


　……そうだったのね。


　わたしがこんなにも苦しんでいるのは、こいつが原げん因いんだったのか。


『愛する者よ、Calraカルラを憎む？』


　……ええ、八つ裂ざきにしてやりたいくらい。


『それもまた当然。だが約束しよう、お前はお前自身の意い志しで私の力を願う。だから私もまた、お前のために歓よろこんで血を流そう』


　……そんなのあるわけが。


『いずれ知る。調律者に選ばれた者の訪おとずれを待つといい。その名めい詠えい士しは真なる敗者の王。お前に生きる目的を与あたえてくれる』


　……生きる目的？


『その時まで、Calraカルラはしばし眠ねむりにつく』





　Calraカルラの声を聴きいたのはそれが最初。


　そして、それが最後だった。





　　　　２





　目が醒さめた時、わたしのベッドの脇わきには一体の赤獅子マンテイコアが名詠されていた。


　血を触媒カタリストに、自らの肉体の悲鳴を無む韻いんの〈讃来歌オラトリオ〉とする──わたしの名詠式が発はつ現げんした瞬しゆん間かんだった。





　それから、どれだけの月日が流れただろう。


　数日、数ヶ月、数年？


　Calraカルラの声も予言も忘わすれた頃。わたしの部屋に一人の黒くろ法ほう師しが現あらわれた。


「初めまして。驚おどろかせちゃったかな」


　黒くろ髪かみ黒目、少年か少女かもわからない顔だちで、その人物は微笑ほほえんでいた。


　いつ部屋に入ってきたのかもわからない。気づいた時にはベッドのすぐ横に立っていた。


　普ふ段だんなら警けい戒かいしていただろう。だがその黒法師の瞳ひとみはあまりに──初対面のわたしが見とれてしまうほどに綺き麗れいで、しっとりと濡ぬれてゆれていた。


「あなたは？」


「自分の名はシャオ、あなたと話をしてみたかったんだ」


　大陸有数の観光名所から始まって、辺へん境きようの村の地方料理。初めて聞く地方の風習に、愉ゆ快かいな物語まで。世界中の全すべてを知っているのではと思うほどシャオは物知りだった。


　訊きけば、本当に世界中を旅していたのだという。


　シャオは、自分からは決して旅の理由を告げなかった。だから訊いたのはわたし。


　その名詠士は照れたそぶりもみせず、恥はずかしがるようなこともなく、誰だれより堂々と、そして凜りんとした口調で教えてくれた。





「名詠式でたくさんの人が幸せになれたら、素す敵てきじゃないかな」





　──その一言は、胸むねが痛いたくなるくらい鮮せん烈れつだった。


　わたしは、わたしの身体をこんなにしたCalraカルラを恨うらむことしかしなかった。だからこそ与あたえられた名詠式も憎んでいたし、名詠式で人を幸せにするなんて発想が頭になかった。


「……羨うらやましいな、そんなこと考えられる人が」


「ねえ、ファウマ」


　シャオが、漆しつ黒こくのローブからすっと右手を差しだした。


「素敵じゃない。羨ましく思えるということは、そう願う気持ちがあなたの中でもまだ消えてないという何よりの証あかしだよ」


　……わたしが……わたしもそう願ってる？


　同じ夢ゆめを見ることが……許ゆるされるの。


　何かが頰ほおを伝っていく。


　温かいしずくが頰を伝い、こぼれ、胸むな元もとの包帯をそっと濡らした。


　──ようやく、ようやく見つけた。わたしの生きる理由。生きたいと思える理由。


　同じ夢を追いかけて、同じ夢を見てみたい。


　シャオの描えがく世界が始まる瞬間を見てみたい。





　そしてその日、わたしはカルラを受け入れた。





　けれど、ああっ……


　これは何という運命の皮肉なんだろう──


　あの虹にじ色名めい詠えい士しがわたしの城しろを訪おとずれたのは、その二日後のことだった。
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「やあ、初めまして」


　どこかシャオを彷ほう彿ふつとさせる挨あい拶さつと共に、彼が片かた手てを上げて会え釈しやくする。


　金きん髪ぱつとも茶髪ともつかない髪かみをゆらせ、いたずらっぽい笑顔を浮うかべる人なつこい名詠士。枯かれ草色のコートを羽は織おり、自分のいるベッドにのんきな歩調で近づいてくる。


「突とつ然ぜん呼よびだしてごめんなさい。城の給きゆう仕じたちがね、あの虹色名詠士が城下町フエルンに来てるって話してたの」


「いや、どうせあてのない旅なので。それに旅先の偶ぐう然ぜんに身を任まかせる方が、ボクの性しよう分ぶんにはあってるみたいだから」


　天てん幕まくゆえこちらの姿すがたは見えるはずがない。それでもふしぎと、直ちよく接せつ顔と顔を合わせているような親近感がわいてくる。


「こんな寒い場所まで、目的もなく？」


「あえて言うなら、その『こんな寒い場所』の寒さを体験するのが目的かな。何かと物好きな性分なので」


　……この男がカインツ。


　世界で最高の名詠士。名詠式で彼にできないことはないとも噂うわさされる男だ。


　虹色名詠士──カルラの声を聞き名詠式に目覚めてからずっと、わたしはその単語に対して憧あこがれに近いものを抱いだいていた。


　とある願い。


　ずっとずっと、それこそシャオと出会う前から望み続けたことが一つある。


　ほかの名詠士には誰一人頼たのめないこと。だけどこの虹色名詠士なら、それを万に一つでも叶かなえてくれるかもしれない。だからカインツ・アーウィンケルがこの地を訪れていると聞いて、わたしは急いで彼をこの城に呼びつけた。


　けれど──


「なにか？」


「……いえ、何でもないわ」


　薄うす布ぬの越ごしにわたしは首を振ふった。


　心から待ち望んでいた言葉。それがどうしても言えなかった。


　……なんて、残ざん酷こくな葛藤ジレンマなんだ。





　シャオの友人でいたい、そしてその力になって協力すること。


　ずっと思い描えがいていた、虹色名詠士に対して渇かつ望ぼうし続けた希望。





　それはまさに、火と水のように相あい容いれないものだったの。


　どちらか一つしか選べない。


　どちらも心の底から願い続けてきた願い。


　──今、わたしはカインツをどう見なせばいいんだろう。


　ミクヴァ鱗りん片ぺんを争あらそう敵としてか。


　あるいは、望み続けたわたしの願いを叶えてくれる憧れの名詠士としてか。








　……あの時からずっと答えが出せずにいた。


　だからこそ今、競闘宮コロセウムの決けつ闘とう舞ぶ台たいでわたしは待つ。


　胸むねに抱かかえた矛む盾じゆんする二つの願い。


　心の内から張はり裂さけそうになる葛かつ藤とうに、せめて自分なりの決着を見み出いだすために。




二奏　『吼ほえる世界』
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　小さな星をちりばめた夜空を、鮮せん血けつ色の閃せん光こうが駆かけぬけた。


　まっ黒なキャンバスに突とつ然ぜん赤い花が咲さいた、そんな不自然な輝かがやき。自然ではまずありえない色の輝きだ。


「今の……？」


　凱がい旋せん都市エンジュの大通り。物静かな路地で足を止め、一人の少女が頭上の輝きを見つめる。背せ中なかまで伸のばした色いろ鮮あざやかな緋ひ色の髪、そして深海を思わせる深い青の双そう眸ぼう。すらりと伸のびた長身に白の制服が映はえる少女だった。


　が、見上げて数秒も経たたずして。


「っっっ！」


　少女──クルーエルは、遅おくれてやってきた地鳴りと轟ごう音おんに呑のみこまれた。


　ィィッ……ッッン……


　音の衝しよう撃げき波はを受け、周囲の家屋という家屋の窓まどが悲鳴を上げる。


「……なっっ……んなの……！」


　建物の壁かべに手をつき、あわやというところで姿し勢せいを持ち直した。


　地鳴りで身体からだのバランスが崩くずれたところに、立て続けに音の津つ波なみだ。中には今ので窓まど硝子ガラスが割われた家屋もあるらしい。それほどの轟音だった。


「あれって……競闘宮コロセウムの方向だよね」


　壁に手をついたまま、おそるおそるクルーエルは視し線せんを上空へ。真っ赤な閃光は既すでに光の痕あとすら残さず消え、夜空は一いつ瞬しゆん前までの暗さを浮うかべるばかり。


　──火事なんかじゃない。まるであれは、火薬が炸さく裂れつしたような光と音だったもん。


　競闘宮コロセウム、その中心である決闘舞台にミクヴァ鱗片がある。


　調ちよう律りつ者しやミクヴェクスを名めい詠えいするための唯ゆい一いつの触媒カタリスト。





〝ネイト、エイダという祓名民ジルシエの娘むすめ、それにレフィスという灰はい色名詠の詠うたい手。誰だれに強きよう制せいされたわけでもないが、誰かさんを守るためという意い志しだけは共有しているらしい〟





　あの夜色の名詠生物が言っていた。


　ネイトが、みんなが、あの場所で戦っている。


「……行かなくちゃ」


　みんながいるのに、当のわたしがあの場にいないでどうするんだ。





〝小こ娘むすめ、あの場にお前が行ったところで最も早はや──〟





「わかってるよ、そんなこと……」


　苦々しく唇くちびるを嚙かみしめた。


　ネイトがわたしに何も告げずに競闘宮コロセウムに向かったのはなぜだ。……わたしに内ない緒しよで、わたしのことを案じてくれていたからじゃないか。


　だからネイトは、きっと自分が競闘宮コロセウムに向かうことを喜ばない。


　でも、それでも行かなくちゃいけない。


「だって──」


　何の前ぶれもなく、壁に寄よりかかっていた手が滑すべった。


「っ……ぁ……痛つうぅ」


　地面に四つん這ばいに手をつき、かろうじて頭から転てん倒とうすることは免まぬがれた。


　──今の、まさか。


　おそるおそる、壁に寄りかかっていた右手に目を向ける。


「あ……ははっ、は」


　やっぱりだ。今のは手が滑ったんじゃない。


　右手の手首から先が、まるで陽炎のようにぼんやりと揺らいでいた。自分の手が壁をすり抜ぬけたから、結果的に滑ったように思っただけだ。





　……もう、こんなにも時間がない。





　本当にわたしが消えてしまう？　今だってそんな実感ほとんどない。


　まるでまどろみの中のような漠ばく然ぜんとした不安。だがそれすら、胸に沸わきかえるまったく別の思いの渦うずへと消えていく。


「ネイト……」


　なぜだろう。こんな場面なのに、自分が消えるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなのに。


　あの夜色の少年の顔しか思いうかばない。


　どんな想おもいより切なくて、胸むねが苦しくてしかたない。


　誰よりも何よりも、ネイトと会って話がしたい。本当に他愛たわいのない世間話でいい。


　それがきっと、わたしの────


「わたし、キミのところに行きたいの……行きたいよ」


　瞳ひとみの端はしににじむ雫しずくを手でそっとぬぐいとる。


　何かに導みちびかれるように、何かを求めるように、クルーエルは歩きだした。
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　直径五十メートルほどの円形空間。


　硬かたい地面の上には目の細かい砂すながまんべんなく敷しかれている。周囲を見み渡わたせば、そこには高さ五メートルほどの石いし壁かべが舞ぶ台たいにそって立っている。石壁の上からがちょうど観客席の最前列。そこから階かい段だん状じように観客席が続く。五メートルある石壁は、決けつ闘とうの飛び火が観客席に届とどかないための配はい慮りよとのことらしい。


　──それが競闘宮コロセウムの決闘舞台。


「そういえば、ここに来るのは久ひさしぶりだよ」


　頭上で輝かがやく熱妖よう精せい。その光に照らされた決闘舞台を見回し、カインツは肩かたをすくめておどけてみせた。


「最初ここまでの通路もわからなくて照明を勝手につけてしまったんだけど、怒おこられないかなって今さら心配になってきた。ここ、今は完全封ふう鎖さ中なんだって？」


「……少し意外」


　真正面、離はなれた石壁に寄りかかる少女が身を起こす。が──身を起こした途と端たん、少女はふらりと体たい勢せいを崩くずして再ふたたび石壁に寄りかかった。


「競闘宮こんなばしよ、あなたなら毎年のように来てると思った」


「決闘舞台に来たのって実は二回目なんだ」


　いまだ見み慣なれない周囲の光景を眺ながめ、


「ボクが虹にじ色名詠士と呼よばれるようになった頃ころかな。好こう奇き心しん旺おう盛せいな方々が、当時のボクの試合を熱望してね。こちらの意い志しに関係なく対戦が組まれたことがあった。一度目はその下見に来た時だったかな」


「それなら実じつ際さいの対戦で二回目。今回が三回目でしょ？」


「ボクが腹ふく痛つうで棄き権けん、不戦敗。だからボクの競闘宮コロセウムでの戦せん績せきは〇勝一敗、負け越こしだ」


　あの日が最後。


　決闘舞台に上がることはもう決してない。そう思っていた。


「昔、君の城しろでも話した覚えがあるけどね」


「ああ、そういえばそんなこと聞いたかも。そんなに前じゃないわよね」


　彼女の言うとおりせいぜい一、二年以内のどこかだろう。


　そのわずかな年月を隔へだて、まさかこの場所で、よりによって彼女と対たい峙じすることになるなんて欠片かけらも思っていなかった。


「気になるわよね、当然」


「何がだい？」


「わたしが────」


　何かを言いかけた少女がたじろぎ、口を閉とじる。


　やがて、とぎれとぎれにこぼした言葉は。


「カインツ……わたしが自分の意志で選んでここにいるとしてよ、わたしは何を望んで、この場所であなたを待っていたと思う？」


「それがね、今もよくわからないままだった。ボクには君が、名めい詠えい式しきの決闘をしたくてたまらないタイプの人間には見えないから」


「…………」


　押おし黙だまる彼女へ、カインツはゆっくりと言葉を重ねた。


「ネシリスは命に別べつ状じようはないみたいだった。今は病院で手当てを受けてるよ」


「……どうしてわたしにそれを教えるの？」


「彼の容よう態だい、君も気になってたんじゃないかと思ってさ」


　彼女の瞳ひとみが、困こん惑わくするかのようにゆれた。


　わずかな溜ため息いきをともなって──


「決闘って嫌きらい……勝っても負けても、こんなにも心が空っぽになる」


　彼女はそれを否ひ定ていしようとはしなかった。


「なおさらわからないよ。決闘相手に対してそこまで心を痛いためながら、そこまでして君が決闘こ舞台こにいる理由」


「さっきわたしから訊きいたじゃない。どうしてだと思う？」


「状じよう況きようだけで言うなら、このミクヴァ鱗りん片ぺんとかいう触媒カタリストを求めるためかな」


　目を伏ふせるファウマを見み据すえ、カインツは思うままを告げた。


　と共に、背はい後ごの氷ひよう狼ろうに視し線せんで合図。背せに乗せた巨きよ大だいな触媒カタリストを地に降おろし、その名詠生物は光の粒つぶに包まれ消えていった。


「そうね。それは間ま違ちがってないわ。一つはシャオの仲間ゆうじんとして。でもね、もう一つあるの。わたしの個こ人じん的な、あなたに対する嫉しつ妬ととわがままで」


「……言われて困こまることを言うんだね」


　他人から嫉妬されるようなものが自分にあるかと言われれば、カインツはないと答えるつもりだ。それは学生の時から、虹にじ色名詠士になっても変わることがない。


　なぜなら虹色名詠士と言われたその後も──自分が心の底から対等な関係で、本当に近い距きよ離りで話すことができたのは『彼女』だけだったのだから。


「わたし可お笑かしいこと言った？」


　内心の苦く笑しようが表面に出てしまっていたのだろう。ファウマがふしぎそうなまなざしと共に首をかしげる。


「いや、少し物思いにふけってただけさ」


　枯かれ草色のコートの端はしを抱だき寄よせる。


　自分が虹色名詠士になる前にもらった贈おくり物、今も手元に残っているのはこれだけだ。もう十年以上になるだろう。形けい状じようも崩くずれはじめ、色もだいぶ褪あせてきた。


「……カインツ、初めてわたしと会った時のこと覚えてるかしら」


「宿で休んでいたら城しろの人に声をかけられた時のことだね」


　忘わすれもしない。


　謁えつ見けんの間の扉とびらを越こえた先、天てん幕まくごしに響ひびく彼女の声。今でこそ平然と聞いているが、初めて耳にした時はあまりの美しさに気が遠くなる思いがした。


「…………」


　長い、長い沈ちん黙もくの後。


「……あの時、わたしがどんな気持ちで虹色名詠士あなたを待っていたと思う？」


　苦い物でも含ふくんだような表ひよう情じようのファウマが、ややあって視線を地に向けた。


　決けつ闘とう舞ぶ台たいで交かわされる会話とは思えない問いだった。答えに見合うものも思いつかないまま時間だけが過すぎ──


「わたしね、自分の気持ちに決着をつけたいの」


「決着？」


「うん。そうしないとわたしの心が二つに裂さけちゃいそうなんだもん」


　うつむいていたままの少女が顔を持ちあげ、そのまま天てん井じようの先の夜空へ。


　穏おだやかな、しかしその奥おくに冷めやらぬ何かが混まじった声で。


「シャオの仲間としてあなたと戦わなくちゃいけない気持ち。それともう一つ、わたしが虹色名詠士としてのあなたにすがろうとしている小さな希望。……両方は選べないとわかっているのに、まだ片方を捨てられずにいる……でも、もう限げん界かいなの。これ以上迷まようのは耐たえられない。この葛かつ藤とうから解かい放ほうされたくて、わたしはここにいるんだと思う」


「ボクにすがるって……君がかい？」


　決闘舞台に彼女がいるのはミクヴァ鱗片を奪うばい返すためかと思っていた。むろんそれは理由の一つ。しかしその一方で、彼女が虹色名詠士ボクに対して抱いだいている希望？


　今まで彼女の城を訪おとずれた時でさえ、そんなことは一度として聞かなかった。


「ファウマどういうことだい。君は、ボクに何かを望んで決闘舞台こんなばしよに？」


「言わせないで」


　口元をきゅっと引きしめ、彼女が首を横に振ふり払はらう。


　それはまるで雑ざつ念ねんを振り払うかのように。


「わたしの本心を知れば、あなたは絶ぜつ対たいわたしと戦わなくなってしまう。わたしの気持ちが迷ったままで終息してしまう。それだけは嫌いや。わたしは……どんな終わり方だろうと、あなたと戦って、自分の気持ちに決着をつけたいの」


　胸むねにあてていた手を、ファウマがふわりと頭上へ持ちあげる。


「だけど──」


「……余よ計けいな前奏おしやべりだったわね。始めましょう」
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　時は半はん刻こくほど遡さかのぼる──





　競闘宮コロセウム四階、資し料りよう閲えつ覧らん室しつ。


　建物全体を包む微び弱じやくな揺ゆれ。それが静まったと思えば、その後には巨きよ大だいな破は裂れつ音おん。意い識しきが危あやうく飛びかけるほど巨大な音の津つ波なみに煽あおられ、部屋に展てん示じしてあった資料が次々と床ゆかに落ちていく。


　まるで地じ震しん、それも猛もう烈れつな横揺れと縦たて揺れが同時に襲おそってきたようだった。


　それが──


「……静まった？」


　壁かべに片かた手てをつき、エイダは資料閲覧室の天井を見上げた。


　壁や天井からは今も破は片へんがパラパラと落下している。が、それはあくまでさっきの揺れの余よ韻いんに過ぎない。四階全体が飛び跳はねるような揺れはもう姿すがた形かたちもない。


　けれど、さっきの破裂音は何なんだ。


　火薬の炸さく裂れつ？　半はん端ぱな規き模ぼではなかった。あれだけの音と地鳴りを生む量の火薬、そもそもなぜそんなものを用意する必要がある。


「ったく、ありゃファウマだな」


　片手に祓ジ戈ルを持ち、アルヴィルは残る手で片かた耳みみを押おさえていた。


「あーあ、しょうもねえな。やる時はやるって言えっての。おかげで鼓こ膜まく破やぶれるとこだったじゃねえか」


「ファウマ？」


「言っただろ、ネシリスと戦ってるお姫ひめさんだって」


　そう告げるアルヴィルの表情にはわずかな余よ裕ゆう。


「大方、ネシリスの真しん精せい相手に姫さんの真精が破裂したんだろうな。俺おれも一度しか見たことがねえけど、姫さんの真精の必勝パターンだ──まあつまり、決闘舞台あつちは決着ってこと」


　まさかあのネシリスが？　負けた？


「信じらんねえって表か情おだな」


「当たり前だ」


　動どう揺ようを誘さそう罠わなかもしれない。祓名民ジルシエらしからぬ策さくだが、だからこそアルヴィルなら嬉き々きとして使ってくることは考えられる。


「んでまあ、どうするよ？」


「…………」


　無言のままゆらりと重心を左足に乗せ────一ひと呼こ吸きゆうも待たず、エイダは床を蹴けった。


　凝ぎよう縮しゆくした空気が破裂したような跳ちよう躍やく音おん、アルヴィルとの距きよ離りが瞬しゆん時じに零ゼロになる。


　ギッッッィッィィィィィィィィィ…………


　祓ジ戈ルと祓ジ戈ル。金きん属ぞく製せいの鎗やりの先せん端たん同士がぶつかり、悲鳴を上げる。


「どうするか？　そんなの最初に言ったはずだ、シャオって奴やつをぶん殴なぐる！」


　シャオが狙ねらっているミクヴァ鱗りん片ぺんを奪う。


　ネシリスが勝ったのならそれでいいし、万が一本当に敗北したのなら、なおさら決けつ闘とう舞ぶ台たいに急ぐ必要がある。


「やっぱそうなるよな、ま、お前にゃそれがお似に合あいだ！」


　こちらの鎗を上に弾はじき、アルヴィルの鎗が視し界かいの端はしから斜ななめに振り下ろされた。


　後方に跳躍。が、床に着地した右足がずるりと滑った。


　────写真？


　前の震動で、壁に掲けい示じしてあった資料が床に散さん乱らん。その一枚まいが、たまたまエイダの跳躍した地点にあったのだ。


「状じよう況きよう把は握あくに問題ありってか、おい！」


　崩くずれた体たい勢せい目がけ迫せまる刃やいば。


　床を転がっての回かい避ひは可か能のう、だが背はい後ごの床に何が散乱してるかわからない。鋭するどいピンや硝子ガラスの破片が散らばる床を転がるよりは────


　回避という選せん択たく肢しを頭からぬぐい去り、エイダは自分の鎗を頭上に掲かかげた。


　ギンッ、鎗の先端と鎗の柄えが重なる鈍にぶい音。


　刃を柄で受けとめる。もし祓ジ戈ルの柄が木もく製せいであれば、そのまま柄をへし折られていただろう。祓ジ戈ルの強度を信じていなければできない芸当だ。


「へえ、その一方で捌さばきのセンスは抜ばつ群ぐんか。それだけは俺から見ても大したもんだ。野生の獣けものもビックリ、なんて身体からだのバネしてるんだかね」


　苦く笑しようがわりのアルヴィルの口笛。


「けど、ちょっとばかし大切なモンが欠けてんじゃねえの」


　柄を通じて感じる鎗の重みが増ました。じりじりと、徐じよ々じよに重さを増してこちらの柄を押してくる。


　膂りよ力りよくの差。男女の腕わん力りよくの違ちがい。エイダがそれを脳のう裏りに浮うかべた直後。


「お前、呼い吸き上がってるぜ？」


「──っ！　そんなことは────」


　にわかに、迫ってくる鎗の重みが消えた。


　押しこんでくる鎗を自ら引き、アルヴィルが音もなく後方に跳とび下がる。


「今のな、力をこめるのだって別にさっきと変わらねえぜ？」


「だから何が言いたいっ！」


　──噓うそ。


　本当はわかっていた。彼の鎗が強さを増したのではなく、自分が落ちたのだと。


　筋きん肉にくに疲ひ労ろうが蓄ちく積せきすれば、発はつ揮きできる筋力も自おのずと低下する。


　今押し負けたのはそのせいなのだ。


「まあ何ていうか、アレだ。技ぎ量りようが落ちてないのはご立りつ派ぱ。だけど体力が落ちてるのはいただけないな。いわば祓名民ジルシエとかそういう以前の問題ってこと」


　鎗の柄で自らの肩かたを叩たたくアルヴィル。


「そういやさっき、俺に勝てたら訊ききたいことがあるって言ってたな」





〝かわりに訊きたいことがある。お前がさっき言ってた『あたしが祓戈の到極者ジルシユヴエツサーになれて良かったか』っての、どういう意味だ〟


〝言っただろ、俺に勝てたら教えてやるってな〟





「……だからなんだ」


「じゃあ俺も一つ要求するぜ」


　彼が言ったのは、本当に短い一言だった。


「俺が勝ったら、お前、名詠学校を辞めろ」


「──っ、……どういう意味だ！」


「そのままの意味だ、俺が勝ったら名めい詠えい学校なんて辞めろ」


　彼の表ひよう情じようは先と変わらない。人を食ったような笑えみのままだ。


　それでいて、その声はまるで笑っていなかった。


「お前さ、名詠学校に一年近く通って、『あたしはこれを身につけました！』って誇ほこれるものが一つでもあったか？」


「……それは…………」


「名詠学校で何一つ習得しちゃいねえ。それなのに、祓名民ジルシエとして血ヘド吐はいてまで身につけたものは消えていく一方。ギラギラ目を光らせる動物みたいな勘かんも、バカがつくくらいの底なしの体力も。さっきお前が床ゆかの写真踏ふんで足滑すべらせたの見て確かく信しんした。……アレはねえよな。少なくとも、一年前のお前なら絶ぜつ対たいアレはねえわ」


　床に落ちた落下物を踏んでしまう場所には跳ばない。もしやむをえず踏んだとしても、そのせいで滑ることはない。万に一つ億に一つ滑ったとしても、そのまま器用に体たい勢せいを整えることはできていた。


　──アルヴィルはそう言っているのだ。


「それは……お前の買いかぶりだ」


「そうか？　俺以外の誰かに聞いてもいいぜ、なんならクラウスの旦だん那なでもいい」


　両手をいっぱいに広げ、まるで無む防ぼう備びな恰かつ好こうで彼は続けた。


「わかったか。結局、お前は名詠学校なんてものに通うことで、お前の一番すげえ部分を台なしにしちまってんだよ」


　それは侮ぶ蔑べつでなく、嘲あざけりでなく、動どう揺ようを誘さそう言葉の罠わなでもなく。


　心からそれを嘆なげき、悲しみ、諭さとす口調。


　けれど、だからこそ耐たえられなかった。


「そんなザマじゃお前の守りたいものなんて」





「──っっだまれぇぇぇえっっ！」





　胸むねの中に吐はき気をもよおし、それを無理やり飲み下す。


　喉のどの奥おくで感じたのは血の味だった。


「あたしが……自分が選んだことだ。お前に言われる筋すじ合あいなんかない！」


「だから言ってんだろ。それが嫌いやなら俺に勝つんだな」


　口を閉とじ、唇くちびるを嚙かみしめる。


　祓ジ戈ルだけに意い識しきを集中し、エイダは目の前の相手へと駆かけた。
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　競闘宮コロセウム、地下倉庫──


「……爆ばく発はつ？」


　眼がん前ぜんの相手を意い識しき内にとどめ、銀ぎん髪ぱつの青年──レフィスは足を伝う震しん動どうに顔をしかめた。


　床から伝わる微び弱じやくな揺ゆれ。しかし地下倉庫にいる自分たちにまで届とどく衝しよう撃げきだ。おそらく地上では、あの何倍という衝撃の波が暴あばれ回ったに違ちがいない。


「なるほど、派は手でにぶつかったらしいな」


　床から伝わる震動をむしろ楽しむかのように、赤しやく銅どう色の髪かみをした女じよ性せいが首元のマフラーを手で愛めでる。


　テシエラ・リ・ネフィケルラ、黄の大特異点となる名めい詠えい士し。


「今の爆発音、ああ、お嬢じようさんとネシリスは決着か」


「……今の爆発がどうして決着に結びつく？」


「お姉さんは物知りだからさ。坊ぼうやも赤色名詠でちょっとした爆発は見たことがあっても、これだけの規模のものは初めてか？」


　口元で笑い声を押し殺し、テシエラが愉たのしげに腕うでを組む。


「さてアルヴィルはエイダという娘むすめと久ひさ方かたの再さい会かいを楽しんでる頃ころだろうし……乱らん入にゆうして冷やかすか、それとも後でからかうか。しかし問題はシャオだな。『セラの庭園』から戻もどってきたかわからん。……やれやれ、私だけでも決けつ闘とう舞ぶ台たいに向かうべきか」


　決闘舞台。ミクヴェクスを名詠するためのミクヴァ鱗りん片ぺんが安置してある場所だ。


　もともとレフィスもネイトたちとそこに向かうのが目的である。それをこのテシエラに妨ぼう害がいされ、この地下倉庫で戦うはめになったのだ。


「お前が決闘舞台に向かう？　俺をわざわざこんな場所まで連れこんでおいてか」


「そうそう。悪いが、坊やを連れて行く気はないぞ？　決闘舞台にまで来られて騒さわがれては面めん倒どうだからな」


「……お前こそ、状じよう況きようを考えて物を言え」


　自分の背はい後ごには灰はい色名詠の真しん精せい──十二銀ぎん盤ばんの王おう盾じゆん者しや。


　対して、この女は一体の名詠生物も連れていない。触媒カタリストも、残っているのは首元に巻まいた黄こう砂さ色のマフラーだけだ。


　それに今さら名詠生物を詠よんだところで何になる。いくら黄の大特異点とて、真精でなければ灰色名詠の真精には及およぶまい。かといって真精を名詠するための長大な〈讃来歌オラトリオ〉を見み逃のがすつもりはない。


「ん？　ああ、このマフラーを警けい戒かいしてるのか。まあ確たしかに黄砂色だし、黄色名詠の触媒カタリストにはなるな。……あいにくこれは昔からの愛用品でな、とっくの昔に触媒カタリストに使った代しろ物ものさ。後罪クライムでガチガチに縛しばられて、もはやろくな名詠などできやしない」


　首元のマフラーを撫なでる仕草に変わりはない。


「せっかくだが、俺はそれを信じられるほどお人ひと好よしじゃない」


「それなら実じつ際さいに名詠してみせようか？」


　首元のマフラーから零こぼれる金色の輝かがやき。小さな光の粒つぶが光の糸を、その糸が織おりなして絡からみあい、煌きらめく光の環わを形成する。


「ちっ！」


　名詠門チヤネルが開く予兆を前に、レフィスは反はん射しや的に後ずさった。


　──『Surisuz黄の歌』──


　ジッ……ジジ…………ジッジジッ……


　光の扉とびらから、小さな雷らい光こうが無数にほとばしる。


　紛まぎれもなく稲いな妻ずまそのもの。が、その雷光はいつまで経たっても消しよう滅めつせず、名詠門チヤネルが消えても宙ちゆうを浮ふ遊ゆうしたままだ。


「……擬ぎ光こう虫ちゆう？」


「詳くわしいな、さすがヨシュアに師し事じしただけのことはある。黄色名詠のこんな下したっ端ぱ名詠生物まで見み抜ぬくか」


　不ふ敵てきな笑えみを浮うかべる黄の大特異点テシエラ。ふと、その肩かたに雷光が着地した。だが当の彼女に感電した素そ振ぶりはない。それどころか指先で雷光を突ついてみせる。


　そう、それは雷光に擬ぎ態たいした羽虫の群むれだった。


　擬ぎ光こう虫ちゆうと呼よばれる名詠生物。発光器官を背中一帯に有し、羽を震わせて電気に似にた音を発生させる。


　ただそれだけの擬態生物だ。触ふれても雷かみなりのように感電することもなく、たとえば音おん響きよう鳥ちようのように音を伝でん播ぱする機き能のうもない。名詠難なん易い度ども低く、下から二番目。第四音階名詠に位置する。


「ペン先か、あるいは指先でも、尖とがったものを向けるとそこに飛び乗る習しゆう性せいがあるらしい。可愛かわいいだろ？」


「それで時間稼かせぎのつもりなら、俺おれはさっさと決闘舞台に行くまでだ」


　この女をここで止めろ──背後の真精にそう指し示じするより早く。


「悲しいな、これでも私の切り札なのに」


　……切り札？


　動どう揺ようを誘さそうものだとわかっていてなお、身体からだが反射的に硬こう直ちよくした。


　周囲を飛びかい、雷光と雷鳴に似にた光と音を撒まき散らすだけの名めい詠えい生物。間ま違ちがってもこの擬ぎ光こう虫ちゆうが本物の雷を撃うちだしたという話はない。まったく無害の生物のはず。


「そうか、ヨシュアも私のことはお前に言っていないんだったな。巡めぐり会いに身を委ゆだねる。変わらないなあの老人は」


「……お前、いったいヨシュアの何なんだ」


　自分の師と目の前の女は、自分の知らない縁えんがある。灰色名詠について浅からぬ知ち識しきを有していることからもそれは想そう像ぞうつくが。


「あいにくと、お姉さんは物知りだがタダで教えるほど優やさしくないのさ」


　つっ──と彼女が両の人差し指を突つきだした。


　そのまま彼女の指先が虚こ空くうを滑る。上下左右、指し揮き者しやが振るう指タ揮ク棒トのように。その指先を擬ぎ光こう虫ちゆうが追い、光の軌き跡せきを残す。


　それはさながら金色に輝く指揮棒。


　……なんだ？


　思わずその光景を見つめ──


「擬ぎ光こう虫ちゆうそのものに意味はない。大事なのはこの黄こ金がね色の輝きと、擬ぎ光こう虫ちゆうが奏かなでる稲妻の響ひびきだ」


　──ジッッッィィッッッ──


「羽音が？」


　擬ぎ光こう虫ちゆうの羽音が、徐じよ々じよに大きくなっていた。


　それと共に、テシエラの指先もまた動きを変える。不ふ規き則そくな動きから、まるで巨きよ大だいな円を描えがくように。それに誘われ、擬ぎ光こう虫ちゆうが描く軌跡もまた美しい環わを模かたどっていく。


　……まさか。


「そう、今から現あらわれる名詠生物は真精。その〈讃来歌オラトリオ〉は無む韻いん──稲妻や電流の音色に導みちびかれ、そこから詠びだされる真精もまた雷鳴の化け身しんとなる」


　名詠門チヤネル。まだ開ききらぬ扉とびらを無理やりこじ開けるように、その奥おくで何かが蠢うごめいた。


　いななくように聞こえるのは獰どう猛もうな羽ばたき音。


「黄の大特異点、その象しよう徴ちようをご覧らんあれ──とでも言ってみようか」


　輝かがやく名詠門チヤネルのその先に、なお強く輝く『何か』がそこにいた。





　　　　３





「そういえば気になっていたことがあるんだ。ネイト、あなた自身のことで」


　ネイトの無言を肯こう定ていと解かいし、シャオは両手を差しだす仕草と共に。


「虹にじ色を知る、枯かれ草色の詠うた使つかい


　空白名詠に望まれた、夜色の詠使い


　夜明けを願う、黄昏たそがれ色の詠使い


　空白より目覚める、真なる緋ひ色の詠使い


　この四人。順に、誰だれのことかわかるかな」


　黎れい色しよくのローブから両手を出し、まるで子を迎むかえ入れる親のようだった。


「……四人？」


　胸むねの内で、ネイトはシャオの言葉を復ふく唱しようした。


　虹色を知る、枯れ草色の詠使い。これはカインツ。


　空白名詠に望まれた、夜色の詠使い。目の前のシャオに他ほかなるまい。


　夜明けを願う、黄昏色の詠使い。紛まぎれもなく自分の母イブマリーだ。


　空白より生まれし、真なる緋色の詠使い──これは……


「そう、クルーエル・ソフィネット。彼女を含ふくめ、この四人は全すべて自らの『色』を持っている。単たん純じゆんな名詠色という意味でなく、自らの旋せん律りつを知り、自らの音色を名詠する。だからこそ、その四人には四人だけの真言がある」


「……だから何なのさ」


「ねえネイト、あなたはいったい何色の詠使いになりたいの？」


　稚ち児ごにもわかる大きな仕草でシャオは首をかしげ、


「器うつわと呼んでもさしつかえない。──夜色？　それは単なる名詠色であって、あなたの器ではない。夜色はシじャぶオんの器だもの。同様に、夜の始まりである黄昏色もイブマリーの器に他ほかならず、あなたの器はそれではない」


　曖あい昧まいかつ抽ちゆう象しよう的。


　そのはずなのに、その言葉は鋭えい利りな牙きばさながらに飛んできた。


「夜色の真しん精せいアマデウス。その〈讃来歌オラトリオ〉をイブマリーから受け継ついで名詠できたことは誇ほこるべきこと。でもあなたはまだ、自分一人で第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアを詠いあげたことはない。あなたの隣となりには常つねにクルーエルがいた」


　事実としてはその通りだ。


　彼女がいたから、彼女が支ささえてくれたからここまでこれた。


　それは決して悪いことじゃないはずだ。


「良い悪いではなく、むしろ幸か不幸かと問うべきだろうね。──では、クルーエルがいなくなった時、あなたは一人で何ができる？」


「……クルーエルさんが消えるって言いたいの」


　ミクヴェクスが名詠され、残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトとしての役やく割わりを終えて、記き憶おくも感かん情じようも失って消しよう滅めつすると。


「彼女の足音が聞こえない？　彼女は自らの道行きを決めたんだよ……けど、まずいな。ミクヴェクスの目覚めが不完全なうちに彼女が接せつ触しよくすると、最悪────」


「……何を言ってるのかわからない」


「予定変へん更こうということだよ。どうやら今すぐにでも、ミクヴァ鱗りん片ぺんを回かい収しゆうしないとまずいみたいだからね」


　焦あせりではない。だがシャオの表情は不安と呼よぶに似にたものを感じさせた。


　つまり、今ここでそれを妨ぼう害がいすることができれば？


「──いかせない」


　右手を水平に掲かかげ、動きだそうとする黒くろ法ほう師しを牽けん制せいする。


「ファウマとカインツの戦いに邪じや魔まは入れさせないと？」


「カインツさんは約束してくれた。ミクヴァ鱗片を守ってくれるって」


　だから、僕ぼくがここでシャオを止める。


　それで彼女を守ることができるなら何にかえても。


「そう……世界を覆おおう雛ひなの鳴き声が、あなたにはまだ聞こえていないんだね」


　ザザァッ──無風のはずの通路に風が過よぎる。


　否いや。それは風でなく、匂においも形もない無む色しよく透とう明めいの流動体。まだ記憶に新しい──『セラの庭園』に満ちていた波動そのものだった。


「『セラの庭園』に満ちる波──かつて二体の意い志し法ほう則そく体たいが衝しよう突とつした力の余よ波はであり、今は名詠式を維い持じする力。これが空白名詠の触媒カタリスト」


　流れる波動を受け、シャオのまとう黎色のローブがふわりとそよぐ。


「ネイト、あなたはもう触媒カタリストがないのでしょ？　夜色名詠が使えないからこそ、決けつ闘とう舞ぶ台たいに行かず残っていたようにも見える」


　言い返さない。まぎれもない事実だったから。


　空白者に奪われた触媒カタリストは、『セラの庭園』を脱出する際にそのまま置いてきてしまった。


「……そうだね。でも」


　シャオの背はい後ごに生まれる輝かがやき。そこから現あらわれる空白の名めい詠えい生物をじっと凝ぎよう視しする。


　空白者──直ちよく接せつの攻こう撃げき手しゆ段だんも自じ衛えい手段も持たないかわり、自らが消滅する際さい、巨きよ大だいな名詠門チヤネルを開いて周囲の名詠生物を巻きこむ特とく性せいを持つ。


「考えたんだ。今ここに空こ白い者つがいるのって、実はものすごい──」


　拳こぶしを握にぎりしめ、眼がん前ぜんに迫せまる空白者を睨にらみつけた。逃にげるという選せん択たくを捨すて、その場でぐっと踏ふみとどまる。


　対し、シャオはそれを訝いぶかしむように目を細め。


「ものすごい……何が言いたいの……？」


「機会チヤンスなんじゃないかって！」


　言い終えるより早く、ネイトは空白者に向かって駆かけた。


　なにしろ相手の身体からだは不ふ可か視しに近い。匂いもなければ影かげもないのだ。距きよ離り感が正せい確かくに摑つかめない。だから、ひたすら勘かんに任まかせて走る。目の前の空間、特に歪ゆがみの大きい部分目がけて拳を振ふり上げる。


　みしっ──目の前の空間が揺ゆらいだと感じた瞬しゆん間かん、肩かたと背せ中なかに猛もう烈れつな重みが襲おそいかかった。空白者が覆おおい被かぶさるようにのし掛かかってきたのだ。


　自分の何倍もあろうかという重量。背中、肩、膝ひざが一いつ斉せいに悲鳴を上げる。


「良い子だね、そのまま彼ネイトを押おさえておいて」


　自らの名詠生物にそう告げ、その横を通りすぎる黒法師。


「……どこ……行くつ、もり？」


　視線は空白者に向けたまま、嚙かみしめた口からネイトはかろうじて声にした。


「決闘舞台。ネイト、ここで待っててもらうよ」


「だ……め、行かせ……ない」


「その状じよう態たいで？」


　シャオはもはや振り向くことさえない。だから、ネイトはその背中に向けて、





「──この状態だからこそ機会チヤンスなんだ」





「────？」


　振り向く名詠士に、今まで堅かたく閉とじていた拳を開いてみせる。


　その手の平に転がるのは小さな黒色の破は片へん。


『セラの庭園』から脱だつ出しゆつする時に用いた触媒カタリストは、黒くろ騎き士しから預あずかった黒くろ鎗やり。これはその鎗の刃は先さきの一部だ。一度名詠に使用してしまった以上、これを触媒カタリストにして強力な名詠を行うことはできまい。


　しかし名詠対象を送り返す反唱ならば話は別だ。


　反唱は相手の身体に直接触ふれることが前ぜん提てい。もしこれが、たとえば全身高熱の炎鱗の蜥蜴サラマンデスや鋭するどい爪つめを持った赤獅子マンテイコアならば反唱は困こん難なんを極きわめるだろう。


　だが目の前にいるのは、こうして相手にのし掛かるしかない空白者。ならばただ相手に拳をあてるだけ。いくら空白者が不可視の存そん在ざいだろうと、今こうして相手からのし掛かってきているのだから位置の特定も何もない。


　ただ頑かたくなに、目の前の相手だけを見み据すえ────


「………………っ！」


　押し潰つぶす勢いきおいで迫る名詠生物へ、ネイトは自分の拳を突き立てた。


　──『Nussis還れ』──


　ピシッッ


　硝子ガラスに罅ひびの入るような音。次にそれが砕くだける甲かん高だかい音が通路に響ひびく。光の粒りゆう子しが渦うずを巻まいて一点に収しゆう束そく。名詠生物が消えていく前兆だ。


　……だけど、まだだ！


　空白者の特性は、それが消える際に名詠門チヤネルを開くこと。


　幾いく本ほんもの光の軌き跡せきが螺ら旋せんを描えがく。空白名詠の名詠門チヤネル。それが開いている瞬間は、この世界と『セラの庭園』が繫つながっているということになる。つまり──


　まぶたを閉じ、ネイトは右手をそのまま名詠門チヤネルに押しこんだ。


　……どこだ、どこにある？


　名詠門チヤネルが開いてる時間は瞬まばたきにも等しい刹せつ那な。門に手を入れるとほぼ同時、ネイトはその手を再ふたたび引いた。時間にして一秒を切る動作。


「ネイト、何を？」


「────これがほしかったんだ」


　反唱の反動で赤く腫はれた右手を掲かかげる。


　その手を開くと同時、夜色の何かがいくつも床ゆか目がけて落下した。


　黒の塗と料りよう、黒くろ真しん珠じゆの欠片かけら、黒曜石。『セラの庭園』でシャオに奪うばわれ、そしてそのまま置き去りにしてあった夜色名詠用の触媒カタリストたち。


「なるほど、空白者の特とく性せいを逆ぎやくに利用されたか。『セラの庭園』に残してきた触媒カタリストを、空白者の名詠門チヤネルを経けい由ゆして取り戻もどされるとは思わなかった」


　床に落ちた触媒カタリストをしばし見つめるシャオの双そう眸ぼうがゆれる。その濡ぬれた瞳ひとみに映うつった色は、憧しよう憬けいと悲しみが入り混まじった感かん情じようだった。


「本当に、人の出会いはふしぎだね。もしあなたがクルーエルと出会わず、かわりに自分と出会っていたなら…………こうして対たい峙じするんじゃなくて、もっともっと素す敵てきな関係でいられたかもしれない。今この時ほどそれを強く感じた瞬しゆん間かんはないよ」


　目を伏ふせる名めい詠えい士し。


　その唇くちびるからこぼれた嘆たん息そくは、今までで最も大きく長いものだった。


「けれど仕方ない。それが他ほかならぬあなたの決めたことならば、自分もそれを受け入れよう。ミクヴァ鱗りん片ぺんの回かい収しゆうは、ファウマに負ふ担たんをかけてしまうけれど」


「カインツさんは──」


「ミクヴァ鱗片を渡わたさないって約束した？　けれど、こうも言っていなかったかな。ネシリスが勝てない相手に自分が勝てるわけがないって」


　それはまさに、他ならぬカインツが認みとめていたこと。


　けれど──


　言いかけたものを呑のみこみ、ネイトはあえて言葉を心中に押しとどめた。


「さて、そろそろ始まってる頃ころかな」


　決けつ闘とう舞ぶ台たいではないどこかを眺ながめ、シャオはにわかに口をつぐんだ。





　　　　４





　赤色名詠。


　色としての象しよう徴ちようは炎ほのおと血であるとされている。


　一いつ般ぱんに使われる触媒カタリストは塗料、決闘では炎であることが多い。名詠色の特徴としては攻こう撃げき的な名詠生物が多いということだ。高熱を宿した名詠生物が多く存在し、決闘では最も有利な色とされる。


　定石とされる対たい抗こう策さくは二つ。


　一つ、自分もまた赤色名詠で対抗する方法。


　そしてもう一つが、対抗色の青色名詠をぶつける方法だ。


　カインツが選んだ選せん択たく肢しは後者。手元にそのための触媒カタリストも忍しのばせていた。


　そう、そこまで盤ばん石じやくの警けい戒かいをもってなお──ファウマの名詠がいつ発動したのか、その瞬間が見切れなかった。





「カインツ、ぼうっとしてると大おお火傷やけどよ？」





　鮮せん血けつを思わせる、作り物めいたほどに赤い炎の壁かべ。


　瞬まばたきはしていなかった。


　なのに、気づいた時には既すでに炎の壁が迫せまっていた。


「っ！」


　握にぎる青のブローチが光を放つ。


　……間に合え！


　懇こん願がんにも近い心の叫さけびと共に、そのアクセサリを地面に投げつけた。群ぐん青じよう色の輝かがやきが名詠門チヤネルを彩いろどり、泉いずみのごとく水が噴ふきだす。水のカーテンが、鼻先に触ふれるほど迫った炎の壁を遮しや断だんした。ジュッという音を立て、赤の壁と青の壁が対つい消しよう滅めつして水すい蒸じよう気きへ。


　安あん堵どの息をつく、その前に。


　巨きよ大だいな腕うでを振ふり上げる赤岩像マグマゴーレムの姿すがたが視し界かいに飛びこんできた。


　──さっきの炎の壁の背はい後ごに隠かくれていたのか！


　名詠式？　一瞬脳のう裏りを過よぎった思考は即そく座ざに捨すてた。それでは間に合わない。


　コートをひるがえすように後方へ跳ちよう躍やく。溶よう岩がん色の巨きよ腕わんが地面を穿うがち、今まで立っていた場所に亀き裂れつが走る。


　──『Keinez赤の歌』──


　コートに忍ばせた触媒カタリストから人工ルビーを取りだし、カインツは赤岩像マグマゴーレム目がけ投げつけた。カツッ。岩いわ肌はだの巨人にルビーが触れたと同時、そこから洩もれる光が名詠生物を照らしだす。


　人の二倍近い巨体を持つ赤岩像マグマゴーレム。名詠光の輝きから現あらわれたものは、それと全く同じ造ぞう形けいをした赤岩像マグマゴーレムだ。地じ響ひびきを立て、二体の巨人が殴なぐり合う。互たがいに相手を組み伏ふせようと組み合ったまま動きを止め──その力を使い果たし、消滅するのも同時だった。


「かろうじて対たい処しよしたみたいだけど」


　決闘舞台、壁かべ際ぎわによりかかったままの少女が顔を持ちあげる。


「今のね、まったく同じことネシリスにも試ためしてみたの」


「どうだった？」


「あっさり。立ってる場所から一歩も動かないで潰つぶされたわ。それと比くらべると、カインツはちょっと鈍どんくさいかも」


「……あいにく反はん論ろんの余よ地ちなしだね」


　少女の仕草一つ一つを凝ぎよう視ししたままうなずく。


　ファウマの名詠式は、自らの血を触媒カタリストにした超ちよう高こう速そくの赤色名詠。目でその起動を捉とらえるのは不ふ可か能のうに近い──〈イ短調〉のシャンテからそう知らされ、それなりに覚かく悟ごしておいてこれだ。前情報なしならば今ので勝敗が決まっていたかもわからない。


「まあ、あなたは別に強いから有名になったわけじゃないだろうし。競闘宮コロセウムに入りびたって決闘に慣なれてるってわけでもないからしょうがないか」


「それも反論できないな」


「……ねえ、悔くやしくないの」


「何が？」


　少女が寄よりかかっていた壁から身を起こす。一糸まとわぬ細身の、いまだ血がふきだし続ける傷だらけの身体からだを見せつけるように。


「こんな、わたしみたいな年下の女に言われっぱなし。なのに言い返すことも言い訳わけもしようとしない。あなたは世界で最高の虹にじ色名詠士なんでしょ……悔しくないの？」


「難むずかしいことを訊きくんだね」


　表ひよう情じように出さぬまでも、声だけで苦く笑しようする。


「そうだな……虹色名詠士って呼よび名に、今はあまり固こ執しつしてないからかな」


「じゃあどんな呼び名がいいの？」


「枯かれ草色の──」


　羽は織おるコートのポケットに両手を入れた恰かつ好こうで、カインツは小さく笑った。


　まるで、とっておきの謎なぞかけでも出そうとする子こ供どものように。


「枯れ草色の詠うた使つかい。これなんか素す敵てきだね」


「……偶ぐう然ぜんね、シャオも似にたようなことを言ってたわ。あなたは『虹色を知る、枯れ草色の詠使い』だって」


　枯れ枝えだのように細い指先を少女が向ける。カインツでなく、カインツの羽織るコートに向けて。


「そのコート、ずいぶん大事そうにしてるわね。虹色名めい詠えい士しなら服の一枚まいや二枚、いくらでも好きな物を買えるんじゃないの」


「あいにく、同じ物が売ってても意味が違ちがうんだ」


「……イブマリーという女？」


　少女の口からこぼれた言葉には、今までにない棘とげが含ふくまれていた。


「シャオが言ってたの。この世界には、名詠式を創そう造ぞうした調ちよう律りつ者しやすら予想していなかった名詠士が三人現あらわれたんだって。一人はシャオで、一人はあなた、三人目がイブマリーっていう女だって……それで、あなたとイブマリーは知り合いだって教えてもらった」


　否ひ定ていするには短く、肯こう定ていするには長すぎる余よ韻いん。


　そんな沈ちん黙もくの時間を挟はさみ、再ふたたび少女が口を開いた。





「カインツ、次のは少しだけ強いわよ」





　ぽたっ


　まだら模も様ようの血の斑はん点てんから、一滴てきの触媒カタリストが伝って地に落ちる。地に付着した赤の飛沫しぶきが何本もの光の線を生み、絡からまりあって真しん紅くの名詠門チヤネルを形成していく。


「────」


　無言で、じっと地面を見み据すえたままファウマが名詠門チヤネルに右手をかざす。その瞬しゆん間かん、一メートル足らずだった名詠門チヤネルが一気に十倍近く拡かく張ちようした。





　……Calra-l-Qhaonisカルラ・ル・カオニス・ Lecieレーシエ【カルラ　血沸わきたつ者】





　地表の名詠門チヤネルをこじあけるように、まず巨きよ大だいな腕うでが光の環わを突つき破やぶって現れた。


　獅し子しのそれを思わせるほど逞たくましく発達した真紅の腕。それだけで十メートルはあろう巨大な両腕が現れ、次に出しゆつ現げんしたのは二対の紅こう翼よく。血に染そまっているかのように表面はぬらりと光こう沢たくを放ち、そして燃もえ立つように蒸じよう気きを放っている。


　腕が現れ、翼つばさが現れ──名詠門チヤネルから現れつつあるそれは真紅の竜りゆうだった。


「さっきの話だけど」


　地から這はい上がる竜などそしらぬ風に、ファウマが淡たん々たんと続ける。


「イブマリーって女はあなたの知り合い？」


「同級生だよ」


「でも死んじゃったんでしょ？」


「そうだね、もうこの世界にはいない」


「……そう」


　表情こそ変わらぬまま、その声はわずかにくぐもっていた。


「あのね……きっと、その女は幸せだと思う。そうしてずっと想おもってもらってるんだもん。……変な意味じゃなくて、純じゆん粋すいに羨うらやましいな、そういうの」


　両腕をだらりと下げ、少女は、


「けれど、だからこそ確たしかめたいの」


　決けつ闘とう舞ぶ台たいに上がる者のそれでなく、フェルンの城しろで謁えつ見けん者しやを迎むかえ入れる王女の表情になっていた。


「あなたの虹色名詠が、本当にわたしの待ち望んでいたとおりの虹色なのかどうか。わたしはそれを確かめたい」




三奏　『分ぶん岐き、そして集つどい』
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　エンジュ夜間病院──


　エンジュの中央部にほど近いブロックに設せつ置ちされた病びよう棟とうだ。エンジュの医者が一年を通して交こう代たい制せいで配置される公的な施し設せつである。


「……ひとまずは安心というところか」


　冷たい壁かべに背せを預あずけ、亜あ麻ま色の髪かみを短く切りそろえた男が天てん井じようを見上げた。


　真冬の時季、さらにこの深夜。凍いてつく寒さにもかかわらず上半身は薄うす布ぬののシャツ一枚まいという偉い丈じよう夫ふだ。


　そのシャツを内側を押おし上げる筋きん肉にくが遠目からもわかる。脂し肪ぼうはおろか余よ計けいな筋肉すらも削そぎ落とした肉体。筋きん骨こつ逞たくましい大男──でありながら、その身のこなしは鈍どん重じゆうどころかむしろ鋭えい利りな刃は物ものを思わせる。


　クラウス＝ユン・ジルシュヴェッサー。名めい詠えい式しきの技ぎ法ほう『反唱』に特化した者たち、祓名民ジルシエ。その何百という数の祓名民ジルシエの長おさを担になう男だ。


「お待たせ」


　背せ中なかにかかった声に、クラウスは天井に向けていた視し線せんを通路へと戻もどした。


　ほっそりとした細身の女じよ性せい。まだ二十代中なか頃ごろだろう。


　鮮あざやかな碧あお色の髪に、女め豹ひようを思わせる金色に輝かがやく瞳ひとみが印象的な女性だ。活発的な顔だちと対照的に、患かん者じやが着る白衣を肩かたに羽は織おった姿すがたはひどく弱々しい。もっとも彼女は患者でなく、羽織る白衣は単に防ぼう寒かん用として病院の物を借りただけだ。なにせ彼女は、この病院に来るまで下着姿も同然という恰かつ好こうだったのだから。


「シャンテ、お前も休んでいろ」


　が、シャンテと呼よばれた女性は言葉もなく、クラウスの隣となりにある長なが椅い子すに無言で腰こしかけただけだった。


「あまりそんな気分じゃないの」


「その薄うす着ぎでは風か邪ぜをひく」


「あら、それはシャツ一枚のあなたには言われたくないわね」


　シャンテの微び苦く笑しよう。その口元からこぼれた吐と息いきが虚こ空くうに混まじり、小さく白い蒸じよう気きに変わる。


「ネシリスの容よう態だいは？」


「ひとまず手当ては終わったわ。……ひどい火傷やけどだったけど命に別べつ状じようはないし、意い識しきも明日のうちには戻るだろうって言われた」


　そう答えるシャンテの表ひよう情じようも多少は落ちついただろうか。それだけ横目で確かく認にんし、クラウスは寄よりかかっていた壁から身を起こした。


「行くの？」


「カインツだけに任まかせるわけにもいくまい」


　競闘宮コロセウム。一人で先行しているはずの虹にじ色名詠士の顔を思いうかべる。


「話を整理するが、競闘宮コロセウムの決けつ闘とう舞ぶ台たいに設置してあった触媒カタリストが一連の騒さわぎの原げん因いん。それを狙ねらって競闘宮コロセウムに忍しのびこんだ連中がいて、カインツはその連中の一人と交戦中。さらに競闘宮コロセウムには名詠士見習いの学生も一いつ緒しよにいる」


　首を鳴らし、腕うでを組む。


　どうも競闘宮コロセウムにいたのはシャンテとネシリスだけではないらしい。学生、それも自分の娘むすめエイダ、その学友のネイトという少年。そして灰はい色名詠を使うレフィスという少年も同行していたというのだ。


「ええ……本当はその子たちも一緒に退たい避ひさせたかったんだけど。……ネイト君は三さん叉さ路ろにいなかったし、灰色名詠の子もどこに連れ去られたかわからなくて」


「さておき、その学生たちの無事の確認が先決だな」


「お願いね」


　背を向けて歩きだす。そのタイミングでシャンテに再ふたたび呼び止められた。


「でも気をつけて。競闘宮コロセウムにいる連中、たぶん三人か四人だと思うけど……一人一人が一ひと癖くせある相手だと思った方がいいわ」


　競闘宮コロセウムの覇は者しやであるネシリスが敗やぶれるほどの赤色名詠の詠うたい手。そして尋じん常じようでない規き模ぼの砂すな嵐あらしを操あやつる黄色名詠の詠い手がいることも確認済ずみ。さらに──


「もう一つ確認するが、その中にアルヴィルという祓名民ジルシエもいたんだな」


「祓名民ジルシエかどうかはわからないけど、確たしかに連中の一人がアルヴィルって名前を出したわ」





〝調ちよう律りつ者しやの争いの話をシャオがしてくれた時に思ったの。わたしはそんな難むずかしい理り屈くつ要いらないなって。アルヴィルと同じよ、わたしはシャオの手伝いがしたいだけ〟





　先の名詠士二人、そしてアルヴィルという男。


　それらを統とう率そつするのがシャオという人物。


「事情はおおよそ摑つかんだ。お前はネシリスのそばにいてやれ」


「……ええ」


　うなずくかわりに彼女がそっと目を閉とじる。その姿に背を向け、病院の出口へとつま先を向けた。





　尖せん塔とうを中心としたエンジュの街まち並なみ。


　天へと届とどくような建物の隙すき間まを縫ぬって走る真冬の風。甲かん高だかい音を立てて過ぎる突とつ風ぷうだが、大陸中央なのでまだ気温は安定している方だろう。


「そういえばエンジュに来るのは久ひさしいな」


　病院の入口で預あずけた祓ジ戈ルを左手に提さげ、クラウスはわずかに視線を持ちあげた。


　冷たい夜空。


　周りの人間、たとえば虹色名詠士などはコートを着なければ風邪をひきますと言っていたが、火ほ照てった自分の身体からだにはむしろ丁ちよう度どいいくらいだ。


「……アルヴィル」


　長身瘦そう軀く、黒ベストを羽織った祓名民ジルシエの名だった。


　祓名民ジルシエのかつての長老ルーファに見み込こまれ、直々に師し事じした男。奔ほん放ぽうな性せい格かくゆえか、ルーファ老の鎗やりとはまた違ちがう自分の型を早々に描えがいていた節がある。


　腕は確か。そして何より、自分の娘が誰だれより懐なついていた男だった。だからこそクラウスはアルヴィルを自分の部屋に招まねき、とある話を持ちかけたことがあった。





〝いや、旦だん那な、そいつぁ……ちょっと俺おれにはでかすぎる話じゃないすか？　なによりアイツが、まだそういうこと考えるトシじゃねえ〟


〝勇み足とは自覚しているよ。だが考えておいてほしい。返事もしばらくは保ほ留りゆうでいい〟





　思えば、あの時の答えを聞く前にアルヴィルは姿すがたを消した。


　なぜ自分に、そして娘エイダにも告げず行方ゆくえをくらましたのか。いずれにせよ、アルヴィルの行動が娘にも強く影えい響きようしていることは確かだった。


　娘は、まだアルヴィルに拘こだわっている。


　そしてその男が競闘宮コロセウムにいる。場合によっては自分の敵てきとして。


「……わからないことだらけだな、この歳としで」


　街灯が照らす通路をひたすらに直進──ふと、細い路地と合流する大通りでクラウスは足を止めた。


　足音が二人分、近づいてくるような。





「ね、ねえミオってば！　こんな狭せまい道よりおっきな道の方が」


「ダイジョーブ！　こっちの方が絶ぜつ対たい近道だから！　あたしを信用しなさい！」


「でもこんな暗い道なのに……ミオ怖こわくないの？」


「えへへ、あたしミステリー研究会所しよ属ぞくだもん」


「……トレミア・アカデミーって変わった活動があるのね」





　暗がりの中、まず映うつったのは金きん髪ぱつ童顔の小こ柄がらな少女だった。


　その後ろを恐おそる恐おそるついていくのは葡萄酒色ワインカラーの髪かみをした快かい活かつそうな少女だ。こちらは身長も平へい均きんよりやや上といったところか。どちらもコートを着た真冬の恰かつ好こうではあるのだが、クラウスが気に留とめたのは、コートの隙すき間まから見える制せい服ふくだ。


「……あの白制服？」


　暗がりの中、少女たちの服ふく装そうをじっと凝ぎよう視しした。


　金髪の少女が着ている白制服のデザイン。なかばコートに隠かくれてはいるが、襟えりもとに名めい詠えい専せん攻こう色しよくを示しめす緑の線が確かに見える。あれは娘エイダが通うトレミア・アカデミーのデザインだ。あの学園の生徒がどうして、しかもこんな夜中に歩いているのか。


「お、おい、そこの──二人の──」


　どう声をかけていいかもわからず、クラウスはとにかく声を張はり上げた。


　同時、ぴたりと少女たちの動きが止まる。どうもこちらの存そん在ざいには気づいていなかったらしい。


　二人が振ふり返り、そして同時に。





『で、でで……でっ、出たァァァァァァァッッ!?』





「……でた？」


『しゃっっ、しゃべったぁぁぁっ!?』


「ちょ、ちょっと君たち？　そんな──」


　大声で悲鳴を上げ、ずざざざと音を立てて二人が建物の壁かべ際ぎわまで跳とび下がる。


「あ、あわわっ……へ、ヘレンちゃんどうしよう！　あたし、今までこんな怖こわい岩巨人ゴーレムモドキ見たことないよ！」


「ミ、ミオのばか！　やっぱりわたしが言ったとおりじゃない、こんな暗い道危あぶないって！　見なさいこのデカブツのむっつり顔、赤獅子マンテイコアだって絞しめ落とせそうな大だい胸きよう筋きん！　間ま違ちがいない、こいつ悪人よ！　わたしたちを捕つかまえてイロイロする気なんだ！」


「い、イロイロっ!?……どどど、どういう意味なのヘレンちゃん！」


「……あの、君たち、夜中に大声は周りの迷めい惑わく──」


「静かにしろですって!?　やっぱりそうね、声を出して助けを求められたら困こまるってことでしょ。そんな脅おどしには乗らないんだから！　目的はなに、お金？　それとも──」


「……あー、その、なんだ…………」


　関かかわらない方が良さそうだ。


　無言で立ち去ろうとする矢先、金髪の少女が叫さけんだ一言で状じよう況きようが変わった。


「へ、ヘレンちゃん、どうしよう！　このままじゃあたしたち、競闘宮コロセウムに着く前に一いつ巻かんの終わりだよ！」


「だめよミオ、諦あきらめちゃだめ。とにかく今は──」


　……競闘宮コロセウム？


　そういえばシャンテとネシリスに同行していたのは学生二人と聞いていた。そしてこの女子生徒たちも競闘宮コロセウムへ向かおうとしている。それはつまり。


「……君たち、ネイトとレフィスという学生の知り合いか？」


『え？』


　その名に、騒さわぎ立てていた少女二人が静まった。


　──アタリか。


「あれ……なんでネイト君のことを」


　おどおどした表ひよう情じようながらも金髪の少女が顔を持ちあげる。


「あいにくと時間がない。歩きながらの説明になるのは許ゆるしてくれ」


　少女たちを視線でうながし、クラウスは競闘宮コロセウムへとつま先を向けた。


「それに私も聞きたいことがある。どうやら君たちも、私の知らない情じよう報ほうを持っているらしいからな」





　　　　２





『……ごめんなさい。まさかエイダのパパさんだなんてつゆ知らず』


「よく言われる。その件けんは気にしないでくれ」


『岩巨人ゴーレムモドキだの悪人だの、見た目で判はん断だんしちゃって本当に本当にごめんなさい』


「……反省は良いとして、別に繰くり返す必要はないんだがな」


　しゅんとうなだれる少女たち。対し、前を見つめたままクラウスは歩く速度を速めた。


　──時間は食ったが、それに見合う情報ではあったか。


「あの……それで、本当にネシリスさんが大けがを…………」


「今はシャンテがつきそって手当てを受けている。競闘宮コロセウムには虹色カインツが先に向かったが、今の状況を聞くに一人で行かせたのは軽けい率そつだったかもしれないな」


　金髪の少女がミオ、そして葡萄酒色ワインカラーの髪の少女がヘレン。二人の話では、競闘宮コロセウムにいるであろう学生は全部で四人だという。


　まずネイトとレフィス。これはシャンテの話とも一いつ致ちする。


　が、ここからシャンテの報ほう告こくと食い違ちがうのだ。


　彼女たちの話では娘エイダ、そしてクルーエルという少女も競闘宮コロセウムに向かったはずだという。しかしシャンテが共に行動したのはネイトとレフィスの二人だけだった。


「繰り返すが、エイダとクルーエルという少女も競闘宮コロセウムに？」


「は、はい。……部屋からいなくなってて寝ね間ま着きもベッドにあったし、たぶん間違いないと思います」


　なぜ情報が食い違う。


　考えられるのはエイダとクルーエルの組ペアが、ネイトとレフィスの組ペアとは別行動で競闘宮コロセウムに向かったという可か能のう性せいぐらいだが。


「でも本当に別行動だとすると、ネイト君たちとクルルの組ペアは出発した時間はもちろん、競闘宮コロセウムに向かった目的も違うってことですよね」


「……そうなるな」


　ミオという少女を見下ろし、クラウスはわずかにその目を細めた。彼女は今、口にしていなかったこちらの思考を推すい測そくした上で会話を合わせたのだ。


　──内面的な雰ふん囲い気きと対照的に、聡さとい子だ。


「たぶんネイト君、競闘宮コロセウムの触媒カタリストの正体を確たしかめるつもりだと思うんです。……あの触媒カタリストのことすごく気にしてたみたいだから。クルルに何も言わないで競闘宮コロセウムに行ったのは、きっと、クルルを危き険けんなことに巻まきこみたくなかったからじゃないかなって」


「サリナルヴァからもその話は聞いている。筋すじは合うな」


　エンジュで披ひ露ろうされる新触媒カタリストについて、その判断をシャンテとネシリス、および夜色名詠の少年に任まかせる──それがケルベルク研究所の筆頭研究者の判断だった。


「でもさミオ、そうするとエイダとクルーエルは競闘宮コロセウムに別の理由があって向かったってことでしょ。こんな時間に競闘宮コロセウムに行く理由があの二人にあるの？」


　ヘレンと言ったか。


　この少女の疑ぎ問もんも至し極ごく当然のものだろう。


「娘エイダについては父親わたしに心当たりがある……私わたくし事ごとだろうな」


　そう、あの場所にはアルヴィルがいる。だとすればエイダが競闘宮コロセウムに向かった理由は、あの男と会うため。その一択たくにほぼ絞しぼられる。


　しかし、なおさらわからない。





　クルーエルという少女が、友人たちにも打ち明けずに宿を出た理由はいったい何だ？





　エイダがそうであるように彼女にも相そう応おうの理由があるはず。なのに、それがまるで見えてこないのだ。


「それこそ何か、彼女だけの理由がないと説明つかないが」


「……クルル」


　うつむくミオの肩かたに手を乗せる。


「その友人の安全の確かく保ほが最重要だ。混こん乱らんは避さけたい、私の指し示じには従したがってほしい」


　二人がうなずくのを横目で捉とらえ、クラウスは先行して通路を曲がった。


　さっと視し界かいが広がる。


　広大な敷しき地ちを有する大広場。その奥おくに、エンジュでも桁けた違ちがいに巨きよ大だいな影かげがひっそりと、そして厳おごそかにそびえ立っていた。


　競闘宮コロセウム。シャンテの話では昼間から完全封ふう鎖さになっているはずのそれが──


「……明かりが点ついてる？」


　呆ぼう然ぜんとした口調でヘレンが目を見開いた。


「内な部かに誰だれかがいるのは確かく実じつだな。あれは四階……資料閲えつ覧らん室しつか」


　数百メートル離はなれていても祓名民ジルシエは夜目が利きく。


「エイダかクルーエルのどちらかがいる可か能のう性せいが高いな」


「え、どうしてそこまで」


「簡かん単たんな推測だ」


　カインツが向かったのは決けつ闘とう舞ぶ台たい。つまりカインツではない。


　さらに、シャンテからは一階の三さん叉さ路ろで敵てきの襲しゆう撃げきを受けたと報ほう告こくされた。一階の襲撃を受けたのはネイトとレフィス。その状じよう況きようでわざわざ四階まで移い動どうする理由は考えにくい。


　ならば、それとは別の行動を取っているエイダかクルーエルのどちらかだ。


「クルーエルという子が、わざわざ今夜を選んで四階の資料閲覧室に行く可能性は？」


「……わからないです」


「なら、まずはそこをあたってみるか」


　意い識しきせぬうちに左手の祓ジ戈ルを握にぎり直す。


　その直後。


　視界が突然にブレた。


「え……き、きゃっ……な、何この…………地じ震しん!?」


　ミオ、ヘレンが体たい勢せいを崩くずして地面にしゃがみこむ。


　震動で街灯が点てん滅めつを繰くり返し、建物の外がい壁へきがぱらぱらと崩れていく。地面の蓋ふたをひっくり返したような、まるで地中で巨人が暴あばれているような震動だ。


「無理して立ちあがるな」


　背はい後ごの二人を後しり目めに、クラウスが見み据すえたのは競闘宮コロセウムの中心だった。決闘舞台、開放型の天てん井じようから立ち上るのは血のように赤い炎ほのお。


　名めい詠えい式しきの炎？　ならば今の震動も巨大な真しん精せいか何かが？


「……状況が悪い方に変わったな。すまないが君たちはここで待っていてくれ」


　予想していた反はん論ろんはなかった。


　彼女たちも察したのだ。この事じ態たいの異い常じようさを。


「……みんなをお願いします」


　それは少女のどちらが告げた言葉だっただろう。金きん髪ぱつ童顔の少女か、葡萄酒色ワインカラーの髪をした少女か。


　否いや。それはきっと、二人が共に言った言葉に違いない。


「全力をつくす」


　ただ一言そう告げて。


　祓名民ジルシエの首しゆ領りようは競闘宮コロセウムへと駆かけだした。





　あの場所で何が起きている。


　……いや。いったい何が起きようとしている？




四奏　『それは一いつ瞬しゆんの虹にじのように　─枯かれ草色の─』







　　　　１





　広大な大陸の中央部にある大都市、凱がい旋せん都市エンジュ。


　凱旋都市の中央に位置する競闘宮コロセウム。


　競闘宮コロセウムの中心にある決闘舞ぶ台たい。


　世界の中心とも言うべき地で、その『石』は微び弱じやくな鼓こ動どうを始めていた。


　まるで雛ひなが殻からを破やぶる、その前兆であるかのように──








　……なんだ、この震動？


　触媒カタリストを握りしめた体勢でカインツは動きを止めた。


　膝ひざを伝って感じる奇き怪かいな揺ゆれ。足あし下もとを凝ぎよう視ししても原げん因いんなどわからない。


　ファウマの名詠門チヤネルからは、徐じよ々じよに這はいずり浮うかびあがる真しん紅くの竜りゆう。最初はこの真精が現あらわれるための余よ波はが地を揺るがしているかとも考えた。


　……けど違ちがう。こいつじゃない。


　巨大な真精が名めい詠えいされる時に伴ともなう鳴動は確たしかにある。だがこれは違う。そんな局所的なものではなく、まるで世界中が震ふるえているようではないか。


　奇き妙みような震え。どこだ？　おそらく震しん源げん地ちはものすごく近い。間ま違ちがいなくエンジュのどこか。いや、競闘宮コロセウムのどこかだ。


　決闘舞台を隈くまなく横目でなぞり、その一いつ端たんでカインツは目を見開いた。


　透とう明めい感のある白い巨きよ大だいな石。蛇へびの鱗うろこのような紋もん様ようが浮かびあがり、それが胎たい動どうしているかのごとく点滅している。


　──あの触媒カタリストか！





「よそ見してる余よ裕ゆうなんてあるの？」





　が、カインツの意識はなかば強きよう制せい的に正面へと戻された。


「……まずはこいつを何とかしろってことか」


　舞台に響ひびきわたる咆ほう吼こうを上げ、真紅の竜が巨体を浮かべる。


「ミクヴァ鱗りん片ぺんを気にするのはわたしに勝ってからね」


　ファウマが右手を掲かかげる。竜が息を溜ため、その胸きよう部ぶが風船のように膨ぼう張ちようした。


　吐と息いき──灼しやく熱ねつの炎か毒ガスか、あるいは酸さんか。


　名詠生物の吐息で考えられる可か能のう性せいは主にこの三択たく。炎であれば水で、毒ガスであれば緑風妖精エアリアルなどの風で、酸であれば物理的な障しよう壁へきで防ふせぐ。それが常じよう套とう。


　だがこの竜の吐息は未知。


　予想して障壁を張はったとして、外した時はそれが致ち命めい傷しよう。赤色名詠の竜ということを考こう慮りよすれば可能性としては炎の線が濃のう厚こう。どうする、それにかけるのか？


「カインツ、迷まようっていうのは最悪の選せん択たく肢しじゃない？」


　同時、竜が真っ赤な口こう腔こうを開けた。


　──悩なやむ時間はない。


　それを悟さとった瞬間、五つの宝ほう石せきを握にぎりしめた。


　赤ルビー、青サフアイア、黄トパーズ、緑エメラルド、白オパール。五色に煌きらめく宝石が同時に光を放つ。


「それは……？」


　ファウマの声に混まじる緊きん張ちよう。





　──『Heckt虹の歌』──





　竜の口から吹ふき荒あれる炎ほのおの嵐あらし。カインツが照しよう準じゆんではなく、決けつ闘とう舞ぶ台たいそのものを焼き焦こがす勢いきおいの熱風が決闘舞台を支し配はいする。


　その炎が決闘舞台の地表を舐なめる瞬しゆん間かん、鏡に反はん射しやしたかのように弾はじかれた。


　夜空を赤く染そめる無数の火の粉。それに混じり、きらきらと輝かがやく虹色の粒りゆう子しが風に流されていく。


「……虹色名詠？」


　自らの肩かたに降ふり積もる虹色の鱗りん粉ぷん。それを指ですくい取り、じっと観察するようにファウマが見つめる。


「一いち応おうそうなるかな」


　肩の鱗粉をはらい、カインツは自分の周囲を舞まう名詠生物に目をやった。


　それは三体からなる虹色の蝶ちよう。幼よう児じほどの大きさの蝶が宙ちゆうを舞う度たび、その七色の羽から同色の鱗粉がさらさらと降り積もる。竜の炎はこの鱗粉に弾かれたのだ。


「炎を弾く鱗粉か、珍めずらしいわね」


　粉雪のように溶とけて消しよう滅めつする鱗粉、そして虹色の蝶たち。


「……でも納なつ得とくいかないな」


　赤色名詠の少女は、もはやその名詠生物など見ていなかった。


「こんなのができるなら、最初の炎だって今と同じ要よう領りようで防いでれば良かったじゃない。わざわざ青色名詠で水すい膜まくを作る必要はなかった」


「そうかもしれないね」


　カツツッ。握っていた五つの宝石がすべり落ち、地面を走るように転がっていく。


　どうせ一度使った触媒カタリストだ、二度はない。


　地に落ちた触媒カタリストを、ファウマは睨にらみつけるように見下ろしていた。


「虹にじ色名詠、出し惜おしみのつもり？」


「好きこのんで惜しんでるわけじゃないさ。けどね……」


　新たに五つの宝石を取りだし、カインツはじっとそれを凝ぎよう視しした。


　……虹色名詠はこんな決闘のために使うものじゃない。


　この名詠色は、イブマリーとの約束を果たすためのものだから。


　虹色名詠士という称しよう号ごう、それは名詠五色を全すべて制せい覇はしたことに起き因いんする。しかしそれとはまるで別の、既き存そんの五色とは違う本当の意味での虹色名詠式──





〝あの日あの時。イブマリーと誓ちかった虹色は、そんなものじゃない〟


〝誓いはまだ果たされていない。ボクはまだ、キミに本当の虹色名詠を見せてない〟





　それはトレミア・アカデミーの競演会コンクールで、彼女がいたから成しえたことだ。


　だからこそ虹色名詠というのは自分の中でも特別な思いがある。それを安あん易いに使ってしまえば、イブマリーとの約束の名詠式という意味も薄うすれてしまう気がするのだ。


「──だめ、出し惜しみは許ゆるさない」


　剣けんを突つき刺さすように鋭するどい彼女の視線。


　まるで自分の胸むねの内を全て知っているかのような。


「言ったでしょ。わたしは自分の気持ちに決着をつけるつもりでここに来てるの。虹色名詠を使わないあなたと戦っても意味がない」


「……なぜそこまで虹色名詠にこだわるんだい」


　これがミクヴァ鱗片を懸けた決闘であるとは彼女の方から言ったことだ。なのに彼女の言い方では、あたかも勝敗すら二の次で、虹色名詠以外に決着はありえないと聞こえてしまう。なぜそこまで。


「さっき言ってたね、君がボクに何か望んでいることがあるって。それと関係があることなのかい」


　だが、いつまで待っても返事はやってこなかった。


「…………」


「ファウマ？」


　少女は答えない、のではなかった。


　血ち塗まみれの彼女は目の前で、


「…………わた…………し…………は、……」


　微笑ほほえんだまま膝ひざに地をつき、そのままうつぶせに倒たおれていった。
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　──『Ezel夜の歌』──


　手にした黒曜石が光を放つ。


　ほのかな暖だん色しよくに照らされた通路に差す夜色の輝き。点でしかない光の粒りゆう子しが繫つなぎ合わさって線を描えがき、線を織おりなして軌き跡せきを描く。真円の軌跡から生まれる一ひと際きわ強い名めい詠えい光こう。


　音もなく、夜色の毛け並なみをもった何かが降おり立った。


　黒の猟りよう犬けん。


　ネイトの肩ほどもある体高の、流線型を思わせるシャープな姿すがたの名詠生物だ。


「あいつを捕つかまえて！」


　指さす先は黒くろ法ほう師し。


　微び笑しようをたたえたままのシャオめがけ猟犬が走る。距きよ離りにして十メートル弱。一いつ瞬しゆんのうちに猟犬の爪つめが届とどく距離だ。


「猟犬か。走るのは得意みたいだけど動きは単調だね」


　シャオと猟犬の中間地点、猟犬の前に立ちふさがる空間の歪ゆがみ。


　空白者。ほぼ完全な無色無む臭しゆうゆえ、猟犬の鼻にも探たん知ちはできない。つまり猟犬は空白者の妨ぼう害がいを躱かわせない。


　が──


　覆おおい被かぶさるように腕うでを広げた空間の歪み。空白者に衝しよう突とつする寸すん前ぜん、夜色の名詠生物はくるりと斜ななめに、横よこ壁かべを蹴けって跳ちよう躍やくした。


　空白者の腕をすり抜ぬけてその後方に着地。勢いきおいを殺さぬまま背はい後ごの名詠士に迫せまる。


「……空白者の位置を正せい確かくに？」


　シャオの双そう眸ぼうが猟犬の首元を見つめる。


　犬型の名詠生物の首もと、まるで首輪のように一体化し隠かくれ潜ひそむ名詠生物がそこにいた。


　夜色の蝙こう蝠もり。


「なるほど、蝙蝠の超ソ音ナ波ーなら空白者の位置を摑つかめる。その情じよう報ほうを猟犬が──嗅きゆう覚かくの猟犬と聴ちよう覚かくの蝙蝠。面おも白しろい組み合わせだ」


　シャオから感かん嘆たんの吐と息いき。


　直後、猟犬がシャオのローブに食くらいついた。


　──捕つかまえた!?





「とっておきの手品、見せてあげようか」





　シャオがくすりと微笑み、そして……


　ローブに食らいつくはずの爪と牙きばが空を裂さき、猟犬が勢いきおい余あまって壁に突き当たった。


　夜色の名詠士が光の泡あわに包まれ消しよう滅めつ、猟犬の牙がすり抜けたのだ。


　シャオが消えた？


「うそ……そんな」


　どこを見み渡わたしても黎れい色しよくのローブの切れ端はしすらない。


　空白者のように透とう明めいに？　いや、ならば猟犬の鼻か蝙蝠の超ちよう音おん波ぱ探知に引っかかるはずだ。なのに二体の名詠生物もシャオの位置が捕ほ捉そくできずうろたえている。


「手品……？」


　考えろ、シャオは手品と言った。ならば当然仕し掛かけがある。それもおそらく空白名詠に絡からんだカラクリだ。まず黒の猟犬で一度はシャオに迫ってたことを考えるなら、あの瞬間にシャオが別の名詠生物を詠よんだとは考えにくい。


　けど、だとしたらどんな方法で──


　前方をくまなく睨にらみつけた直後、背後で誰だれかの苦笑の吐息。





「ねえ、そんなに悩なやまなくても教えてあげるよ？」





　背せ中なかに誰かが密みつ着ちやくする重みと体温。


　つぅ──首くび筋すじを生なま暖あたたかいものがなぞっていった。


「っ！」


「あ……指先で触さわっただけだったんだけど、くすぐったかった？」


　振ふり返ったすぐ目の前、手を伸のばせば触ふれるほどの距離にシャオがいた。


　声をかけられるまで気配はなかった。今、どこから現れた？


「必要なのは逆ぎやく転てんの発想だよ。何かを名詠するんじゃなく、むしろ還かえす発想。それに空白名詠が関かかわっているというのは正せい解かいだけどね」


　還す。


　すなわちそれは名詠物を『セラの庭園』に戻すということ？


「そう。最初にネイトが『セラの庭園』から戻った時、その位置は三さん叉さ路ろでなく競闘宮コロセウムの入口だったのを覚えてるかな。あれはもちろん自分がそう設せつ定ていした。万が一あなたに先に戻られちゃったら、三叉路からは決けつ闘とう舞ぶ台たいまですぐだからね」


　……やっぱりシャオの仕掛けたことだったのか。


　それはつまり、『セラの庭園』から名詠門チヤネルを通してこちらの世界へ戻る時、発生する名詠門チヤネルの位置調整ができるということだ。自分にそれを仕掛けたように、シャオは自らそれを利用した。


「猟犬が飛びかかる寸前に『セラの庭園』に逃にげこんで、もう一度ここに戻る時、僕ぼくの背後に回る位置へ名詠門チヤネルの出しゆつ現げん場所を設定した……？」


　結果として他人からはあたかも瞬間移い動どうしたように見える。


　事実上、この名詠士を捕ほ縛ばくすることが不ふ可か能のうに近いという示し唆さでもあった。


「正解。といってもある程てい度どの縛しばりはある。距離や精せい度ど、時間の制せい約やくを考えればあまり便利とは言えないよ。もともと人の身で行える名詠式には限度がある」


　限度がある。その箇か所しよだけを不自然なほどシャオが強調してみせた。


「そう、人には有ゆう限げん性せいが存そん在ざいする。たとえばその象しよう徴ちようが、今まさにカインツと戦っているであろう少女かもしれない……ファウマ、自分の身体からだのことを君が一番知っているはずだろうに」


　シャオがわずかに頭上を見上げる。


　言いようもない憤いきどおりを感じさせる、そんな口調で。


「でも、それが君の選んだ選せん択たく肢しなんだね」





　　　　２





　決闘の最中、何の前ぶれもなく少女が地面にくずおれる。


　一瞬、それは何かの冗じよう談だんかと思った。


「……ファウ……マ？」


　返事はない。


　その瞬間、カインツは頭上の竜りゆうの存在すら忘わすれ彼女のもとへ──





「……来……な、…………来ない……でっっっっっ！」





　それを、ほかならぬファウマの絶ぜつ叫きようが拒きよ絶ぜつした。


「わす……忘れた……の、今は決、闘……なの！」


　いつ名めい詠えいしたのか、彼女の隣となりには一体の赤獅子マンテイコアが控ひかえていた。それにかろうじて摑つかまり、よじ登るようにして彼女が再ふたたび立ちあがる。


「けど、君が」


「──来ないでって言ってるでしょ！」


　ファウマが腕うでを振り上げ、それを合図に竜が再び業ごう火かを撒まき散らした。


「っつ、！」


　飛び退のく余よ裕ゆうすらないまま、ベルトに固定したポーチへと手を伸ばす。


　硝子ガラスの容よう器き、青の溶よう液えきがちゃぽんと音を立てて地面に染しみる。直後、現あらわれた氷の壁かべが竜の炎ほのおを遮さえぎった。


　炎が止やみ、氷ひよう壁へきが溶け、目の前には肩かたで息をする少女が一人。


「まだ……勝負はついてない。わたし、生きてるもん」


　血を触媒カタリストとする、命を削けずる名詠式。


　カインツはシャンテからそう聞いていた。


　けれど、ファウマが自分の血を触媒カタリストにする理由までは聞いてない。


　……理由なんてどうでもいい。


「もういいファウマ。やめるんだ、これ以上名詠を続けたら君は──」


「死んじゃう？　だから何？」


　にこりと口の端はしをつり上げる彼女、今度こそカインツは言葉を返せなかった。


「……そんなに、そこまでしてこの触媒カタリストが必要なのかい」


　押おし殺した声は独ひとり言だったかもわからない。


　胸むねの奥おく、怒いかりにも似にた激げき情じようが生まれる感覚。命よりもなお触媒カタリストを求める少女の貪どん欲よく────ではなく、そこまで人の心を蝕むしばむ触媒カタリストの存在そのものに。


「そうね。それはわたしの大事な理由の一つ。でもね、さっきも言ったでしょ。わたしはわたしの気持ちに決着をつけたくてここにいる。そのためには、あなたが虹にじ色名詠を使うことが必要なの」


　伏ふせた少女の表情からは何も読み取れない。


　しかしその言葉だけは、何度も何度も繰くり返されたものだった。


「……ボクの名詠？」


　返事のかわり、少女が向けた言葉の相手は頭上の竜。


「やりなさい」


　咆ほう吼こうと共に竜が急きゆう降こう下か。その風ふう圧あつだけで砂すな埃ぼこりが舞まい、浮うき上がった砂がコートを叩たたく。


　閉とじた目の中にも食いこむ砂すな嵐あらし。息すら止め、手の感覚だけを頼たよりに再び触媒カタリストへと手を伸ばした。


　──『Beorc緑の歌』──


　轟ごうと唸うなる風を、さらに緑色の風圧が押さえつけた。


　緑風妖精エアリアル。シャンテが得意とする緑の第二音階ノーブルアリアに属ぞくする小型精せい命めいだ。


　風と風がぶつかり、つぶし合う悲鳴の中、少女の澄すんだ声は聞こえてきた。





「カインツ、わたしは……あなたに憧あこがれているって言ったけど、その反面、ものすごく憎にくいって思う時がある」





　今までの血を吐はくような声ではない。


　鳥の声も、どんな名工の楽器も敵かなわない自然の奇き蹟せき。天上の鐘かね──史上最も美しいとされるファウマ・フェリ・フォシルベルの声だった。





「あなたは虹色名詠士なんて呼よび名に執しゆう着ちやくがないって言うけど、わたしはそうは思わない。あなたが虹色名詠を使えるただ一人の名詠士であることに変わりはないもの」





　赤獅子マンテイコアに寄りそったまま少女が再び手をかざす。


　吼ほえる風鳴りを従したがえ、真しん紅くの竜が吐と息いきを溜ためる。


　その中で──





「こんな惨みじめな赤色名詠せんたくししか残っていないわたしとは違ちがう。あなたには本当にたくさんの可か能のう性せいがあって、そしてあなたはそれができる名詠士。…………なのに、あなたはイブマリーという女のことしか見ていないっ！」





　竜の三度目の炎。


　それを弾はじいたのは先と同じ虹色の蝶ちよう、その鱗りん粉ぷんだった。


　先にも見せた虹色名詠。


　だが、それを見つめる少女はゆっくりと首を横に振ふる。





「あなたが虹にじ色名めい詠えいを自ら制せい限げんする理由、それは彼女のための名詠だから大切にしたいという思いでしょ。それはわかるわ。でもね、だからといってそんなみすぼらしい虹色名詠じゃわたしには勝てない。何より、わたし自身が納なつ得とくできないの。わたしがどんな気持ちであなたを城しろに呼んだと思う？　わたしがあなたに言いたくて言いたくて言いたくて……でも言えなかった願いは、その程てい度どの虹色名詠では叶かなわないものなのよ！」





　竜りゆうが観客席に着地する。


　その巨きよ体たいとは不ふ釣つり合いなほど、その着地は静かだった。


「……お願いカインツ、あなたの虹色名詠を見せて」


　まるで、少女の声を遮さえぎらないためとでもいうように。





「わたしがずっと望み続けた『ある願い』、それはあなたの虹色名詠でもやはり叶わぬものなのか──わたしはそれだけが知りたいの。願いが実じつ際さいに叶うことは望んでない。……けれどこのまま中途半端に夢を引きずるよりは、いっそ叶わぬことと悟りたい。叶わぬ望みだったと諦めて納得したいの」





　フェルンの王女を背せに乗せ、赤獅子マンテイコアが壁かべを蹴けって観客席によじ登る。


　最前列の手すりに摑つかまり、血を失い蒼そう白はくの表情ながらも王女はその場に立ちあがった。


　──叶うかどうかも不ふ明めい確かくな期待。


　──けれどこのまま永えい遠えんに夢を見続けるよりは、いっそ叶わぬと悟さとって諦あきらめたい。


　──そして、その判はん断だんを下すものが虹色名詠？


「……本当にどういうことだいファウマ、君はボクに何を────」


　周囲に立ち上る炎ほのお、そしてふき出る汗あせ。髪かみを濡ぬらすそれを手でぬぐい、カインツは目の前の彼女へ一歩だけ近づいた。


　一いち城じようの王女であり、競闘宮コロセウムの覇は者しやを超こえる名詠を操あやつり、この世ならぬ澄んだ声を持つ彼女が、それ以上に望んでいること？　……わからない。わからないけれど、彼女が自身の全すべてを懸かけて何かを伝えようとしていることだけは伝わってくる。


「言わせないで。そう言ったでしょ」


　最後の皮肉であるかのように、少女が小さく表ひよう情じようをやわらげた。


「今はもう、あなたにわたしの望みを告げようとは思わない。お願いしようとは思わない。わたしはシャオの仲間として、あなたの敵てきとしてここにいるんだもの」


　手すりからも手を放し、彼女は、





「せめて、あなたの虹色名詠でわたしの矛む盾じゆんする気持ちに決着をつけさせて。わたしにあの日の夢を諦めさせて！……その代償おれいに、わたしもあなたに詠うたを聴きかせてあげる。わたしの、たった一つの詠」





　両手を広げ、静かにその場でまぶたを閉とじた。


　終しゆう奏そうが、近づいていた。





　　　　３





　──リィィッイイィィィッッンッ、ッッ


　高い、高い、金きん属ぞく同士が奏かなでる高こう音おん域いきの音色。何も知らぬ者が聴けばハンドベルの演えん奏そうとも錯さつ覚かくしただろう。


　人の顔が映うつるほど磨みがき上げられた鎗やりが振るわれ、そして重なる衝しよう突とつ音おん。


　衝突の瞬しゆん間かんは一秒の単位を優ゆうに切る。それが立て続けに連続で続くがため、それは音で終わらず旋せん律りつとして続くのだ。


「いいねえ、顔はカッカしてても鎗は冷静。俺おれ、お前のそういうトコ嫌きらいじゃないぜ」


　防ぼう戦せん、ただひたすらに守しゆ備びに徹てつするのは男の祓名民ジルシエ。


　斜ななめから打ち下ろすように、下から抉えぐるように、横から払はらうように、瞬まばたきすら許さない銀光を紙かみ一ひと重えで見切り捌さばいていた。


「どの口がそう言う！」


　アルヴィルの鎗を弾はじき、ガラ空きの肩かたへ祓ジ戈ルをエイダは振るった。


　手て加か減げんはない。当たれば骨こつ折せつは免まぬがれない。が、それもアルヴィルの体捌きだけで空を切る。──そこまではエイダも予想の上だった。


　空を切った祓ジ戈ルの刃やいばを寝ねかせ横に薙なぐ。背はい後ごに壁、正面にエイダの鎗、逃にげ場はない。


「うぉ、アブなっ？」


　ギンッ！──迫せまる祓ジ戈ルがアルヴィルの衣服に触ふれるかどうかの瀬せ戸と際ぎわで、アルヴィルの鎗の柄えがエイダの鎗の柄を下から叩たたいた。


　鎗先が上に逸それ、鎗先が穿うがったのはアルヴィルのすぐ真上の壁。


「……悪くはねえな、あくまで一いつ般ぱん的な水すい準じゆんならの話」


「黙だまれっ！」


　鎗の柄を床ゆかにつきエイダは動きを止めた。


　──呼こ吸きゆうが、もう隠かくしきれないほどに荒あれていた。


　悔くやしかった。自分の体力の低下を指し摘てきされ、そしてそれを否ひ定ていできないことが。


「アルヴィル」


「ん？」


「何で……あたしが名めい詠えい学校に行ったことにそこまで反対するのさ。あたしが選んだこと……昔のお前なら絶ぜつ対たい、反対しなかった」


　どんないたずらをしても、どんな馬ば鹿かをやっても、父親に叱しかられた時も目上の人間からたしなめられた時も、この男だけは笑ってた。「お前のそういうトコ、嫌いじゃないぜ」、そう言ってくれていた。


　なのになぜあんなことを──


〝俺が勝ったら、お前、名詠学校を辞めろ〟


　何が変わってしまったんだろう。


　アルヴィルの性せい格かくは、たぶん変わってない。自分だって変わってない。


　……変わったのは二人の距きよ離り？


「さあねえ、どっちつかずのお前が見てられねえからじゃねえの？」


「名詠学校と祓名民ジルシエ、……両方はだめなのか」


「ばーか」


　目の前に、アルヴィルの鎗先があった。


「なっ……！」


　ジンッ、と響ひびく鈍にぶい音。大おお振ぶりで振り下ろされた鎗を柄の中央で受けとめる。──痛い。


　その衝しよう撃げきは振動よりも純粋な痛みに近く、鎗を支える両手に激痛をもたらした。


「そんな泣きそうな目で俺に訊きくな。それがダメだって言ってんだよ」


「泣いてなんかないっ！」


「……どうやら、お子様にでもわかるような説明が必要らしいな」


　鎗から感じる力がふっと消えた。


　上から叩きつける鎗を引き、アルヴィルが数メートル後方に着地する。


「いいか。結局お前は、祓名民ジルシエの世界に依い存ぞんしたままなんだよ。名詠学校つぅのもうわべだけだ」


「何を根こん拠きよに──」


「なら、なんで俺の台詞一つ一つにそんな過剰に反応する？」


　ピシリッ


　何かがひび割われた音をエイダは聞いていた。それは身体からだの内。無数の欠片かけらになって胸むねを突つき刺さすように。


「俺が名詠学校をやめろなんて言ったから？　そんなのどうでもいいじゃねえか、冷静に『お前には関係ないね』の一言で捨すてればよかった。なのにお前は激げつ昂こうして、あげくの果ては『名詠学校と祓名民ジルシエ、……両方はだめなのか』なんて俺に再さい度ど意見を求めた」


「それは……っ！」


「祓名民ジルシエとしても、お前は俺に依存してる」


　指をさすまでもないと言いたげに、アルヴィルがじっと見み据すえる先は──


「お前が使ってるその祓ジ戈ルさ、一度壊こわれたんだよな」


　その一言で、この男が何を言わんとしているかエイダは悟さとった。


　ケルベルク研究所支し部ぶ、灰はい色名詠の真しん精せいと戦った時に砕くだけた祓ジ戈ル。それを直したのは、ほかならぬこの男。そう、修しゆう復ふくした祓ジ戈ルだけを残し、この男は突とつ如じよ姿すがたをくらました。


「さてここで問題。もし俺が今ここでお前とこうして一戦交えることを想定して、お前の祓ジ戈ルを修復する時に少しばかり細工してたら？　たとえば、亀き裂れつをそのまま放置しておいてたりな」


「……なっっ！」


　反はん射しや的に視し線せんは鎗やりの柄を向いていた。


　鎗先から柄まで外がい傷しようはない。振るったときの弾だん性せいも前と変わりない。


　細工？


　──そんなはずはない。幼よう少しようの頃ころから、それこそ寝ねるとき以外ずっと触れてきた自分の祓ジ戈ルだ。たとえ一グラムの異い常じようであろうと握るだけで察知できる。


「ま、噓うそだけどな」


「……お前、いい加か減げんに！」


「今な、一いつ瞬しゆんだけ自分の祓ジ戈ルを疑うたがっただろ。死に物もの狂ぐるいで覚えた鎗の感覚より、お前は俺の作り話を一瞬でも信じたわけだ────違ちがうか？」


「……ちがう……あたしは！」


　あたしは……そんなつもりじゃ……


「お前は何でもなんて八方美人じゃねえんだよ。──構かまえな」


　すっ。


　その祓名民ジルシエが鎗を腰こしだめに引き、構える。


　名手が弓を引き、標的へと狙ねらいを定める雰ふん囲い気きさながらに。


「どちらか一個こ選べ。祓名民ジルシエか、名詠学校おまえかをな」


　下を向いた彼の表ひよう情じようは見えない。それでもなお、彼の首元にかかった銀色のネックレスは照明を浴びてきらきらと輝かがやいて──


　銀色のアクセサリ。


　……親おや父じの旅に同行した時、せがんで露ろ店てんで買ったんだっけ。


　たくさんある物の中から組ペアの物をわざわざ選んだ。なんとなく、アルヴィルとお揃そろいなら嬉うれしい──ただそれだけの子こ供ども心ごころ。それが、恋こい人びと用の組ペアのアクセサリだったことを後から知って、猛もう烈れつに恥はずかしくなった記き憶おくがある。





〝アルヴィル、お前、まだそれ持ってたのか〟


〝ん？　おいおい、まるでお前はなくしちまったって言い方だな〟





　過か去この彼との思い出をよみがえらせるには、たったそれだけで十分だった。


　……いやだ。


　二つに一つ、本当にそれしかないの？


　そんなの選べるわけがない。だって……名めい詠えい学校でできた友達は本当に大切で────それに、あたしは……この男のことも…………


　……あたしは……こいつのことが…………今だって……


　その瞬間、視界が真っ暗になった。


　何もかもわからないまま、持っていた祓ジ戈ルを振ふり上げて。


　振り上げたまま、それを振り下ろす力も入らずに──





　カランッ





　気づいたときには、持っていたはずの祓ジ戈ルが手からすべり落ち、エイダは床ゆかに膝ひざをついていた。


　何かが頰ほおを伝っていく。


　……あたし……泣いてるの？


　悲しくて泣いてるはずなのに、涙なみだの理由さえわからない。


「一ひと太た刀ちも振ることなく戦意喪そう失しつね。なんつぅか、もう目が当てられないくらい末期だな」


　うつむいたままで姿は見えずとも、アルヴィルの声だけは一方的に響いていた。


「どうも俺の見当違いだったな。名詠学校をやめろってのは撤てつ回かい。もうそんなことどうでもよくなっちまった。……お前さ、やめるのは名詠学校じゃなく祓名民ジルシエの方だわ」


「…………」


「名詠学校がいいなら好きにすればいいさ。けどよ、もう祓ジ戈ルは持つな。自分の鎗を放り投げて泣きだすなんてザマ、そんなか弱いお嬢じようさん気質かたぎじゃ誰だれ一人守れねえ。守られる側になっちまったんだよ、お前は」


　祓名民ジルシエをやめる。


　物心ついた時から持っていた祓ジ戈ルを捨すて、祓戈の到極者ジルシユヴエツサーの称しよう号ごうを捨て、そしてその行き着く先に──


「もう、俺のことも忘わすれろ」


　言葉が返せない。


　涙が涸かれても喉のどが痙けい攣れんして言葉にならない。ただひたすらに唇くちびるを嚙かみしめて。


「俺が言いたいのはそれだけだ、じゃあな」


　感情の余よ韻いんすら見せずアルヴィルが踵きびすを返す。唇を嚙みしめたままその背せを見つめ──


　奥おく歯ばを嚙みしめ、苦い味を感じながら。


　半開きの拳こぶしを、エイダは床に思いきり叩たたきつけた。


「……ける……な」




[image: ]


「ん？」


「ふざけ……るな」


　床に両膝をつけた恰かつ好こうで、それでも脇わきに落ちていた祓ジ戈ルを握にぎりしめる。


「あたしは……確たしかに泣き虫になっちまったかもしれない。……それは認みとめてもいい。でも、……それのどこが悪いんだ」


　学園でたくさんの涙を見てきた。部活の試合で負けた生徒が流す悔くやし涙、誰かが怒おこって泣きだす場面もあった。だけど逆ぎやくに、試合に勝った生徒の喜びの涙も、みんなで大笑いしすぎて涙が出る場面も同じくらい見てきた。


　涙は弱さ。祓名民ジルシエとしてそう教わってきた自分に、どれだけまぶしかったことか。


「ここが名めい詠えい学校なら正せい論ろんだろうけどな、今この場で俺に通用する類たぐいの正論じゃねえよ」


　アルヴィルは振り返らない。


　物言わぬおごそかな背中だけがそこにある。


「俺に何か言いたいんなら俺に勝ってからだ。ま、少なくとも今のお前には負ける気がしねえけどな」


「アルヴィル！　あたしは──」


「出直してきな。今この場なら何百回やっても結果は同じだ」


　祓ジ戈ルをだらりと提さげ、瘦そう軀くの祓名民ジルシエは部屋の出口へと靴くつ音おとを響ひびかせた。


「自分おまえがどうしたいのか腹はら据すえて考えてみろ、答えがでない限かぎり俺には勝てねえよ」
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　競闘宮コロセウム、地下倉庫。


　薄うす暗ぐらいはずの倉庫が、目も眩くらむ黄金の輝かがやきに包まれた。


「……これが……？」


　その光を直ちよく視しすれば失明する。そう思わせるだけの光の渦うずの中で、右みぎ腕うでで目を覆おおいながらもレフィスは正面の名詠生物を睨にらみつけた。


　黄金の光の中心。


　その輝きは、一体の名めい詠えい生物が放つものだった。





　ジ……ジッッ、ッジッッイ……ッィィイイッッッ……





　その鳥が翼つばさをゆっくりと打ち下ろすたび、黄金の羽う毛もうが宙ちゆうに舞まう。


　粉雪のように細かい羽毛、その一つ一つから雷らい光こうが弾はじけ、放出される。両りよう翼よくを広げれば優ゆうに大人三人以上、全長七メートルはあるだろう。それは翡ひ翠すい色の眼めと嘴くちばし、そして黄金の翼を持つ巨きよ鳥ちようだった。


　遥はるか高度の雷雲の中に生息し、自らの体内に稲いな妻ずまを宿す名詠生物──


「雷鳥……！」


　黄色名詠の真しん精せいの一体。実物を見るのはレフィスも初めてだ。


「説明が要いらないというのは楽でいい。さて、正しよう真しん正しよう銘めい、大たい将しようの駒こま同士で勝負と行こうじゃないか」


　テシエラが指を打ち鳴らし、それと共に巨鳥が鳴いた。


　鳥のさえずりと呼よぶにはあまりに強く鋭するどい、聴きく者の鼓こ膜まくを破やぶるために生まれたような怪かい音おん。それを聴くだけで髪かみが逆さか立だつような悪お寒かんが走った。


　……とんだ怪物だ。


　当初、レフィスは目の前の名詠生物を雷鳥だとは思わなかった。


　判はん別べつに時間がかかったのはその大きさだ。書物での知ち識しきでは、雷鳥は翼を広げても四メートル程てい度どと聞いている。だがこいつはその二倍近い。テシエラは黄の大特異点。彼女が詠よびだす名詠生物は全すべて特とく異い個こ体たいになるという。まさか真精までも特異個体だとは思っていなかった。


　しかしその一方で。


「──納なつ得とくいかないな」


「ん？」


　倉庫を圧あつ迫ぱくする巨大な雷鳥ではなく、レフィスが指さしたのは彼女が手にする黄こう砂さ色のマフラーだ。


「その触媒カタリストが後罪クライムで使えなくなってるというのなら、なんでそんなものをこの場で触媒カタリストに選んだのかわからない。別ので良かったじゃないか」


「固執こだわりだよ。馴な染じんだ物を使うのが一番安心できる」


　手にしたマフラーを首に引っかけ、当人が指先でその端はしをつまんでみせる。


「だいぶ繊せん維いがほどけているがまだ綺き麗れいな色合いだろ？　昔は同色のローブも持っていたんだが、あいにくそれは譲ゆずってしまってな。今はこれだけを大切にしてるのさ」


「ローブだけをか？」


「そう、ヨシュアという年老いた名詠士にだ」


　──ヨシュア？


「おや？　そういえば偶ぐう然ぜんだな。お前の師しである老人も確たしかそんな名前だったか？」


　自らの唇くちびるに指先をあて、おどけるようにテシエラが首をかしげてみせる。


「……ふざけるな」


　喉のどの奥おくに沸わきたつ激げき情じようをかろうじて呑のみこみ、レフィスは師の姿すがたを思いうかべた。


　自分と別れた、あの大雨の日──





〝レフィス、お前は……私のようにはなるな。私やミシュダルのようにはな〟





　嵐あらしの日、雨に視界を奪うばわれた状じよう況きようで、師と別れることだけに頭がいってしまっていた。だからこそ師の着ていた服が何色かなんてまるで気にも留とめていなかった。


　だが思いだせ。


　あの時ヨシュアがまとっていた物はまさに、テシエラのマフラーと同じ色をしたローブではなかったか？


「どうして……なんで……ヨシュアがお前のローブを！」


「そういう仲だったのさ。ま、あれを渡わたしたのは餞別はなむけのためだがな」


　大きく肩かたをすくめ、テシエラはあくまで空とぼけた口調を崩くずさない。


「私とヨシュアの目指す結けつ論ろんは同じ──だがそのための方法は異ことなっていた。ヨシュアは灰者の王ラステイハイトを選び、私は〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉を選んだ。ただそれだけのことだ」


　そして今──小さくそう呟つぶやき、テシエラが片かた手てを振ふり上げた。


　その真上には黄の真精。


「レフィス、お前の真精は護まもりに秀ひいでた名詠生物なんだろう？」


　テシエラが見み据すえるのは自分の横に並ならぶ『盾たて』の真精、十二銀ぎん盤ばんの王おう盾じゆん者しや。


「競闘宮コロセウムでお前が学生決けつ闘とうを戦う姿を見た時から楽しみだった。ヨシュアに師事したお前の真精を見るのがな」


「……俺おれからすればとんだ迷めい惑わくだ」


「そうか？　お前も興きよう味みがあると思うんだがな。果たしてお前の真精は、本当に最強の盾たてなのか。ヨシュアの言葉は正しかったのか」


　大小様々な十二の盾を持ち、ほぼ絶ぜつ対たいに近い防ぼう衛えい力りよくを誇ほこる。……自らの真精をレフィスはそう信じている。どんな名めい詠えい生物の攻こう撃げきだろうと、今までこの十二重の盾を突とつ破ぱしたものはない。


　最強の盾だと信じている。


　なのに、それでも不安は尽つきない。どれだけ自身に言い聞かせても、じわじわと滲にじみ出る錆さびとして胸むねの中を侵しん食しよくしていく。


　……もし仮かりに、自分の真精が最強の盾だとしても。


「撃うち倒たおせ」


　テシエラの指令。


　雷らい鳥ちようの両りよう翼よくが昂たかぶりと共に震ふるえ、余よ波はとして生まれた放電が室内を駆かけめぐる。


　……もしも、相手の雷鳥もまた最強の戈であったとしたら？





　黄金の光が、室内を遍あまねく呑のみこんだ。





　この地下倉庫とて決して狭せまくはない。にもかかわらずその鳥から溢あふれる放電は、一いつ瞬しゆんにして室内を蹂じゆう躙りんした。


　雷鳥の翼つばさから無数に枝えだ分わかれした雷が放たれる。


　鞭むちのように唸うなる雷光に、銀色の真しん精せいが銀色の盾を突つきだした。まず周囲を浮ふ遊ゆうする十二の盾が防ふせげる限かぎりを。残りの稲いな妻ずまを両手の盾で。


　銀光と雷光。互たがいの光が触れた瞬間、その反はん応のう光こうにレフィスは瞼まぶたを焼かれた。


　眩まぶしさに耐たえきれず目を閉とじる刹せつ那な、レフィスは見てしまった。


　銀色の盾が雷らい撃げきに耐えたのは、瞬まばたきにも満たない一瞬。





　──ほとばしる雷撃に食い破やぶられ、自分の真精が持つ盾のことごとくが砕くだけ散った。





「……なっ！」


　盾を砕いた雷光が弾はじけ、その飛沫しぶきが真精そして自分目がけ飛来し────


　躱かわす。そんな思考を巡めぐらせる間もないまま、感じたのは電流が身体からだを駆けめぐる猛もう烈れつな激げき痛つうだった。


　……そ、…………んな……


　全身に無数の針はりを突き刺さされたような痛いたみの中。


　絶対の盾と信じて疑わなかった灰はい色の真精が、その場に膝ひざをつき、灰色の煙けむりを上げて還かえっていく姿すがたがぼんやりと目に焼きついていた。





　…………どうなったんだ。


　目を開けるより前に、頰ほおに冷たい壁かべのような感かん触しよく。


　地下倉庫にうつぶせに倒たおれている。そう自覚したのは、皮肉にも。


「お、これは予想外。もう目が醒さめたのか？」


　倉庫の出口、今まさに決闘舞ぶ台たいへ向かおうとしているらしきテシエラの声だった。


「やれやれ、血けつ気き盛さかんな坊ぼうやには少しばかり雷しげきが足りなかったらしいな」


　振り返る表ひよう情じようは呆あきれ笑い。


「そして一つはっきりした。やはり坊やはミシュダルに及およばない」


　……今、この女は何と言った。


「まさ……か、ミシュダルとも」


「昔のことさ。大将シヤオがあいつに興味を持ってたんでな。私とアルヴィルで声をかけてみて、その時に激はげしくやらかした。ヨシュアの名前で釣つってみようとしたんだが、坊やと違ちがって逆ぎやく効こう果かだったらしい」


　首を鳴らし、彼女は黄こう砂さ色のマフラーを手元で弄いじりながら、


「あの男と比くらべて坊やはヌルいのさ。名詠式の技ぎ術じゆつ、呼こ吸きゆう。挙げれば色々あるだろうが、何より灰色名詠への執しゆう念ねんがない。ねっとりと絡からみつくような盲もう愛あいがない。坊やはヨシュアから学んだことをただ丁てい寧ねいに再さい現げんしているだけ。それでは私に届とどかない──ヨシュアの灰色名詠をただ再現するだけではな」


「……知っ、たようなことを言ってくれるな……」


「そうとも、私は坊や以上にヨシュアのことを知っているからな」


　自分よりも前からヨシュアと旧きゆう知ちの仲。それも、自らのローブを与あたえるほど近しい関係にある二人。互たがいに共通の何かを目指していながらも、ヨシュアは灰者の王ラステイハイトを、この女は〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉を選び──そこで決けつ裂れつした。


「お……前、本っ当に誰だれだ」


「言ったはずだがな。お姉さんは物知りだけど、タダで物を教えるほど善ぜん人にんじゃないのさ。あいにく、私がヨシュアの娘むすめだとかそんな展てん開かいではないのが残念だがな」


「……勝っ、手に……行か」


　全身を蝕むしばむ激痛は治まるどころかより強く。声を上げることすら痛みが付きまとう。


　それでもうつぶせの状じよう態たいから四つん這ばいへ。四つん這いから立ちあがろうとした瞬間、糸が切れたように手足の力が消え、レフィスは再ふたたび床ゆかにくずおれた。


「この短時間で目が醒めたのは立りつ派ぱ、まだ起き上がろうとする気力も悪くない。だが身体は正直だな」


　首元にマフラーを巻まき直し、テシエラがくるりと背中を向ける。そのつま先の方向は倉庫の出口へ。


「……くっ……そ……」


　為なす術すべなく、床に倒れたまま唇くちびるを嚙かみしめた。


　このままあの女を決けつ闘とう舞台に行かせてしまうのか？


　ネイトの案じていたミクヴァ鱗りん片ぺんをみすみす奪うばわれてしまう。ヨシュアとあの女の因いん縁ねんも確たしかめることもできないままに。


　カツッ……ツッッ……


　倉庫からテシエラが姿を消す。通路に彼女の靴くつ音おとが響ひびき。


　カツッ。一ひと際きわ大きい足音を最後に、突とつ如じよとしてそれは聞こえなくなった。


　それはつまり、テシエラが足を止めたということ？


「……この詠うたは…………まさかあのお嬢じようさん、カルラを一日で二度……？」


　足音にかわり、響いてきたのはテシエラの呟つぶやきだった。


　驚きよう愕がく、そして何かに対する明めい確かくな怒いかりを交えた声。どちらもレフィスの前では決して見せなかった感情だ。


「やめろファウマ！　それ以上名めい詠えいを行えばお前が────」


　この場にいない誰かに向けてテシエラが叫さけぶ。


　……何だ？　いったい何が。


　自由の利きかない全身で、それでも首だけを持ちあげて状じよう況きようを確たしかめようと──


　ぞくっ。


　頭の天てつ辺ぺんから足のつま先まで、全身、体験したことのない種の寒気に粟あわ立だった。





　それは詠。


　あまりに冷たく、悲しい音色で。


　あまりに美しく、澄すみきった少女の声で。


　あまりに粛しゆく々しゆくと、そして凜りんとした詞ことばと旋せん律りつの〈讃来歌オラトリオ〉。





　……こんな詠が。


　違ちがう。自分の知る〈讃来歌オラトリオ〉とあまりに違う。


　誰が詠っているのかすらわからぬまま、レフィスはその詠をただ聴きくほかなかった。





　　　　４





「君の詠？」


　通つう常じようの〈讃来歌オラトリオ〉を用いないファウマの名詠式。


　シャンテからもこの少女が詠ったという情じよう報ほうはなかったはずだ。


「わたしがカルラから教わった名詠式には詞しも旋律もなかった。でもそれじゃ寂さびしかった……わたしだって、詠えるような時が来るのをずっと待ってた」


　彼女の視し線せんは遥はるか頭上へ。


「だからね、毎日少しずつ考えてたわ。疼うずきで眠ねむれない夜の、わたしの唯ゆい一いつの楽しみだった。本気で詠うのはこれが最初…………そして、きっと最後」


　そして、少女は両手を広げて夜空を仰あおぎ──





　lu hec許され r-yubel phiaなかつた kis nelar思い出よ





　Secわたしの lube声は missin遥かに幻響〈きえて〉 yulis-Ye-ckt-leyaあなたの背中に Ec ind届かない





　決して声量のある方ではない。


　決して歌そのものが上う手まいというわけでもない。


　それでもなお、その詠は──





　deus Se ema sis yuty,幸せに sis lishe?愛おしく





　bieそんな xin願いを ves rein夢見る mi lihit時は altもう lass過ぎて





　arma Selah,ごめんね mille-s-dia生まれ落ちた phenoria子供たち　Se hecあなたと ema生きる eleことも peq Esできなくて





　かつて競闘宮コロセウムで響いたどんな〈讃来歌オラトリオ〉とも異ことなる何かを持っていた。


　それは悲しみであり、


　切望であり、


　それゆえに美しいと感じてしまいそうになるほどの儚はかなさだった。





　hiz全ての ymy人に et r-dim uc笑われた elmei pheno,許されなかつた hec r-yubel-Ye-口づけは──





　hiz愛する ymy人に hec leya届かない Kyel Phi lishe,触れられなかつた hec hem-Ye-口づけは──





　Miqs,今はもう van nazal真つ赤に lef熔けた、 Calra鉄の ele味





　……こんな詠うたがあっていいのか。


　無む意い識しきのうち、カインツは両の拳こぶしを握にぎりしめていた。


　詠に魅み了りようされたわけではない。むしろ逆ぎやく。聴けば聴くほど、心の内が醒さめていくのを感じるほどだ。


「こんな詠……」


　名詠式は自らの望むものを、詠い、招まねくもの。


　なのに、この詠には温ぬくもりも希望もない。


　つまりこの詠も名詠式も、彼女が本来望むものであるはずがないのだ。


　なのに、なぜ彼女はこんな詠を自ら奏かなでる？


「ファウマやめるんだ。……そんな詠、願っちゃいけない」


　虹にじ色名詠士と呼よばれたカインツですら初めてだった。


　名詠式というものが、こんなにも悲しく思えたのは。





　lu hec許され r-yubelなかつた ole kis nelar夢たちよ





　Is geen巡る季節は missin遥かに余韻〈すぎて〉 lass-Ye-soliaわたしの Sec心を elen渇かせる





　だが、それでもなお少女の詠は止まらない。


　競闘宮コロセウムの観客席、その最前列の手すりに身体からだを預あずけたまま──


　目をつむり、




　　両手を広げ、




　　　　空を仰ぎ、




　　　　　　血ち濡ぬれた素す肌はだを隠かくそうともせず、




　ただ静かに、自分の詠を口ずさみ──





　deus Se ema sis coda,健やかに sis nepies?安らかに





　bieそんな xin ves願いを harp育む時は mi lihitもう alt lass過ぎて





　こぽっ。


　観客席前ぜん段だん。紅くれないの竜りゆうが自らの高熱で溶とけて残った血色の液えき体たい。その表面に小さな気き泡ほうが生まれた。


　一つ、二つ、三つ。


　気泡が徐じよ々じよに数を増まし、そして大きくなっていく。





　arma Selah,ごめんね mille-s-dia生まれ落ちた phenoria子供たち





　Se hecあなたと ema共に dia歩むことも peq Esできなくて





　気泡のその後に、まるで湖面から何かが浮うかびあがるように、血色の液体の表面から何かが這はい上がってきた。


　まず最初に見えたのは巨きよ大だいな腕うで。


　真しん紅くの鱗うろこは溶けたように剝はがれ、剝むきだしの筋きん繊せん維いの隙すき間まからは黄土色の骨ほねが見えた。二対の翼つばさはぼろぼろに穴あなが空き、もはや飛ぶことすら叶かなうまい。頰ほおの肉は削そがれ、大きく開かれた下した顎あごからは溶よう岩がんにも似にた何かが滴したたり続けている。


　それは腐くさりかけの、今にも朽くち果てるのではと思える竜だった。


「……これが」


　シャンテの言っていた朽ちかけの竜。ネシリスの真しん精せいである大海蛇シーサーペントすら及およばなかった、ファウマの本当の真精。





　hiz全ての ymy人に et r-dim uc笑われた elmei望まれ pheno,なかつた hec r-lihit口づけは──





　hiz愛する ymyあなたに hec leya届かない lishe Es,叶わなかつた hec tyna口づけは──





　咆ほう吼こうと呼ぶにはあまりに奇き怪かいな叫びを上げる真紅の竜。


　そして。





　…………Miqs,今はもう van nazal真つ赤に lef熔けた、 Calra鉄の ele味





　少女は、手すりに向かって寄よりかかった。


　否いや。寄りかかるではなく、それはまるで息いき絶たえ倒たおれるかのごとく。


「ファウマ!?」


「……こ……ない、…………で」


　自分が走り寄るのを拒こばむように、ファウマの手が弱々しく手すりを摑つかんだ。持ちあげた顔に、さっきまでの凜りんとした雰ふん囲い気きはない。小こ刻きざみにふるえる声で。


「聞きな……、っ……さっ……カ……イン」


　歯を食いしばり、吐はきだすように彼女が言葉を絞しぼりだす。


「わたしのカルラは、自らを始原の真精と名乗ったわ。最古にして最強の真精、どんな五色の名めい詠えいも大特異点も勝てるはずがないの。そうよ、たとえあなたの虹色名詠でだって、どんな名詠式だって……わたしからカルラを取り除のぞけるはずが──はず、が────」


　……取り除く？


　ファウマが言いよどんだ言葉に、カインツの脳のう裏りを一いつ瞬しゆんだけ違い和わ感がかすめていった。


　取り除く。そんな単語は名詠式においてはまず使われないからだ。


　今のような決けつ闘とうならばその名詠生物を倒す、あるいは還かえす、と表ひよう現げんするのが普ふ通つう。


　取り除くとはいったい。


「ファウマ？」


「…………あ……」


　我われに返ったように口を開け、彼女は寂さびしげな笑え顔がおで首を横に振ふった。


「ううん……何でもない…………気にしないで、わたしとあなたは敵てき同士だもん」


　瞬まばたきしたはずみにこぼれた涙なみだを手の甲こうでぬぐい、


「ごめんね、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな女で」


　その直後、糸が切れたように少女はその場にくずおれて、そして──





　一滴の、おねがい涙が、わたしに地にあの日の夢を跳ねた。諦めさせて





　──その時カインツは、ファウマの内なる叫さけびを聴きいた。


　それは涙が地表に落ちる音。彼女が手の甲でぬぐった拍ひよう子し、たった一つこぼれた雫しずく。


　そして、ばらばらだった疑ぎ問もんの欠片かけらが一つになった。


「……ファウマ、君は」


　観客席の手すりの陰かげ、意い識しきすら失い倒れた少女を再ふたたび見つめる。


　命を削けずる名詠式を使い続けた一人の名詠士。


　彼女が戦う理由はミクヴァ鱗りん片ぺんを守るため。だからこそ決闘舞ぶ台たいで自分を待っていた。


　なのに彼女は気を失う直前まで、敵であるはずの自分の虹にじ色名詠にこだわっていた。


　彼女が最後の最後まで執しゆう着ちやくしていた、その本当の理由は──


「そうか……」


　ゆっくりと視し線せんを上に持ちあげる。


　倒れたファウマと対照的、観客席で仁に王おうだちになる真紅の竜りゆうへ。


「お前が」


　ぼろぼろに崩くずれた鱗うろこと翼つばさ、表皮からしたたり落ちる赤い体たい液えき。脈動する筋きん繊せん維いの下、見え隠かくれする黄土色の骨。それはまるで、ファウマの病の末期を暗示するように。


　原げん因いん不明と言われ、どんな医者にも治せなかった彼女の病気。なるほど治せないわけだ。なぜなら──


「お前が、彼女の病気の元げん凶きようだったのか」


　彼女の力の源みなもとであり、同時に彼女の苦しみの根本。


　今ようやくわかった。彼女が最後まで伝えられずにいた願い。それは──





　……ファウマ、君は、ボクに助けを求めていたのかい？





　物心ついた頃ころからの病だと彼女は言っていた。医者からは不治の病と宣せん告こくされ、なかば見放された状じよう態たいで幾いく年ねんも。想そう像ぞうを絶ぜつする苦く痛つう。彼女の血ち塗まみれの素す肌はだを一度見るだけでそれは伝わってくる。


　そう、本当なら苦痛の根こん源げんたる真精カルラなんて憎にくくて堪たまらないはずなのだ。


　けれど彼女は、シャオという名詠士の力になるために自らカルラを受け入れた。


　病に冒おかされたぼろぼろの身体からだでエンジュまで遠えん征せいし、命を削る名詠式を使い、それでも彼女は一言も──


　自分の病が辛つらいとは言わなかった。


　自分の病が苦しいとは言わなかった。


　気き丈じように頑かたくなに、救いを求める弱音を隠かくし続けてきた。


　けれど頰ほおから零こぼれるしずくが、隠そうとしても隠しきれない、溢あふれる彼女の心の叫びを何より強く教えてくれた。





〝……カインツ、初めてわたしと会った時のこと覚えてるかしら〟


〝……あの時、わたしがどんな気持ちで虹色名詠士あなたを待っていたと思う？〟





　決闘舞台で最初に顔を合わせた時、彼女はそう言っていた。虹色名詠が見たいと。


　だけど違ちがう。彼女が何より伝えたくて、それでも伝えられずにいたこと。それはその言葉の先にこそあったはずなのだ。


　医者にも見放された、誰だれにも手の施ほどこしようのない彼女の病。


　だが、これが彼女に宿る真しん精せいの仕し業わざだというのなら────





〝カインツ、あなたの虹色名詠なら、わたしの真精カルラを取り除のぞくことができますか〟


〝あなたの虹色名詠なら、わたしを……この病から解かい放ほうしてくれますか〟





　──彼女はずっとそう叫びたくてたまらなかったはずなんだ。


　けれど、それは叶かなわなかった。


　彼女はシャオの仲間として、自分と対たい峙じする選せん択たく肢しを選んでしまったから。


〝ごめんね、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな女で〟


　敵として振ふる舞まうことを選んでおきながら、それでもずっと昔からの願いである、病からの解放という夢ゆめも捨すてきれなかった。敵として非ひ情じように徹てつすることもできず、対戦者ネシリスを傷きずつけたことにも心を痛いため、その一方で、誰より助けを求めたいのにそれを自分に言う勇気も出せない。


　そんな板いた挟ばさみにあることを彼女が一番よく知っていた。だからこそ彼女は、自分自身の気持ちに決着をつけるためここにいた──


「はっ……、ははっ……は…………なんだろうね、この気持ち」


　額ひたいに手を当ててカインツは笑った。


「虹色名詠か……」


　彼女に指し摘てきされたとおりだ。


　イブマリーとの約束の名めい詠えい式しき。自分とイブマリーにとって特別なものだからこそ、その約束以外で虹にじ色名詠を使うことはどんな状じよう況きようでも極力避さけてきた。


　──けれど今だけは、本当にそれで終わっていいのか？


　夜色名詠の少年からミクヴァ鱗片を預あずかった上で自分はここにいる。預かった者として、あの触媒カタリストを守り通す責せき務むがある。それがここにいる理由だ。


　しかし同時に、何かが胸むねの内で訴うつたえかける。


　もしこの戦いに一時的に勝利したとしても、ファウマの身を助けることができなければ、それは理想の結果と言えるのか？





〝願いが実じつ際さいに叶かなうことは望んでない。……このまま中ちゆう途と半はん端ぱに夢を引きずるならば、いっそ叶わぬことと悟さとりたい。叶わぬ望みだったと諦あきらめて納なつ得とくしたい〟





「……そんな納得なんて違ちがう。もっと別の選択肢があるはずなんだ」


　ファウマが望みを失う終わり方でなく、彼女が救われるような選択肢──


　最古にして最大の真精、朽くちゆく腐ふ敗はいの竜りゆうカルラ。今ある五色の名詠では、ファウマからカルラを引き剝はがすだけの力はない。


　だからこそ彼女は、虹色名詠に最後の望みを抱いだいていた。





〝あなたの虹色名詠なら、わたしを……この病から解放してくれますか〟





「……ねえ、本当にふしぎだよ」


　ここにはいない誰かに向け、カインツは空を仰あおぎ見た。


　かつて虹色名詠は、自分と『彼女』の二人きりの約束のはずだった。それが今、はじめは二人だけの他愛たわいもない約束だったものが、こうして他者からの憧しよう憬けいになっている。


「ボク自身、自分の名詠式でどれだけのことができるかなんて、たぶんこれっぽっちもわかってない。けどね──」


　目の前に、自分にすがりたい一心で待ち望んでいた少女が倒たおれてる。


　淡あわい期待を抱きながら、それを伝える勇気が出せなかった本当に弱い少女が。


「ここでファウマを助けられないのは、やっぱり違う気がする。このまま見て見ぬふりをするのは……したくないんだ」


　かつて自分は、病びよう床しようのイブマリーのそばにいてやることができなかった。彼女に会いたくて世界中を旅したのに、探さがしだすことも、そして看かん病びようしてやることもできなかった。


　そして今ここに、全身を蝕むしばむ奇き病びように冒おかされて地に倒れたファウマがいる。


　自らの命よりもなお自らの名めい詠えい式しきを選んだ二人の少女。


　共に、出会ったきっかけは虹色名詠。


「……なにも君とファウマを重ねて見ているわけじゃない。ただ、あの時と同じ後こう悔かいだけはしたくないから」


　今、かつての悔かい恨こんの再さい現げんとも言える状況が立ちはだかっている。


　決して望まぬ境きよう遇ぐうを背せ負おい、自らが朽ち果てる時をただ待つだけの少女。


「あの時は何もできなかったけど、何もできなかった悔くやしさがあるからこそ現い在まのボクがあるんだと思う。だから──」


　子供むかしの自分になくて大い人まの自分にあるもの。


　大人になることでたった一つ得たもの、それが虹色に輝かがやく名詠式なのだから。


「現い在まのボクならきっと何かができるはずなんだ」


　ファウマの身体からだを蝕むものがカルラという真しん精せいならば。


　そして、虹色名詠で彼女を助けられる可か能のう性せいがあるというのなら。


「……君以外の人のために、ボクの勝手な気持ちわがままで詠うたうことを」


　詠えない名詠士。


　詠う相手イブマリーのいない名詠士。


　あの日からずっと、もう詠うことはないと思ってた。


「ねえ、君は許ゆるしてくれるかい」


　竜の咆ほう吼こうが突とつ風ぷうとなり髪かみをゆらした。


　猛もう烈れつな地じ響ひびきを立てて観客席を闊かつ歩ぽするカルラ。


　直立したその大きさは十メートル近い。だがなお刮かつ目もくすべきはそれが纏まとう狂きよう気き性せい。高熱、強きよう酸さんの体たい液えきを撒まき散らしながら無言で近づいてくる姿すがたは、冬の冷気よりなお鋭するどく背中を凍こおらせる。


　その相手に、カインツは自ら足を前へ進めた。


　決けつ闘とう舞ぶ台たいの中央、すなわち観客席にいる真精から最も目だつ場所へ。


　始原の真精。暴ぼう走そうする名詠生物を前にしてなお、その瞳ひとみに怖おそれはなかった。


「いつか必ず謝あやまるよ。だけど今だけは──」


　虹色名詠は、たった一人の少女と約束を誓ちかったことで始まった。


　それから時を経へて、とある学園の競演会コンクールで。


　虹色の光が福ふく音いんのごとく世界を包み、そして彼女と一いつ瞬しゆんの再さい会かいを果たした──それはあの日あの瞬間のためだけの、カインツですら二度できるかわからない特別な名詠式。


　けれど、必要なものはそれではない。


　今必要なものは約束でも何でもなく、もっと単たん純じゆんに、助けを求めている者に応こたえられる虹色名詠──願わくば、彼女フアウマを助けられる名詠式。


「今だけは見守っててくれるかな。イブマリー」


　無人の観客席。目もく撃げきする者も記録に残す者もいない競闘宮コロセウムで。


　それでも確たしかに、その場には。


　かつて夜色の少女が生しよう涯がいただ一人想おもいを寄よせた、約束の少年カインツ・アーウインケルがそこにいた。





〝……ばか。いちいちわたしのことなんか気にかけて。らしくない〟


　それは、小さな小さな笑い声。


〝そう、そうやっていつもどおり飄ひよう々ひようと構かまえてればいいの。コートに手でも突つっこんで、本気か冗じよう談だんかもわからない空とぼけた顔で──そして、自分の信じることをやればいい。それがわたしの知ってるカインツなんだから〟





　Te shanis煌めく pel鈴よ cela-Ye-soa祝して響け





　eis qo,その日、 elmei全ての pheno子供が et xiss世界のどこかで ferm lef I聴いていた





　詠えない名詠士。


　セラフェノ音語はいつ、誰が創そう造ぞうしたのか──その謎なぞに疑ぎ問もんを持つがゆえ、今まで〈讃来歌オラトリオ〉を進んで詠うことはためらわれた。それは今も大差ない。


　そのはずなのに、詠は自然と溢あふれていった。そう、自分の命を削けずり続けて意い識しきを失ったファウマには、もはやそれ以外にいかなるものも届とどかないのだから。





　Uhwいつか et pile心の kyel奥深く missis-l-Egunis遥かな elen,隙間へ fears 落とした願い





　phias思い描いた lue音色は nazyu泉と peqともに huda涸れ





　eisあの日の evhe旋律は kis eyen飛沫の loshように








　観客席の椅い子すをなぎ倒たおし、腐くさりかけの竜りゆうが空を舞まう。大小無数の穴あなが空いた翼つばさを羽ばたかせる姿はあまりに不ぶ恰かつ好こうで、それは浮ふ遊ゆうでなく跳ちよう躍やくとしか呼よべないものだった。


　地面に亀き裂れつを生みながらも竜が決闘舞台に着地する。側面の石壁は砕くだけ、竜の体液が触ふれた部分が酸さんに侵しん食しよくされて溶とけていく。


　口こう蓋がいから、身体からだの表皮から、いたる箇か所しよから滴したたり落ちる竜の体液。それが地面の亀裂に注ぎ、侵食し、決闘舞台はまたたく間に赤い湖に姿を変えた。


　触れただけでその身を灼やく酸の海。





　ォォォ……ッッォォォ……





　竜が吼ほえると同時、その体液が意い志しあるかのように破は裂れつした。決闘舞台の端はしで溜たまっていた赤の体液が氾はん濫らんし、津つ波なみのごとく膨ふくれあがって決闘舞台を蹂じゆう躙りんする。


　津波が襲おそう標的は舞台中央──枯かれ草色のコートを羽は織おった名詠士。


　破裂した飛沫しぶきが火の粉のように、氾濫した高熱の体液が津波のように押おし寄せる。


　じゅっ……ううぅうっっ……。


　酸性を帯びた超ちよう高こう熱ねつの体液が舞台の地面を溶かす。しかしその場所に、枯れ草色の名詠士の姿はなかった。


　標的を見失った竜りゆうが舞ぶ台たいを見下ろす。が、やはり名めい詠えい士の姿はどこにもない。


　竜が頭を持ちあげた、その時。





　viefa quo,遠い missin roo,遥か ferm lef I世界のどこか





　tih-l-Iesis yahe,七色の言の葉 van忘れて delis kamyu etしまつたという ele Miqs記憶だけ





　詠は決けつ闘とう舞台でなく観客席の最さい後こう尾び列れつ──


　競闘宮コロセウムで最も高い位置、舞台を踏ふみ抜ぬく竜を見下ろす場所にカインツは立っていた。


　その上空には彼を運んだ巨きよ鳥ちよう。


　虹にじ色の翼を持つ名詠生物が羽ばたいていた。





　mihasそれは kis愛しく lishe-di-elfa懐かしい痛みで





　Phiこの E yum小さな xedelis傷痕だけが、 clar貴方に uc getie歌を arsic思いださせる





　その〈讃来歌オラトリオ〉は終わらない。


　階かい段だん同士をつなぐ踊おどり場に立ち、腕うでは力を抜いたように下げた恰かつ好こうで。ただ両の拳こぶしを握にぎりしめ、カインツは目を閉とじていた。





　……Calra-l-Bediwsカルラ・ル・ヴエデイウス・ Leoレオ・ Lecieレーシエ【カルラ　悲しき赤病の冬ふゆ姫ひめ】





　体たい液えきを吐はきだす竜の口が、先の咆ほう吼こうと明らかに異ことなる種の「言葉」を吐きだした。


　自らの名を宣せん言げんする真しん精せい。


　直後、ぶつっっ、と何かがへし折れた音が決闘舞台にこだました。


　竜の背せ中なかに生えた二対の翼が根本からちぎれ、落下。


　砂すなの地面に墜つい落らくした途と端たん、酸が地面を焼く音と強きよう烈れつな腐ふ臭しゆうを撒まき散らし、どろりと液えき状じよう化かして真しん紅くの水たまりを作りだす。


　翼を失った真精、その前後左右に生まれた血色の泉。


　こぽっ──その表面に再ふたたび気き泡ほうが浮うかびあがった。





　Te shanis煌めく pel鈴よ cela-Ye-soa祝して響け





　bieそれは evhe Is,世界を巡り yum edel透きとおる noi泉の xearc中へと huda沁みていく





　無数の気泡と共に、血色の泉の水面が小こ刻きざみに震ふるえだす。震えは徐じよ々じよに大きくなり──


　ごぽっ。


　赤い水面を突つき破やぶり、真紅の巨きよ腕わんが姿すがたを見せた。


　真紅の鱗うろこが剝はがれ落ちた腕うで、そして翼、頭部。それも四つの泉からまったく同時、共時シンクロするかたちで真紅の名詠生物が現あらわれる。


　翼を失った最初の一体──その前後左右に真紅の竜がさらに四体。


　直径五十メートルからなる決闘舞台は、五体の真精によって占しめられた。


　昂たかぶる蒸じよう気きが汽笛を鳴らすがごとく、五体の真精が同時に吼える。五体がそれぞれ別の音階──それは歪ゆがんだ不協和音からなる五ご重じゆう奏そう。


　決闘舞台の砂すな地じを巻まき上げ、観客席の椅い子すを震わせる音の波。


「…………」


　コートを伝わる咆ほう吼こうの震しん動どうを受け、カインツもまたまぶたをあけた。


　見下ろす先は決闘舞台。十の視し線せんと真っ向から対たい峙じする。


　カルラ──五体にして一体を構こう成せいする真しん精せい。一体につき一箇所、両手両足そして声帯。少女フアウマの身体からだに巣くい、その身にいたましき熱と疼うずきを宿す。


　観客席上部の名詠士、決闘舞台の真精。互たがいの視線が捻ねじれるように絡からみ合う。……が、視線の交こう叉さは一いつ瞬しゆんだけだった。


　五体の竜が目を閉とじ、その場で凍こおりついたように動きを止めたのだ。


　この場にシャンテがいたならば心から恐きよう怖ふしていただろう。なぜならそれは、この竜が体内の高熱を解放し破は裂れつする前兆なのだから。





　Telmaどこか yehle心の syuda奥深く noi missin遥かな elen,彼方へ sfrei結んだ ciel誓い





　kyel raqis苔むした huda,泉 kei tes lue降りそそぐ bloz-Ye-miel雫と音色





　noeいつか elmei全ての pheno子供が et xiss,聴いていた、 Uhw忘れて kis r-delis uzしまつたはずの clar歌





　決闘舞台に佇ちよ立りつする五体の竜、その巨体が一秒のずれもなく同時に膨ぼう張ちようした。


　時間が経たつごとに体内の熱が高まっていく特とく性せい。その熱が竜りゆうの身体からだに耐たえきれる限げん界かいを超こえた時、何が起きる？


　熱ねつ膨ぼう張ちよう、そして破裂。超ちよう高こう熱ねつかつ酸さん性せいの体液、そして吹ふき荒あれる熱波。青の大特異点として名めい詠えいされた大海蛇シーサーペントの暴風雪ブリザードでさえ三体分の破裂を抑おさえられなかった。ならばそれがこの状じよう況きよう、五体分ならばどうなるか。


　にもかかわらず。


　そんな状況を誰だれより間近で、誰より察していながらも、枯かれ草色の詠うた使つかいは自らの詠を中ちゆう断だんしようとはしなかった。





　viefa quo,遠い missin roo,遥か fel fermどこかから





　tih-l-Iesis yahe,七色の言の葉 van世界を Sophit巡る Is riss loar想いだけ





〝ボクと勝負しないか？〟


〝君が夜色名詠を完成させる前にボクは五色を究きわめる。あと二十年、いや、十年以内にやってみせる。だから君も約束してくれ。君が生きてるうちに夜色名詠を完成させてボクに見せるって〟


　……ボクは────虹にじ色名詠士になれたのかな。


　見上げたそこには夜空があった。開放型の天てん井じようからのぞく小さな夜。


「願わくば、イブマリー」


　コートのポケットに入れたままだった右手を引き抜ぬく。


　右手に握った色とりどりの宝ほう石せき。極ごく彩さい色しきに輝かがやくその色が等しく混まじりあい、融ゆう和わ。


　その手には既すでに、虹色の輝きをした何かがあった。





　xinそれは kis愛しく lishe-di-elfa懐かしい瞬間で





　vanその getie小さな phes温もり leyaだけが、 Phi Es貴方に歌を wincle clar届けてくれる





　紅くれないの竜が閃せん光こうとなり、破裂した。


　血色の光が奔ほん流りゆうとなって押し寄せ、決けつ闘とう舞ぶ台たいと観客席を瞬時に紅に染そめ上げる。それに続くかたちで猛もう烈れつな熱波、そして意い識しきごと吹き飛ばす音の衝しよう撃げき波は。


　決闘舞台の石壁が砕くだけ、ボルトで固定していたはずの観客席が落ち葉のように吹き飛んでいくその中心で──


「君の下もとまで届とどきますように」


　カインツは、右手の輝きを夜空目がけて頭上に掲かかげた。





　Risそれは sia sophia,あの日 Heckt ele,あの時の、 Selah pheno歌の sia-s-Hecktような Laspha虹色で
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　……あれ……あたたかい？


　身体を包むほのかな暖あたたかみに触ふれ、ファウマはかすかに顔を持ちあげた。


　なんだろう。この光、何色だろう。赤に緑に青、黄に白。暖だん色しよくも寒色も全部が綺き麗れいに重なって織おり合わさって…………


　……虹色？


　気を失ってどれほど経たつかもわからない。状況も摑つかめぬまま半開きの瞳ひとみで手すりを探さがし、観客席の最前列でふらふらと立ちあがって──





　目の前の世界が、虹色の雪を浴びてきらきらと輝いていた。





　七色に光る雪の結けつ晶しよう。


　決闘舞台、観客席へと降ふり積もり、開放天井を伝わって屋外の世界までも。


　まるで大きな大きな虹の中に入ったように。これ以上ないほど強い極彩色のはずなのに、どれだけ長い間見つめても不ふ快かいどころか心ここ地ちよい。


　雪の結晶が肌はだにふれ、小さな雫しずくとなって溶とけていく。それは暖かい雪だった。


「ああっ……」


　言葉にもならない声が胸むねの奥おくから生まれていく。


『……綺麗……』


　それは自分の声ではない。


　決闘舞台の五体の竜。それが全く同時に、消え入りそうな声で呟つぶやいたものだった。


『……あた……たかい……』


　突とつ然ぜんに、中央にいた一体が膝ひざを突つく。


　連れん鎖さするように次々と。


　──そんな、うそ…………こんなことって。


　カルラの激げつ昂こうが鎮しずまっていく？　始原の真しん精せい。その力の巨きよ大だいさゆえ、名詠者である自分にまで熱病として余よ波はを与あたえるほどの存そん在ざいが。


『…………』


　凍こおりついた雪が陽ひの光を浴びて溶とける光景さながらに、紅の竜の身体からだからほのかな赤い光の粒つぶが空に向かって上っていく。


　カルラが還かえっていく。


　それも抵てい抗こうするどころか、自らそれを望んでいるように。にわかに信じられる光景ではない。けれど、それをふしぎと思わせないだけの安らぎがこの光には満ちていた。


　五体の真精が消え、静まりかえる決闘舞台。


　それと共に、溢あふれる虹色の光も少しずつ夜空の中へ吸すいこまれるように──


「あ……」


　天に帰っていく光へとファウマは必死で手を伸のばした。


「ま……っって……まだっ……」


　あの輝きをまだ見ていたい。


　あの温もりをまだ感じていたい、全すべてを忘わすれて温もりの中に身体を浸ひたしていたい。


「お願い、もう少しだけ……っ！」


　最前列の落下防ぼう止し用として設せつ置ちされた手すり、そこから身を乗りだしてもまだ届とどかない。


　摑つかめなくていい、せめて指先だけでも触ふれられたのなら────ふわふわと風に乗る光の粒りゆう子しに、確たしかに触れたその瞬間。


　ファウマは観客席から転がり落ちた。


　…………あ。


　身体が言うことをきかない。観客席から下まで何メートルあるんだっけ……たぶん落ちたら怪け我がじゃすまないだろう。でも落下してるのに指一本動かせなくて、ただただ硬かたい砂すな地じが近づいてくるのが見えるだけで…………


　目を閉とじる寸すん前ぜん、枯かれ草色の何かが見えた。


「っと！」


　地表に激げき突とつする寸前、自分の身体がふわりと浮ういた。


「びっくりしたよ、いくら何でも観客席から落ちるなんて」


「カインツ？」


　目の前、本当にすぐ近くに彼の顔。はにかみながらの苦く笑しよう。抱だきとめてくれたのだと気づくより、彼のそんな表ひよう情じようの方から目が離はなせなかった。


「……あれは」


「ん？」


　──なんて綺麗な名めい詠えい式しき。


　そう告げるのがふしぎと恥はずかしくて、わざと空とぼけることを選んだ。


「あれが虹にじ色名詠？」


「それはボクじゃなく君が決めることかもね」


「……なんで虹色名詠式が『Hecktヘケト』なの？」


『Keinez赤』・『Ruguz青』・『Surisuz黄』・『Beorc緑』・『Arzus白』


　五色の名詠式で用いられる単語は音色によって決まっている。


　カインツが虹色の蝶ちようを名詠した時から気になっていた。あの時彼は、


　──『Heckt虹の歌』──


　その単語を、虹色名詠の起動に用いていた。


　セラフェノ音語における『Heckt』とは、本来なら『Neckt』と共に否ひ定ていを意味する言葉。


「否定……するのが虹色名詠なの？」


　あの虹色の輝かがやきが何を否定するのかファウマには納なつ得とくいかなかったのだ。


　否定という言葉に良いイメージを持つ者は少ないだろう。それが虹色名詠の煌きらめきと符ふ合ごうするとは思えない。


「似に合あわないかな？　ずっと前から、虹色名詠には『Heckt』を使おうって考えてたんだけど」


「逆ぎやくに訊ききたいくらい。どうしてそれが似合うだなんて」


　言いかけておきながら、ファウマは言葉なかばで口をつぐんだ。


　枯れ草色のコートを羽は織おった名詠士が、まるで子こ供どもがとびきりの発見を大人に報ほう告こくするような笑え顔がおでこう言ったから。





「否定の否定は、強い肯定だよ？」





　できないはずがない。


　五色の名詠を制せい覇はなんてできない────そんなはずがない。


　虹色名詠なんてできない────そんなわけがない。


　不ふ可か能のうと呼よばれる領りよう域いき、名詠式の限げん界かい。その突とつ破ぱ。カインツ・アーウィンケルが十年以上も前から思い描えがいていた夢ゆめを、ファウマはようやく理り解かいした。


　……だから、そんな単語を。


　虹色名詠が否定するものは肯定ではない。人の成長を止めてしまう否定できないという意い識しきそのものなのだ。それを願う彼だからこそ、虹色名詠もまた彼を選んだ…………


「……なによそれ、ほんと子供みたいな発想」


「やっぱり似合わないかな」


「…………」


　素す直なおに言うこともできなくて、顔をそらすのが精せい一いつ杯ぱいだった。


「降おろしても平気かい」


　こくんとうなずくと、彼はそっと自分を砂地に降ろしてくれた。


　……あれ？


　しかし彼はと言えば、自分を降ろして手持ちぶさたになった後も、いつになく決まり悪そうに視し線せんをそらしたままだ。自分が見上げてもそっぽを向いたまま。


「カインツ？」


「今になって言うのもなんだけど、何か着てもらえるとありがたいな」


　ふと、コートを羽織った彼と自分を比くらべ──今さらながら、ファウマは自分が素す肌はだを晒さらしたままのあられもない姿すがたであることを思いだした。でも、それが何だろう。戦う前だって、彼が決けつ闘とう舞ぶ台たいに現あらわれた時から自分は服も包帯も脱ぬいだ状じよう態たいだったのに。


「？　わたしさっきと同じ姿だけど？」


「いや……さっきはお互たがい距きよ離りがあったから。今は距離が近くて……その、やっぱり良くないよ。お互いに」


「わたしは見られても平気」


「……わかったよ、ボクの負けだ。お願いするから服を着てくれないかな」


　彼が視線で示しめすのは地べたに座すわる自分の真横、ネシリスとの戦いの際さいに地面に脱ぎ捨すてた薄うす絹ぎぬの衣い装しようだ。


　素肌の上に直ちよく接せつ上着を着る感かん触しよくに顔をしかめつつ、それでも服の袖そでに腕うでを通していく。乾かわききらぬ血ち糊のりが服に張はりつき、薄絹の裏うら地じから表へと染しみこんで……


　…………


　……そっか。


　今一度自分の素肌を眺ながめ、ファウマはカインツに悟さとられぬように息をついた。


　病の原げん因いんたるカルラが消えたとて自分の傷きずが劇げき的てきに治るわけではない。病びよう症しようが改かい善ぜんに向かうかどうか、それはきっと、これからの自分次し第だいなのだろう。


　だからこそ気がかりだったものは自分の身体からだより、むしろ──そう、わたしを受けとめた時、彼のコートだって……


「カインツ、あ、あの。ええと」


「ん？」


　振ふり向く彼を正面から眺ながめ、ファウマは思わず息を止めた。


　枯かれ草色のコートの肩かたから腕の部分にかけ、生々しい血の痕あとがべっとりと付着していた。ほかでもない、落下する自分を受けとめた際さいの血けつ痕こんだ。


　どれだけ丁てい寧ねいに洗あらっても完全に落ちることはないだろう。自分の衣服で何度となく経けい験けんしたことだ。そもそも彼の着ているコート自体、水みず洗あらいなんてできるものかどうかもわからない。もしかしたら、もうずっとそのままで……


「そのコート……替かえは……ないのよね。貰もらいものなのよね」


「君が気にすることじゃない。ボクがしたことだから」


　はにかむ表ひよう情じようを微び笑しようへと移うつし、カインツはおどけたように首を振っただけだった。


「それより、アレはもういいかな」


　彼が横目で見み据すえる先に、大人が抱かかえるほどあろう巨きよ大だいな白い石。


　ミクヴァ鱗りん片ぺん──先の戦いでも、あの触媒カタリストだけはまるで無む傷きずのまま安置されていた。


「……守れなかったわたしが悪いんだもん。好きにして」


　カルラも消えた。それにもう身体が動かない。シャオたちにも心配されているだろう。自分が負けたことを責せめるより、あの三人はわたしの身体のことを気にかける。そういう仲間なんだ、あいつらは。だからこそ自分も何かしたくて、そのためにエンジュまでやってきた。……でも最後の最後で負けた。完敗だった。


「カインツはミクヴァ鱗片をどうするの」


「あいにくのところボクは事情を摑つかめてないんでね。とりあえずは一いつ緒しよに来てる〈イ短調〉の先せん輩ぱいに預あずけることになるかな」


「でも預け──」


　預けただけじゃ解かい決けつになりはしない。


　そう言いかけた言葉は、喉のどの奥おくに溜たまった血の味と混まざって消えた。


　……そうか、カインツは知らないんだ。


　調ちよう律りつ者しやアマデウスとミクヴェクスの争あらそい。セラフェノ真言。セラの庭園。彼はその背はい景けいを知らぬまま争いの渦か中ちゆうに飛びこんだ、いわば調律者たちさえ予期せぬ来らい訪ほう者しや。


　彼は知らない。この触媒カタリストがどれだけ大事なものなのか。過か去こどれだけ多くの名詠士が、この触媒カタリストを巡めぐって争ったか。彼のミクヴァ鱗片に対する意識はきっと、暴ぼう走そうの危き険けんを孕はらんだ正体不明の触媒カタリスト、その程てい度どのものなのだ。


「聞いてカインツ、あの点てん滅めつしてる石はただの触媒カタリストじゃ」


　反対側の入口の脇わきに置かれたままのミクヴァ鱗片を指さして。


「……え？」


　指さしたまま、ファウマは自分の目を疑うたがった。


　ミクヴァ鱗片はその表面に鱗うろこに似にた紋もん様ようのある石だ。その紋様がぼんやりと光を放って点滅し、あたかもそれが脈動するように動いて見えるというのが最大の特とく徴ちようである。


　そのはずが……紋様の脈動が止まっていた。


　光を放つこともなく、河かわ岸ぎしに落ちている白石と何ら変わらないようにひっそりと。


「触媒カタリストの動きが止まった？」


　カインツすら目を細めミクヴァ鱗片を睨にらみつけている。


　これはいったい──





　異い変へんは、その直後にやってきた。




五奏　『殻からより目覚めるもの』
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　競闘宮コロセウム、三さん叉さ路ろ。


　ごっ！　という音と同時、その衝しよう撃げき波ははやってきた。床ゆかが抜ぬけおちたような感覚に足の自由を奪うばわれ、ネイトは間近の壁かべに手をついた。


　壁の装そう飾しよくが次々と剝はがれ、天てん井じようの照明も地じ震しんの影えい響きようで点滅を繰くり返す。遠くで何かが割われた音、おそらくどこかで照明が落下したのだろう。


　──この揺ゆれは誰だれかの名めい詠えい式しき？


　かつて競演会コンクールで五色のヒドラが生まれた時、その前兆で似た震動があった。しかし今度のものはあまりに長く、そして規き模ぼが常じよう軌きを逸いつしている。


「始まったか」


　シャオの口から洩もれる嘆たん息そく。


　競闘宮コロセウム全体が怯おびえたように震ふるえる中、その黒くろ法ほう師しだけは壁に寄よりかかることもなく、まるで別の空間に立っているかのように平然と佇ちよ立りつしていた。


　しかし今までと一つ異ことなる点は、その表情に苦々しい歪ゆがみが混まじっていたことだ。


「これも……」


「自分の仕し業わざ？　いや、これは自分にとっても想定の外だよ。正せい確かくに言うならば、可か能のう性せいとしては考えていたけれど、あまり歓かん迎げいしたくない事象だった」


　自分の耳を疑うたがった。


　この名詠士ですら歓迎したくない事象、そんなものがあるなんて。


「想定外の要よう因いんは二つ。他ほかならぬあなたとクルーエルだ」


　作り物めいた白い人差し指を天井へ伸のばすシャオ。


「一つ目。まずミクヴァ鱗りん片ぺんの奪だつ取しゆの際さい、まさかあなたがここまで粘ねばるとは思わなかった。『セラの庭園』から帰き還かんされ、さらには庭園に置いてきた自分の触媒カタリストまで回かい収しゆうされた。これによって自分がミクヴァ鱗片に触ふれるタイミングがずれてしまったからね。ミクヴェクスの名詠、つまり孵ふ化かのタイミングに狂くるいが生じた……これはミクヴェクスの名詠を良しとしないあなたにとっては好都合と言える。しかしこれ自体は些さ末まつであり、この震動の直ちよく接せつの要因ではない。本当の要因はもう片かた方ほうだ」


　二つ目──そのつぶやきと共に、シャオが二本目の指を天井へと向ける。


「原因はクルーエル・ソフィネットなんだよ。アマリリスの守しゆ護ごによって十歳さい以い降こうも自らの自じ我がと記き憶おくを保つことで、残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトは思わぬ方向に進化を遂とげた。つまり調律者としての成長。これによってクルーエルはミクヴェクスを無む意い識しきのうちに拒きよ絶ぜつしはじめた。……アマリリスのもくろみは半分成功したが、唯ゆい一いつの誤ご算さんは、その拒絶があまりに強すぎたことだ」


「……どういうこと」


　クルーエルがミクヴェクスを拒絶するまでに成長した。それは彼女が残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトという役目から抜ぬけだすには悪いことではない気がする。拒絶が強すぎるなんて表ひよう現げん、なぜそれがアマリリスの誤算になりうるのか。


「ミクヴァ鱗片は、そんなクルーエルの接せつ近きんに対して一種の抗体反応アレルギーを生じてしまっている。これはかつて風の生まれる島ツアラベルで、アマリリスがミクヴェクスの名詠に介かい入にゆうし、かわりに自らがこの世界に生まれたことに起因する。ネイト、覚えているでしょ？　その時に何が起きたのか」


　風の生まれる島ツアラベル、そして風の砕けた日ゲシユタルロア。


　かつてシャオがミクヴェクスを名詠する時にアマリリスが行った介入。それにより自らがミクヴェクスのかわりにこの世界に名めい詠えいされた。この時、アマリリスとミクヴェクスという調ちよう律りつ者しや同士の対立が大だい爆ばく発はつ──島一つを焦しよう土どに変える災さい厄やくを巻まき起こした。


「まさか……」


　頰ほおを冷たいものが伝っていく。


「そう、今ここで風の砕けた日ゲシユタルロアが再ふたたび起きようとしている。かつてはアマリリスとミクヴェクスの対立だったが、今回はクルーエル本人とミクヴァ鱗片。その拒絶反はん応のうが力として外部に発生したものが風の砕けた日ゲシユタルロア。特に今度のものは二度目、かつてのものより規模が小さいとは思わない方がいい」


　名詠式を司つかさどる調律者同士の反発。それがこの競闘宮コロセウムを中心に起きればどうなるか。


　競闘宮コロセウム、凱がい旋せん都市を焦土に変えてもまだ不十分たりない。その余よ波はだけで周囲の都市も瓦が礫れきに埋うまることもありうる。


　シャオはそう言っているのだ。


「そんな……」


「助かりたい？　それなら簡かん単たんだ、爆発の直前に知り合いを連れて『セラの庭園』に逃げこめばいい」


「──ふざけるなっ！」


　鳴動を続ける大地。力ずくで鎮めるつもりでネイトは床を踏ふみつけた。


　シャオの提てい示じした選せん択たくは、自分たちが助かるという点では間ま違ちがっていない。けれど。


「……ほかの人たちはどうなるのさ」


「もちろん爆発に巻きこまれる。ではどうする？　仮かりにあなたと自分が今からエンジュの人間を避ひ難なんさせるとして、どうあがいても一割わりの救出すら間に合わない。残り九割、そしてエンジュ以外の都市の人は？」


「…………やっぱり」


　思った通りだった。この名詠士もそれを承しよう知ちした上で──自分がシャオの案を拒きよ否ひするなんてことは最初から知っていた。それは選せん択たく肢しを与あたえるようで、実じつ際さいは選択肢などなき提示。


「みんなが助かる方法は……」


「一つだけある」


　そう告げるシャオの表ひよう情じようは微び笑しようだった。


「そしてネイト、これはあなたとクルーエルで決めるといい」
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　競闘宮コロセウム、四階資料閲覧室。


　じゃりっ……細分化した硝子ガラス。踏み砕くだかれ、さらに小さな粒りゆう子しとなる音が響ひびく。


　止やむことを知らぬ鳴動を足先に感じながらも、クラウスは平然と歩を進めていった。


　揺ゆれる足あし下もとと対照的に、部屋の内部は驚おどろくほど静かだった。


　展てん示じしてある資料のことごとくが壁かべから落下し、木もく製せい棚だなも大半が床ゆかに倒たおれている。既すでに行き着くところまで行った後なのだ。


「シャオに合流しようと思った矢先にこれだもんな、……よお旦だん那な、ごぶさた」


　そんな状じよう況きようで、瘦そう軀くの祓名民ジルシエはまるで気楽な様子で鎗やりを掲かかげていた。


「久ひさしぶりだなアルヴィル」


　祓ジ戈ルを右手に携たずさえたまま、歩調を変えずに距きよ離りを詰つめる。視し線せんはその男でなく、床に膝ひざをつき、今まさに立ちあがろうとしていた少女。


「……親おや父じ？」


　亜あ麻ま色の髪かみ、赤しやく銅どう色に日焼けした少女が顔を持ちあげた。


　──まぶたの周りがわずかに腫はれていた。


　エイダ。夏に会ってから二、三ヶ月ぶりか。まさかこんな場所、こんな時に出会うとは思っていなかったが。


「さあて色々きまずいよな、どうするべきか」


「アルヴィル、聞きたいことがいくつかある……わかっているな」


　娘むすめがここまで感情を露あらわにして泣きはらすのは父親クラウスの記き憶おくにない。物理的な痛いたみや苦しみで泣く娘ではない。鎗で一戦交えたようだが外がい傷しようもなきに等しい。ならばもっと別の何か──


　そこまで思考を巡めぐらせながら、クラウスは一度その思考を遮しや断だんした。


　父親は二の次。今は別の役目がある。


「祓名民ジルシエを抜ぬけて何をしていた。この真夜中、競闘宮こんなばしよに忍しのびこむことと無関係ではないだろう？」


「何をしてたかってぇと、まあ大陸を回ってきたかな。旦那の若わかい頃ころの真ま似ね事ごとみたいなもんだ。なかなか面おも白しろい奴やつらとも会えたし、俺おれにしては有ゆう意い義ぎな感じだったぜ」


「その面白い奴らというのがお前の仲間か」


「まあそうだな──っと、旦那の愛まな娘むすめが置いてけぼりだぜ。コイツには俺以外のこと話してないんで、旦那から話してやらないと伝わらないんじゃねえの？」


　視界の端はし、自分の真横に近い位置で小さな物音。それが何を意味するかを悟さとり、クラウスはあえて振ふり向かなかった。


「……どういうことだ親父。それに、なんで親父がここにいる」


　鎗の柄えを支ささえにエイダが立ちあがっていた。


「競闘宮コロセウムで起きた昼間の騒さわぎ、あの段だん階かいでシャンテから報ほう告こくがあった。カインツと共に駆かけつけてみれば、どうも昼間の騒ぎの原げん因いんになった触媒カタリストを狙ねらう連中がいるらしいな。……ミクヴァ鱗りん片ぺんと言ったか」


「やーれやれ、あの虹にじ色名詠士も来てるとはね」


　祓ジ戈ルの柄で床をトンと叩たたき、アルヴィルが天てん井じように向かって溜ため息いき。


「姫ひめさんもさすがに二戦は厳きびしいか。姐あねさんも長期戦やれる身体からだじゃないし、どうしたもんかね。我われらがリーダーにいたっては、そもそも戦うなんて気があるのかないのか」


「リーダーとやらはどこにいる？」


「残念、俺も知らないんだ。まあ二つに一つってとこか。姫さんが守ってるミクヴァ鱗片を手に入れるっつぅんなら決けつ闘とう舞ぶ台たい。あとは……『ネイトに興きよう味みがあるんだ』って前々から言ってたし、そいつの相手じゃねえの？」


　空とぼけた風にアルヴィルが首を振る。


　が、おそらく噓うそではあるまい。


「で、逆ぎやくに訊きくけど旦那は何しに来たんだ？　決闘舞台の触媒カタリストを取り戻もどしにでも来たってか。──いや、それならこんなとこ来ねえよな。おおかたミクヴァ鱗片については虹色名詠士に任まかせて、旦那は愛娘ほか残りの救助ってとこか。それなら俺相手に時間食ってる場合じゃないんじゃねえの？」


「それをお前から言われるとは心外だな」


「いや、俺も少し事じ情じようが変わってきた」


　アルヴィルの鎗先が天井から足下へ。カツッ──足下を穿うがつ小さな一いち撃げき。


「こればっかりは本心で言うけど……旦那、この揺れはちっとヤバイぜ」


「知っているなら話してもらおう」


「俺もシャオからちっとしか聞いてないけど、あいにく事じ態たいは最悪ってやつだ。俺らがどうにかできる範はん疇ちゆうじゃあなくなった。……一時間後なのか数分後なのか、ってのはわからねえけど」


「だから、何がだ」


「ん？　まあ簡かん単たんなことだよ旦那」


　床に転がった時計を一いち瞥べつし苦く笑しようする祓名民ジルシエ。


　そして。


「競闘宮コロセウムどころか凱がい旋せん都市が吹ふき飛ぶ。それこそ跡あと形かたなくな」
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　地面をひっくり返したような揺れは、何の前まえ触ぶれもなくやってきた。


「地じ震しん？」


　エンジュの街路を駆ける足を止め、クルーエルはその場に片かた手てをついてしゃがみこんだ。


　最初は建物の壁かべに寄よりそうことも考えたが、その壁すらパラパラと小さな破は片へんが剝はがれていく。街灯も砕くだけたのか、甲かん高だかい音と共に周囲の明かりすら消えてしまったほどだ。


　……まだ止やまない？


　直下型の地震かと思ったがどうも様子がおかしい。まさかこれも、アマリリスから教えてもらったミクヴェクスに関係がある？


「でも、行かな──」


　立ちあがろうとした途と端たん、頭の中を揺ゆさぶるような震動に目眩めまいを起こした。


　……だめだ、とてもじゃないけど走れるような揺れじゃない。


　足あし下もとを伝わる震動に指先まで震ふるわせながら、それでも制せい服ふくのポケットから緋ひ色の花を取りだした。





　Miscross,ミスクルス、 En luわたしの deus声が Sec lube leya聞こえますか





　緋色の花からこぼれる光の粒りゆう子し。光の粒子がさらに無数の花か弁べんに姿すがたを変え、その無数の花弁がさらに無数の羽根へ。赤く燈もえる無数の羽根が周囲を包み──


『…………』


　周囲を襲おそう揺れなど気にも留とめず、黎明の神鳥フエニツクスは優ゆう雅がに地表へと降おり立った。


　なのに、なんでだろう。その瞳ひとみは言葉にできない悲しさに濡ぬれているような。


「あ、あの……もしかして詠よんじゃまずかったかな」


『あなたが背せ負おう真実の枷かせ。あなたの分身となる妹から聞きましたか？』


　わたしの妹。


　それが誰だれを指すかを察し、胸むねの奥おくがとくんと跳はねた。


「……うん」


『その上で競闘宮コロセウムに行くつもり？　行くからには相そう応おうの覚かく悟ごが必要です』


　何も考えず、ただ条じよう件けん反はん射しやのまま首しゆ肯こうしようとして。


『最も愛いとしき者との別れ。それをも心に留めておきなさい』


　寒気が背せ筋すじを過よぎり、両手の指先までも凍こおりつかせた。


『妹から聞きましたね。今夜あなたの選せん択たくが、夜明けの名を持つ少年の道行きを決めることになると』


　忘わすれやしない。昼間の、触媒カタリスト披ひ露ろう会かいの時だ。


　頭ず痛つうと吐はき気で意い識しきを失った時、アマリリスが現あらわれて──


〝あなたの道行きだもの、あなたが選びなさい。……でも、あなたのこれからの選択が、世界中の人々を巻まきこむことだけは知っておいて〟


　その時が、もうそんな近くに迫せまってる……？





　ひゅぅっ。


　吹ふき荒すさぶ寒風が首筋に触さわり、クルーエルは反射的に身体からだを縮ちぢませた。


　黎明の神鳥フエニツクスが空を滑かつ走そうする高度は建物のさらに上空だ。天を衝つくような尖せん塔とうが密みつ集しゆうしたエンジュでは建物の間を抜ぬけるのは危き険けんだし、かといって街路すれすれを飛ぶのも障しよう害がい物ぶつの関係で難むずかしい。


『寒いですか』


「……がまん、できるよ」


　寒さで歯の根が合わない。爪つめの先が食いこむくらい両手を握にぎりしめ、かろうじてそれだけ言葉にできた。


『すぐ着きます』


　眼がん下かの風景が流れるように過すぎていく。


　……この地震、どれだけ被ひ害がいが出てるんだろう。


　星明かりしかきかない闇やみ夜よ、さらにこの高度ゆえ確かく認にんすることも難しい。唯ゆい一いつわかるのがエンジュの街灯だ。夜でも悠ゆう々ゆうと歩けるはずの街路の明かり、今は半分程てい度どだろうか。小こ刻きざみに点てん滅めつしてるのも見てとれる。街灯そのものがひしゃげたのか、あるいは地下の配線が断たち切られたのか。


『高度を下げます、背を低くしていてください』


　もう目で確認できるほどの距きよ離りに競闘宮コロセウムの巨きよ大だいな影かげ。その周囲は公園も兼かねた広場。黎明の神鳥フエニツクスが高度を下げたのも、飛行を遮さえぎる障害物がないためだろう。


　巨鳥の翼つばさが風を切る鋭するどい音を聞きながら──





　……ミオ？





　急速に近づいていく地上。


　自分たちの進行方向にあたる広場の端はしで、芝しば生ふにしゃがみこんでいる少女が二人。夜光灯の光に照らされるのは金きん髪ぱつ童顔の女子生徒、そしてそのすぐそばには葡萄酒色ワインカラーの髪かみの少女の姿も。


「……ヘレンまで？」


　すぐにはその光景が信じられなかった。何よりタイミングが良すぎる。前の地じ震しんで目が覚めたとしても、それからここまでにいたる時間が早すぎるのだ。


「お願い、ミオのところに降おりて！　話したいことがあるの！」


『あの二人ですね』


　黎明の神鳥フエニツクスが高度をさらに下げ、二人の表ひよう情じようが肉にく眼がんでもはっきり確認できた。


「ミオ！」


　喉のどから振ふり絞しぼったつもりなのに、声のほとんどは周囲の突とつ風ぷうにさらわれた。それでも金髪の少女がゆっくりと振り向き──直後、大きく目を見開いて身体を硬こう直ちよくさせた。


「……クルル？」


「どうしたのミオ、こんな場所で！」


　まだ浮ふ遊ゆう中の黎明の神鳥フエニツクスから地面へと飛び降りる。それを待っていたように今度はヘレンが慌あわてて駆かけ寄よってきた。


「え、ちょ、ちょっと待ってクルーエル！　あなた競闘宮コロセウムにいたんじゃないの？　なんで一人でこんなとこにいるのよ？」


　……どういう意味だろう。


「わたしが競闘宮コロセウムにいるってどういうこと？」


　つまり二人は、わたしが競闘宮コロセウムにいると思ったからここに？


　それもわたしが競闘宮コロセウムに誰かと一いつ緒しよにいるかのような言いぶりで……


「……あれ、もしかしてあたしたち、すごい誤ご解かいしてた？」


　自分の頭をこつんと叩たたき、ミオが額ひたいに手をあてて目を閉とじる。


「えっと、とにかくクルルはここにいるんだよね。それならネイト君、エイダ、レフィス君が競闘宮コロセウムに残ってて、ほかにはカイ様とエイダのお父さんが競闘宮コロセウムに──」


　カイ様。


　虹にじ色名詠士を敬けい愛あいしてやまない彼女が彼の名前を口にする時の愛あい称しようだ。


　しかしそのおかげでますます頭の中が──


「およ、やっぱりクルル知らない？　えっとね」


「……待ってミオ、時間がないの！」


　興こう奮ふんした口調でまくしたてるミオへ首を横に振って遮さえぎった。──猶ゆう予よはありません。脇わきに控ひかえた黎明の神鳥フエニツクスの視し線せんがそう伝えてきたからだ。


「今はとにかく……ええと、競闘宮コロセウムに残ってるのはネイトにエイダにレフィスに、あとカインツさんとエイダのお父さん。この五人で全員？」


「たぶんそのはず………」


　──それだけわかれば十分だ。


　ミオが首しゆ肯こうするや、クルーエルは黎明の神鳥フエニツクスの背せに飛び乗った。


「って、クルルどうする気!?」


「ミオとヘレンはここから逃にげて。わたし、みんなを見つけてくるから」


　この揺ゆれはたぶん収おさまらない。そんな気がする。


　競闘宮コロセウムに安置されたミクヴァ鱗りん片ぺんが揺れの根こん源げん。それを断たち切らない限かぎり。


「……何それ。全っ然、理り屈くつ通ってないわ！」


　途と端たん、今まで溜ためこんでいた息をヘレンが一気に吐はきだした。


「わたしだってレフィスを捜さがしにきたし、ミオだってネイトにエイダ、それにあなたを捜しに来てたのよ。それなのに今さら避ひ難なん？　それもあなたに任まかせて？　そんなの──」


　怒おこっているんじゃない。彼女は心の底から案じているのだ。レフィスも、そして他校の生徒であるわたしやみんなを。


　……ありがとう。そして、心配かけてごめんなさい。


「この地震、わたしが原げん因いんなの」


　ヘレンとミオが共に、そして同時に言葉を失った。


　その背はい後ご、黎明の神鳥フエニツクスが何かを訴うつたえかけるように首を持ちあげる。が、クルーエルはそれをまなざしだけで静かに制せいした。


「だからわたしが責せき任にんとらなくちゃいけないの」


　競闘宮コロセウムでネイトたちがミクヴァ鱗片を懸かけて戦っている。


　ううん……彼らだけじゃない。


　きっと、ずっと前からあったことなんだ。ミクヴァ鱗片を巡めぐって誰かが傷きずついて誰かを傷つけて──調律者ミクヴエクスから生まれた自分だってその責任の一いつ端たんがあるはずなのに、わたしは何も覚えてない。


　……そんなのもう嫌いやだ。


　この地震がミクヴァ鱗片の胎たい動どうだと言うのなら──それで競闘宮コロセウムが崩ほう壊かいする前に、わたしがみんなを助けなくちゃいけない責任があるはずだから。


「……クルル、それどういうこと」


　かすれた声でミオ。


　彼女の瞳ひとみが何を告げようとしているかもわからないまま、クルーエルは、


「ううん、気にしないで。……だいじょうぶだよ、みんな連れて戻もどるから。わたしには黎明の神鳥フエニツクスがいるもん。だから二人は安全なここで待ってて」





「──うそ」





　ミオだった。


「クルル、今、責任て言葉使ったよね。わたしが責任とるって……言ったよ。まるでクルルが悪いことしたみたいな言い方だった」


　両手を胸むな元もとに添そえて、それは何かに祈いのるような恰かつ好こうで。


「クルルは悪いことなんかしてないよ？…………なのに……お願い、ほんとのこと教えて。なんだか……嫌なの。…………行かないで……あたし、すごく……怖こわい。クルルがそのままどこか行っちゃいそうで」


　その言葉は温かで、それだけで思わず甘あまえそうになるくらい心ここ地ちよくて──


「…………」


　だからこそ、クルーエルは返事をせずに彼女に背を向けた。


「クルル！」


「だいじょうぶ。みんなは絶ぜつ対たい助けるから」


　──行って。


　巨きよ鳥ちようの背を手でさする。それを合図に、黎明の神鳥フエニツクスはミオとヘレンを置き去って翼つばさを羽ばたかせた。


「……クル……っ！…………しは…………なん…………」


　後ろでミオが何かを叫さけんでいる。泣き叫ぶように。


　振ふり向きたい、振り返って応こたえたい。嗚お咽えつにも似にた衝しよう動どうに歯を食いしばり、クルーエルは前だけをじっと見み据すえていた。


『空を飛んだままわたしが内部に入るのは難むずかしいようですね』


　競闘宮コロセウムの扉とびらへ巨鳥が嘴くちばしを向ける。


　玄げん関かんホールの入口は高さ三メートルほどだろう。だがあいにく横よこ幅はばがない。黎明の神鳥フエニツクスが翼を広げたまま入るのは無理がある。


「上から決けつ闘とう舞ぶ台たいの天てん井じようを伝ってみて。天井が開いてるはずだから、そこからなら決闘舞台に入れるはず。わたしは建物の内な部かを見て回るから」


『では、わたしは決闘舞台とやらに人がいればそれを外に連れ出しましょう』


「──それが終わったらミオのそばにいてあげて」


『…………』


　押おし黙だまる名めい詠えい生物。


　聞こえなかったはずがない。けれど、その返事はいつもより遅おくれてやってきた。


『本来ならあなたのそばに控ひかえることが至し上じようの責せき務むなのですが…………わかりました、そのようにいたしましょう』


「……ごめんね」


『クルーエル、最後に一つ』


　入口の脇わきへと着地する間ま際ぎわ、ふと巨鳥は虚こ空くうで翼をとめた。声をさえぎる翼の羽ばたき音すら静める。それは、この真しん精せいなりの最大の配はい慮りよだったに違ちがいない。


　そう、それだけのことを言おうとしている──その意い志しが流れるように伝わってきた。


『今のあなたは、過か去こわたしとアマリリスが見てきたいつの時代のあなたより笑え顔がおにあふれている』


「……え？」


　こんな時にこの真精は何を言ってるんだろう。


　もっと何か別の、脅おどしみたいな怖いことを言われると思ってた。


　けれどその神鳥の口調は本当に優やさしくて、まるで誰だれかを祝福するように──


『──あなたの選択は正しかった。本当に良き少年と巡めぐり会ったと思います』


　その言の葉は慈じ愛あいに満ちていた。


『彼との出会いに感かん謝しやなさい。あなたの全すべてが彼の詠うたに息い吹ぶきを与あたえ、育はぐくみ、そして、あの少年の詠ならばあるいは』


　あるいは……？


『託たくし、委ゆだね、そして信じなさい。夜か色れと空白あなた。本来ならば決して交わるはずのないあなたたちが互たがいに振り返ったという奇き蹟せき、そして共に歩いてきた軌き跡せきを』
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　凱がい旋せん都市エンジュ郊こう外がい、公園の片かた隅すみで──


『良いのか』


「何が？」


『小こ娘むすめと直ちよく接せつ言葉を交かわさずにこのままで。……これが最後の機会かも知れないということ、わかってるだろう？』


　会話は、塗と装そうの剝はがれた古いベンチからだった。


『小娘のこと、お前はクルーエルとしか言っていなかったな』


　声の一つはベンチの端はし、そこに翼をたたんで留とまる夜色の名詠生物。


「わたしに、本人に面と向かって『姉さん』なんて叫さけばせたいの？」


　声のもう一つはベンチの中央。


　そこに足を揃そろえて座すわる、緋ひ色の長ちよう髪はつをたなびかせた少女だった。真冬の夜よ更ふけ、寒風が過ぎる中、その少女は一糸まとわぬ姿すがたで己おのれの身を夜空の下にさらしていた。


　緋色の髪かみに深い海色の瞳ひとみ、細身の長身ながら女じよ性せいらしい起き伏ふくに富とんだ曲線を描えがく肢し体たい──全てがクルーエル・ソフィネットに生き写しの少女。


「わたしに『妹』なんて呼よび名は要いらない。他人行ぎよう儀ぎに『アマリリス』でいい」


　地表を揺ゆるがす震しん動どうは収おさまるどころか激はげしさを増ますばかり。ベンチが軋きしみ、無人のブランコが揺れるのも気にも留めず、緋色の髪の調ちよう律りつ者しやが見つめる先は、クルーエルが走っていった街路だった。


「あなたこそ、じっとしてないで動きなさい。あなたが姉さんに追いつかなくちゃ、そもそもあなたの役やく割わりを果たせないでしょうに」


『ああ、そうだな』


　たたんでいた翼を広げ、トカゲに似にた名詠生物が不ぶ恰かつ好こうな仕草で宙ちゆうに浮うく。


「わたしが競闘宮コロセウムまで飛ばす？」


『飛びトカゲらしく、最後くらい心ここ地ちよく飛んでいきたいものだな』


　夜色飛びトカゲ。


　クルーエルがつけた、クルーエルしか言わない呼び名。


「意外ね、その名前気に入ったんだ？」


『そう見えるか？』


「ええ、とっても」


　少女の唇くちびるにほんの一いつ瞬しゆんの笑み。


　それを自らぬぐい去り、アマリリスが木もく製せいのベンチから立ちあがる。


『お前はどうする』


「……エンジュでわたしにできることは終わったわ。今のわたしの力なんて本当に絞しぼりかす。これじゃエンジュの人間を避ひ難なんさせることもできそうにないし」


『それで？』


「わたしなりに、ここ以外の場所でもう少しだけあがいてみる。無様にね」


　少女の髪が風にふわりとなびき──


　風が収おさまった時には、その姿は公園から消えていた。


『……さてと、我われも急ぐか』


　その光景を感かん慨がいなさげに見つめ、アーマは鼻先を空へと向けた。


『飛びトカゲか……そういえば、我も小娘のことをクルーエルと呼んだことはなかったな。お互い様か』





　風の砕けた日ゲシユタルロアまで、あと十三分──
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「もう一度言おうか？」


　中ちゆう性せい的な顔には微び笑しよう。


　その一方で、言葉には何一つ感かん情じようらしいものを含ふくませないままシャオが続ける。


「かつてアマリリスの妨ぼう害がいを経けい験けんしたミクヴァ鱗りん片ぺんは、接せつ近きんするクルーエル・ソフィネットの波長をアマリリスと誤ご認にんしている。対するクルーエルもまた、独どく立りつした調律者として無む意い識しきのうちにミクヴェクスを拒きよ絶ぜつしている。この反発が目に見えるかたちで暴ぼう走そうしたものが風の砕けた日ゲシユタルロアだ」


　かつて風の生まれる島ツアラベルと呼ばれる地で起きた大だい爆ばく発はつ。


　島一つを焦しよう土どに変えた災さい厄やくが、今度はこの大都市の中央で起きる。それも前より遥はるかに強力なエネルギーを伴ともなって。


「この状じよう況きようで風の砕けた日ゲシユタルロアを回かい避ひする方法が一つだけある。そしてネイト、これはあなたとクルーエルで共に決めるといい」


「決める？」


　思ってもみなかった言葉。平静をよそおいながらもネイトはそれを反はん復ぷくした。


　……決めるとはどういうことだろう。


　必要なのは風の砕けた日ゲシユタルロアを回避する方法だ。「知りたい」という要求に対し「お前が決めろ」では意味が通らない。


「あなたはいつだって思考が表情に出るんだね」


　競闘宮コロセウムを地じ盤ばんから揺るがす震動の最中ですら、その黒くろ法ほう師しは微笑を絶たやさない。


「そんなことより、時間がないのなら早くその方法を──」


「それはだめ。決めるのはあなただ。風の砕けた日ゲシユタルロアを止めるにはどうすればいいか、自分で解かいを見み出いだしてごらん」


「……っ！」


　反はん論ろんの余よ地ちはなかった。


　もはや言い争あらそって言葉を重ねる時間すら残っていないのだから。


　……考えろ。どうすれば風の砕けた日ゲシユタルロアを止められる？


　最初に風の砕けた日ゲシユタルロアが起きたのは今から六年前だ。


　シャオがミクヴァ鱗片を携たずさえミクヴェクスを名めい詠えいしようとした時、そこにアマリリスが介かい入にゆうした。その時はアマリリスとミクヴェクスの対立が風の砕けた日ゲシユタルロアを巻まき起こした。


　しかし今回のそれにはアマリリスもミクヴェクスも関かん与よしていない。


　シャオが言うには、クルーエルが自らの自じ我がと記き憶おくを宿したまま十歳さいを過すぎ、成長しすぎたことが最大の要因。独立した調律者として目覚めた彼女はミクヴェクスを無意識のうちに拒絶し、ミクヴァ鱗片もそんなクルーエルを拒絶しようとしている。


　互たがいの意い志しの対立が、二度目の風の砕けた日ゲシユタルロアを巻き起こす。


　つまり……対立が原因ならば、その片かた方ほうがなくなれば…………？


　そう、ミクヴァ鱗片かクルーエルのどちらかが────





〝あなたとクルーエルで決めるといい〟





　頭の中を、先の言葉が何千回と過よぎっては消えていく。


「まさ……か……！」


「そう、簡かん単たんなことだ。クルーエルが自らミクヴェクスの眼めとしてミクヴェクスへと回帰すればいい。この世界から彼女が消しよう滅めつすることで力の対立は消える」


「待って……どうしてそっちになるのさ！」


　なぜシャオは、彼女が消えることをまず考える？


　この理り屈くつが正しいなら、ミクヴァ鱗片が消えたって風の砕けた日ゲシユタルロアは回避できるはずだ。


「ミクヴァ鱗片は不滅きえない。何度砕いたところで再さい生せいするのは覚えがあるでしょう？」


　砂すなになるまで砕いても一夜に復ふつ活かつする触媒カタリスト。


　自分だけではない。シャンテにネシリス、レフィスもこの目で見た現げん象しようだ。


「仮かりにもこの世界の名詠式を統とう率そつする意志法ほう則そく体たいが、自らの力の一部を具ぐ現げん化かした物ぶつ質しつだ。ミクヴァ鱗片が消滅するのは〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が自らそう願わない限かぎりありえない。つまり人が正しく名詠式を使えるようになった後のことだ」


　ミクヴァ鱗片は消えない。


　だから残された方──クルーエルが消えるしかない。


　それを言いたいがため、この名詠士はすぐには解を与あたえなかったのだ。


「ふざけるなっ！　そんなの……絶ぜつ対たい間ま違ちがってる！」


　──認みとめたくなかった。


　この災厄を止めるためにクルーエルが犠ぎ牲せいになるということ。


　そして、そんな選せん択たくしかもはや残ってないことを。


「では、この凱がい旋せん都市にいる者は全すべて風の砕けた日ゲシユタルロアに巻きこまれるよ。わかっているね、これは憶おく測そくでも、そしてもはや警けい鐘しようでもない」


　単なる事実。すぐ数分後に迫せまった事実。


「……そ……んっ……な……」


　強きよう烈れつなたちくらみに襲おそわれ、ネイトはその場の壁かべに寄よりかかった。


　渇かわいた喉のどの奥おくは、もはや血の味すら感じなかった。


「繰くり返そう、決めるのはあなたとクルーエルだ」





　風の砕けた日ゲシユタルロアまで、あと十一分──




終奏　『微笑ほほえムヨウニ、君泣イテ』







　　　　１





　カラカラと音を立て、うずたかく積もった瓦が礫れきが崩くずれていく。


「…………カインツ？」


　瓦礫に両足を縫ぬい止められるように挟はさまれ、身体からだがろくに動かない。地面に仰あお向むけに倒たおれたまま、ファウマは首だけを横にして彼の名を呼よんだ。


「……カイ……ンツ？」


　地面にうずくまったまま彼は微び動どうだにしない。





　──最初は、何が起きたかわからなかった。





　競闘宮コロセウムそのものを軋きしませる震しん動どうに耐たえきれず、決けつ闘とう舞ぶ台たいの石いし壁かべが崩ほう壊かいしたのだ。


　ネシリスの真しん精せいの冷気、ファウマの真精カルラの熱爆発も一いち因いんだろう。観客を飛び火から守るために設せつ置ちされた高さ五メートルの石壁、その一部が崩壊。大小様々な瓦礫が頭上から降ふりそそぎ、自分とカインツを呑のみこんだ。


　瓦礫に押おし潰つぶされる。それを覚かく悟ごした直後だった。


　──自分は虹にじ色名詠士に押し倒された。


　結果、瓦礫の石せき片へんは自分の足を縫い止めるように挟んだだけで済すんだ。けれど。


「カインツ……カインツ？　ちょっと……うそでしょ」


　自分を庇かばって頭部から瓦礫を浴びた男の名を呼び続けた。


　カインツ一人なら瓦礫からだって逃にげられた。


　なのに自分を庇って……


「カインツ……返事……し、て……返事しなさいよ！　ねえってば！」


「────っ」


　やおら、うずくまったままの彼の肩かたがわずかに動いた。


「カインツ？」


「────ああ、ごめん。少しぼうっとしてたみたいだ」


　ゆっくりと彼が顔を持ちあげる。瞳ひとみは泳いでない、焦しよう点てんもはっきりしている。そのことに安あん堵どの息をついた拍ひよう子し。


「カインツだめ！　動かないでっ！」


　つっ────彼の額ひたいから鼻先、鼻先から顎あごへ、真っ赤な何かが伝っていった。


「そんな……大げさな。こ、れくら……いで倒れて……君の、がひ……い怪け、我が」


　はにかんだような笑顔は変わらない。が、彼の言葉は徐じよ々じよに遅おそく、そして急速に明めい瞭りようさを失っていきつつあった。


「何言ってるの！　わたしの血は皮ひ膚ふ、あなたのは──」


　彼は受けた部位が危き険けんすぎる。


　尖とがった石片を頭部に受けた出血、そしてさっきの短時間の昏こん倒とう……無事なわけがないのだ。おそらく今も、意い識しきが途と切ぎれるかどうかの境きよう界かい線せん上じように彼はいる。


　虹色名詠士とて人間。傷きずが深ければ血を流すし、傷が悪化すれば死に至いたる。


「やめて！　カインツ、じっとしてて……お願い」


　立ちあがろうとする彼。それをファウマは声を限かぎりに押し止とどめた。


　──声に嗚お咽えつが混まじった。


「……心しん配ぱい性しようだね」


　溜ため息いきとも笑い声ともつかない息をつき、彼がその場に再ふたたびしゃがみこむ。制せい止しの言葉に従したがったのではなく、血を急速に失ったことによる目眩めまいなのだろう。


「……やっぱりただの地震じゃないな。ファウマ？」


　何か知っていないか。突つき刺さすような彼の視し線せんは正面のミクヴァ鱗りん片ぺんへ。


　一度は光を失って鼓こ動どうを止めていた石が、かつてより光を増まして輝かがやき始めていた。


「それは──」


　反はん射しや的にファウマは視線をそらした。


　……シャオから断だん片ぺん的には聞いている。〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の分身でもある残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトが、ミクヴァ鱗片と拒きよ絶ぜつ反はん応のうを起こす可か能のう性せいがあると。無む論ろんその可能性は限りなく低いし、たとえそれが起きても爆発前にミクヴァ鱗片を手に入れて〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉を名めい詠えいすればそれで終わり──そのはずだった。


　しかし自分は敗れ、シャオもネイトという相手にどうも粘ねばられているらしい。


　このままではミクヴァ鱗片を起爆点にし、エンジュを巻まきこむ爆発が起きる。が、ファウマが聞かされたことはそこまでだ。


「わたしも……知らないの」


　止める方法はシャオなら知っているかも──それはファウマには言えなかった。


　もしそう言ってしまえば、カインツは重じゆう傷しようの身体を押してでもシャオを捜さがしに行く。意識が途と切ぎれかけた状じよう態たいで、足あし下もともおぼつかずに、それでも行こうとする。


　……今のカインツにそんな無理はさせられない。


　このまま大爆発が起きれば誰だれも助からない。けど、それでも彼にそんな無む茶ちやをさせたくなかった。矛む盾じゆん？……かもしれないけれど、両方とも紛まぎれもない本心だった。


「カインツ、そんなに心配しないで」


　せめて精せい一いつ杯ぱいの笑顔を取りつくろった。たとえそれが作り笑いにしか映うつらなくても。


「だいじょうぶよ、じきこの揺ゆれも収おさまるわ。だから──」


　あざ笑うかのように。


　ミクヴァ鱗片を中心に、衝しよう撃げき波はにも酷こく似じした震動が競闘宮コロセウムを揺るがした。





　──ピシッ──





　足下側の方向。つまり観客席側で何かが歪ゆがみ、ひび割われる音。


　……まさか。


　蜘く蛛もの巣す状じようの亀き裂れつが、崩ほう壊かいせずに残っていた石いし壁かべに走っていた。


　ビッ……ッ……ゆっくり、亀かめが地を這はうような緩かん慢まんさで亀裂が深くなっていく。それは同時に、自分とカインツの周囲を覆おおうように広がっていき──


　なのに一番石壁に近い場所にいるカインツは、まだ背せを向けたまま。


　まさかまた意識が？


「…………っ」


　ようやく彼が背はい後ごの異い常じようへと顔を向ける。が、それはファウマから見ても明らかに遅すぎた。


「だ……め、逃げてっぇええええぇえっっ！」


　石壁が崩壊した。無数の土ど砂しや、瓦が礫れきをともなって、頭上五メートル──見上げるほどの高度から落石さながらに彼へ迫せまる。


「……い、嫌いやっ！──────やめてぇええぇええええっっ！」


　自分はこの瓦礫に押し潰つぶされていい。わたしみたいな女はどうでもいい。


　だけど彼は違ちがう。彼は虹にじ色名詠士……ううん、虹色名詠士だからじゃない。そういう理り屈くつ抜ぬきで、彼は生きていなくちゃいけない人間なんだ。


　お願い誰か…………人でも名詠生物でも……どんな奇き蹟せきでも何でもいい、彼を助けて！





『──綺き麗れいな声』





　彼の頭上を襲おそう瓦礫が、赤い突とつ風ぷうに吹ふき飛ばされた。


　一いち陣じんの風が過よぎったその後に、ひらひらと舞まうのは緋ひ色に燈もえる無数の羽根。


「……え……」


　枯かれ草色の名詠士を抱だきかかえる体たい勢せいで、輝く巨きよ鳥ちようがその翼つばさで彼を護まもっていた。


　煌きらめく赤い羽根を持った神しん秘ぴ的な名詠生物。


　──黎明の神鳥フエニツクス。


　赤色名詠を極きわめたファウマでさえ本物を見るのは初めてだ。


　カインツの名詠？　いや、そんな余よ裕ゆうはなかったはず。


『初めまして、素す敵てきな声の少女』


　真しん精せいが自分に向けて翼を折る。まるで人の会え釈しやくさながらに。


「君は……ということは彼女が？」


『あなたとも、こうして顔を合わせるのは初めてですね。至いと高たかき色の名詠士よ』


　カインツの表ひよう情じようも驚きよう愕がくではあるが、それは黎明の神鳥フエニツクスを初めてみたという類たぐいのものではない。巨鳥の方も彼も、まるで互たがいに相手のことを知っていたかのような雰ふん囲い気きだ。


『しかし丁てい寧ねいに挨あい拶さつを交かわす時間はないようです。決けつ闘とう舞ぶ台たいもそろそろ危き険けんです。今の石壁だけでなく、天てん井じようにも亀裂が入っていました』


「けれど……あの触媒カタリストがまだ」


『アレは、もはやこの場でどうにかできるものではありません。今はここから去ることを優ゆう先せんさせましょう』


　首と翼で器用に彼を背に乗せ、真精が再ふたたびこちらへ嘴くちばしを向けた。


『貴女はどうします？』


　……そう、お見通しなのね。


　自分がシャオの仲間であること。この決闘舞台でミクヴァ鱗りん片ぺんを守ると誓ちかったこと。もしこの場を離はなれれば、自分はシャオとの約束を守れなかったことになる。それを知っているからこそ、この真精は問うている。


　今、わたしが決闘舞台を離れてもシャオは怒おこらないだろう。「ファウマ、早く手当てを受けなくちゃだめだよ」と、心からわたしの身を案じた上で言ってくれる。


　──だけど、わたしだって意地がある。


「わたしは」


「もちろん彼女もだ。ボクからお願いする、乗せてあげてくれ」


　カインツだった。


「──カインツ、わたしはあなたの敵てきなの。わたしはここで」


「ボクが君を助けたい。それじゃ理由にならないかな」


　臆おく面めんもなく告げる彼の目はただただ純じゆん朴ぼくだった。


「…………」


　……そっか、そうなんだ。


　きっとこの男の中で、わたしは既すでに『シャオの仲間』ではないのだろう。ミクヴァ鱗片を懸かけて対立したことすらもはや頭になくて、戦う前の、フェルンの古こ城じようで出会っていた時のファウマ・フェリ・フォシルベルとして受け入れてくれている。ついさっきまで、わたしは感情任まかせにああもカインツを執しつ拗ように責せめたてたのに──


　まるで昨日喧けん嘩かした子こ供どもが次の日には仲直りしているような、まぶしい純真さ。敵として意地を張はろうとしている自分の行こう為いそのものが、まるで無意味だった。


　……わたしの負けなのね。何もかも。


『いずれにせよ、あなた方は二人とも手当てが必要なのではないですか？』


「…………」


　──お願いするわ。


　目で促うながすより先、黎明の神鳥フエニツクスが足あし下もとの瓦礫を取り除のぞいてくれていた。


『では行きましょう』


　翼を広げる神鳥へ、ふと背せ中なかに乗るカインツが待ったをかけた。


「一ついいかな。君が彼女のそばを離れているということは、彼女は既に安全な場所へ？」


　彼女──黎明の神鳥フエニツクスの名めい詠えい者しやのことを指すのだろうが、そういえばその名詠士はどこにいる？　通つう常じよう、真精が名詠者を離れることは考えにくい。この地じ震しんならなおさら、名詠者としても自分の名詠生物を手元に残しておきたくなるはずなのに。


『……彼女はまだ競闘宮コロセウムに残っています』


「なんだって？」


　彼が露ろ骨こつに表情をゆがませた。


「そんな、じゃあなぜ君は彼女を離れて」


『彼女が選んだことです。……きっと一人であの少年を捜さがしたいのでしょうね。二人きりで伝えたいことがあるはずですから』





　風の砕けた日ゲシユタルロアまで、あと八分──





　　　　２





　競闘宮コロセウム、一階ロビー。


「……昨日はあんなにたくさん人がいたのに」


　足を止め、クルーエルは暗がりに包まれたロビーを見回した。


　自分の知ってる昼間の競闘宮コロセウムとは空気が違ちがう。照明がない、人の活気がない。そういったことによる寂さびしさではなく、もっと異い質しつ──まるで巨大な生物の体内にいるような。


「ネイト、どこ！　エイダ？　レフィス？」


　叫さけんだ名前がホールに反はん響きようし、奥おくの闇やみに吸すいこまれるように消えていく。


　……それなら。


　しんと静まりかえるのを待たず、クルーエルは制せい服ふくのポケットから赤の塗と料りようを取りだした。こんな……初心者向けの触媒カタリストを愛用するわたしが、調ちよう律りつ者しやの分身だなんて……


　──『Keinez赤の歌』──


　自分の前後左右に四体の熱妖よう精せい。ちらちらと揺ゆれる炎ほのおが周囲十メートルほどを照らす。が、ホール一帯に自分の捜す学生たちの姿すがたはない。


　ホールにいないなら、次にみんながいる可か能のう性せいのある場所はどこだ？


　一番可能性の高い場所は決けつ闘とう舞ぶ台たいだが、それは黎明の神鳥フエニツクスに任まかせた。なら自分はそれ以外の場所を当たった方がいいはずだ。


　最上階から順に潰つぶしていく？　いや、そんな悠ゆう長ちような時間はない。ネイト、エイダ、レフィス。虹にじ色名詠士と祓名民ジルシエの長おさも含ふくめれば五人。彼らがいる場所をぎりぎりまで絞しぼった上で捜す必要がある。時間を無む駄だに費ついやせば競闘宮コロセウムの方が先に崩ほう壊かいする。


「……そういえば」


　とある光景が脳のう裏りに浮うかびあがった。


　黎明の神鳥フエニツクスに乗っている時のことだ。競闘宮コロセウムの四階か五階、東側の方向でなぜか照明が点灯していた気がする。


　──誰かがそこにいるってことだよね。


　走りだそうと足に力をこめた直後。唐とう突とつに、複ふく数すうの足音が近づいてきた。


　誰かがホールに近づいてきてる。


　──味方ばかりとは限かぎらない。それを思いだし、クルーエルは背せ筋すじを強こわばらせた。


　シャオという名詠士の一味である可能性も考えられる。赤の塗料を手に握にぎりしめたまま、熱妖精の光を頼たよりに、足音の方向を凝ぎよう視しして。





「クルーエルっ!?」





　暗がりの中、赤しやく銅どう色に日焼けした少女が祓ジ戈ルを携たずさえて現あらわれた。


　その姿に思わず胸むねをなでおろした。


「エイダ？──良かった、心配してたんだからね！」


　彼女に続き、そのすぐ後には祓名民ジルシエの長おさ。その背には銀ぎん髪ぱつの青年が負おぶわれていた。


「……クルー……エル、か」


　顔を持ちあげるのも苦く痛つうらしく、力ない仕草でレフィスが目を見開いた。


　全身麻ま酔すいを受けたように微び動どうだにできない彼。が、よく見ればエイダの運動着も無数の裂さけ目があった。赤く腫はれた裂れつ傷しようも見てとれる。


　アーマが言っていたことだ。


　競闘宮コロセウムで、自分を守るために戦っているのはネイトだけではないと。


　……二人ともわたしのために。


「エイダ、目のところ……？」


　まるで涙なみだの痕あとのように、彼女のまぶたのまわりが小さく腫れていた。


「ん、あ、これは……別に大したことじゃないよ。元々はあたしの蒔まいた種だし」


　苦く笑しようと自じ嘲ちようが入り混まじった笑えみ。


　それを隠かくすように彼女が横顔を向ける。


「エイダ、レフィス、本当にごめんね……わたし、迷めい惑わくかけちゃったね」


　祓ジ戈ルを持った友人クラスメイトを、力いっぱい抱だきしめた。


　こんなことでしか気持ちを表せない。それがこんなにも辛つらいことだったなんて。


「クルーエル、あんた自分のこと……？」


「……うん、聞いた。エイダもレフィスも……わたしのこと知ってるんだよね」


　二人が無言で目を伏ふせる。


〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉、ミクヴァ鱗りん片ぺん、そして残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツト。


　二人は既すでにその関係を知らされている。二人が言葉に迷まよったのは、うなずくことで自分が傷きずつくのではという可能性を案じてのことなのだろう。


「クルーエル……あたしから言えたことじゃないけど、その話は後回しにしよう。今は競闘宮コロセウムから出ないとまずいらしい」


「まずい？」


「ミクヴァ鱗片が爆ばく発はつを起こす。アルヴィルという男の話だがな」


　答えたのは祓名民ジルシエの長。


「……ミクヴァ鱗片が爆発？」


　反はん復ぷくした途と端たんに軽い目眩めまいを覚えた。


　なんだろうこの感覚。……わたし、それを知ってる。ずっと前に視みたことあるような。


「──問題はネイトだ」


　クラウスに支ささえられ、ふらりとレフィスが立ちあがる。


「俺おれがあいつと別れたのは決けつ闘とう舞ぶ台たい前の三さん叉さ路ろだった。けど今このホールに戻もどってくる時、いるはずの三叉路に姿すがたがなかった。シャオとかいう名めい詠えい士しの姿もだ」


　ネイトだけが行方ゆくえ不ふ明めい？


「ちび君だけでも先に避ひ難なんした可能性もあるからホールまで来たんだけど、クルーエルはちび君のこと見てない？」


「……ううん、わたしも捜さがしてたの」


　競闘宮コロセウムの外にはいない。いるのはミオとヘレンだけだった。


　かといって最初にいたはずの三叉路にも姿がなく、レフィスやエイダとも別行動をしていた。となれば残る可能性はただ一つ。つまり祓名民ジルシエの長がレフィスを救出しに三叉路へ向かった時、ネイトは既すでにどこかへ向かった後だった。


　ではどこへ？


　──決闘舞台。そこしか考えられない。


「ちび君、一人でミクヴァ鱗片を止める気か!?」


　エイダのその呟つぶやきがきっかけかはわからない。


　けれどその瞬しゆん間かん、





　──ネイト！





　クルーエルは、何かに導みちびかれるように通路を駆かけだしていた。


「待て！」


　クラウスの怒ど号ごうを浴び、ゆっくりと振ふり返る。


「決闘舞台にはカインツがいる。この異い常じような揺ゆれだ、あいつだって当然それに気づいているはず。君の捜す少年が決闘舞台に向かったならあいつに任まかせれば問題ない」


　今この時、この場面でなければ。あるいは自分が当事者でなければ、それはとても筋すじの通った理り屈くつに聞こえたに違ちがいない。


　けれど、それを知った上でもうなずくことはできなかった。


「それじゃだめなんです」


　訝いぶかしげな表ひよう情じようのままの祓名民ジルシエの長おさへ、クルーエルは小さく笑んだ。


「彼に伝えたいことがあるんです。今この時じゃないと、たぶんもう二度と伝えられないことだから」


「クルーエル」


　レフィスが何かを言おうとする前に、彼に向かってホールの入口を指さした。


「ヘレンが心配して待ってるよ。行って安心させてあげて」


「……あいつが？」


「うん、心配でここまで来たみたい」


　心配してここまで来てくれる人がいる。ただそれだけで、レフィスは幸せだと思う。


　だからわたしも捜しに行く、わたしが一番会いたい彼を。


「だけど、あんた一人に行かせるわけには──」


「だいじょうぶ、いざとなれば黎明の神鳥フエニツクスだって詠よべるのはエイダも知ってるでしょ？」


　むろん詠べるはずもない。あの真しん精せいは既すでに手元を離はなれているのだから。


　噓うそをついたつもりはない。


　本当に大事なこと、それは、たった一体の真精が詠べるかどうかじゃないからだ。


　沈ちん黙もく。


　どれだけ続いていただろう。先に目をそらしたのは彼女の方だった。


「────わかったよ。あたしの負け、行ってきな」


「エイダ!?」


　娘むすめの発言に露ろ骨こつに顔をしかめる父親へ、沈黙を保たもっていた青年がたった一言続けた。


「俺からも頼たのむ」


　沈黙する祓名民ジルシエの長。


　その視し線せんを逸そらすことも跳はね返すこともせず、クルーエルはただそれを受け──


　そして微笑ほほえみ返した。


「…………」


　やおら、その祓名民ジルシエが無言で背せを向けた。その意味を悟さとったエイダが意味深に片かた目めをつむり、レフィスと共に踵きびすを返す。


　……ありがとう、本当に。


　ホールを越こえて出口へと姿を消す三人を見送り、クルーエルもまた踵を返した。まるで永えい遠えんに続いているかのような暗い通路を見み据すえ、表情を引きしめる。


「頑がん張ばらないと」


　黎明の神鳥フエニツクスもいない。ネイトに会いに行くために、ここからは一人で進まなくちゃいけない道のりが続くんだから。


『つれないな、せっかく我われが付きそってやろうと駆かけつけたのに』


　ふと、左ひだり肩かたにわずかな重み。


　いつここまで来たのだろう。ホールを覆おおう薄うす闇やみの色と似にているようでどこか違ちがう、そんな夜色の名めい詠えい生物が自分の肩に留とまっていた。


　……アーマ？


『決けつ闘とう舞ぶ台たいに残っていた虹にじ色名詠士は黎明の神鳥フエニツクスが避ひ難なんさせた。決闘舞台には今、ネイト一人しかいない』


　自分にだけ聞こえるよう絞しぼった声でそう告げてくる。


「一人？」


『ミクヴァ鱗りん片ぺんを止めようとしているのさ。誰だれかさんを守るためにな』





　　　　３





　競闘宮コロセウム、決闘舞台前の三さん叉さ路ろ──





「力の歪ゆがみが限げん界かいを超えるまで、そうだね、あと五分もないだろうね。いよいよ秒びよう刻きざみで迫せまってきてる」


　ぱらぱらとこぼれる天てん井じようの破は片へんを眺ながめるシャオ。


　その名詠士の吐と息いきがかかるほどの距きよ離りまでネイトは歩を進めていった。


「……シャオはどうする気なのさ」


「ん？　自分は一いつ介かいの名詠士だもの。何か特別な奇き蹟せきが起こせるわけじゃない。だから自分のすることは、ただあなたを見てるだけ」


　このまま風の砕けた日ゲシユタルロアを待つか。


　その要よう因いんとなるミクヴァ鱗片かクルーエルの消しよう滅めつを願うか。


　──考えるまでもない。


　ミクヴァ鱗片を破は壊かいする。決して再さい生せいなんかできないくらい。


「強ごう情じようだね。しかしそれで気がすむのならば試ためしてみるのも悪くない。どのみちあと数分で全すべてがわかるのだから」


　シャオが黒衣をはためかせる。通路の中央から壁かべ際ぎわへ寄よりかかるように。


「決闘舞台の二人を黎明の神鳥フエニツクスが連れだしたのは僥ぎよう倖こうだね。たった一人あの場所で、気のむくままやってごらん」


　できるわけがない。そう含ふくませた言葉に反はん駁ばくしようとする衝しよう動どうを嚙かみつぶした。


　……やるしかないんだ。


　微び笑しようのままの黒くろ法ほう師しに背を向け、三叉路の中央目がけ駆かける。


　狭せまい通路、よどんだ空間をひた走る。時間にすれば十秒程てい度どだろう。直線を走り終えた途と端たん、さぁっと、扉とびらを開けたように視界が一気に広がった。





　決闘舞台。





　直径五十メートルの砂すな地じの舞台。周囲には高さ五メートルの石いし壁かべが設もうけられ、その上にはすり鉢ばち状じように観客席が広がっている。


　しかしその観客席は一部が酸さんで溶とけたように爛ただれ、石壁はいたるところが崩れ落ち、砂地には巨きよ大だいな質しつ量りようが落下したとしか思えない陥かん没ぼつがいくつもある。


　ミクヴァ鱗片を懸かけた戦い。


　それがどれだけ凄せい惨さんを極きわめたか、この傷きず痕あとからも容よう易いに想そう像ぞうがついた。


　無人の決闘舞台。傷痕だらけの地。


　ただ一つ、まるで素そ知しらぬ風に鳴動を繰くり返す触媒カタリストがあった。


　大人が一ひと抱かかえするほどの巨大な石。表面にある鱗うろこ状じようの紋もん様ようが、まるで血管が脈動するように瞬またたいている。異い様よう──昼間見たときよりなお強く、まるで今にも石の表面が割われて何かが現あらわれそうな不気味さだ。


「…………」


　息を吐はき、一歩、また一歩、ミクヴァ鱗片へと慎しん重ちように歩を進めていく。


　シャオの弁べんを借りるなら風の砕けた日ゲシユタルロアまであと五分。逆ぎやくに捉とらえれば五分は猶ゆう予よがあるということだ。どんなに細分化しても再生する触媒カタリスト。ならば砕くだかずに消滅させればいい。


　時間も、そのための方法にも心当たりがある。


「反唱なら──」


　ミクヴァ鱗片は〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の力を結けつ晶しよう化かしたもの。この物ぶつ質しつそのものが空白名詠の属ぞく性せいを得ている。ならば空白名詠の名詠生物同様に、夜色名詠の反唱が効きく可か能のう性せいが高いのだ。


　……絶ぜつ対たい、成功させる。


　右手に黒曜石の欠片かけらを握にぎりしめ、白く輝かがやく石へと全力で走る。


「還かえれ！」


　右手を振ふり上げ、脈動する岩の中心へと拳こぶしを叩たたきつけた。岩でなく、何か巨大な生物の鱗を殴なぐったような感かん触しよくが伝わってくる。


　──『Nussis還れ』──


　その瞬しゆん間かん。





　おやめなさい





　岩の放つ無色の輝きが障壁となって、右手の夜色の輝きをはじき返した。


　……みしっ。


　何かが歪ゆがんだその音が鼓こ膜まくを通じてでなく、右手の骨ほねを伝わって脳のうに響ひびく。


「……あっ…………ぐっっっあっっっっっ！」


　──な……今の……なに？


　空白名めい詠えいの名詠光が、夜色名詠の反唱を拒きよ絶ぜつした？





〝仮かりにもこの世界の名詠式を統とう率そつする意い志し法ほう則そく体たいが、自らの力の一部を具現化した物質だ。ミクヴァ鱗りん片ぺんが消しよう滅めつするのは〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が自らそう願わない限かぎりありえない〟





　……そういうことだったのか。


　シャオの言葉の意味を、今、身をもって思い知らされた。


　単に再さい生せいするだけではない。このミクヴァ鱗片もまた名詠式の絶対的な法則なのだ。さしずめ『ミクヴァ鱗片は名詠式によるいかなる影えい響きようも受けつけない』──名詠式の創そう造ぞう者しやがそう設せつ定ていした絶対の法則。


　だから名詠式では破は壊かいできず、反唱に対しても絶対的な防ぼう衛えい機き能のうを持っている。夜色名詠を拒絶するこの障しよう壁へきを打ち抜ぬくには、それこそ名詠式の創造者に名詠式で挑いどまなければならない。


　……そんなのが……できるというの？


　名詠式のもう一体の創造者、夜色名詠の調ちよう律りつ者しやでもある〈その意志に牙剝く者アマデウス〉ならば可か能のうかもしれない。しかし決定的なものが足りない。セラフェノ音語で夜色名詠の真しん精せいは名詠できても、夜色名詠の調律者はセラフェノ真言でなければ名詠できない。そのセラフェノ真言が自分にはまるでわからないのだ。





　──風の砕けた日ゲシユタルロアまで、あと四分。





「はっ……あ……ははっ……はは、はっっ」


　もはや乾かわいた笑いしかでてこない。


「まだ……四分もある……！」


　自らを叱しつ咤たし、激げき痛つうの走る右手を限げん界かいまで固かたく握りしめた。


　鉄の壁かべを叩いたような衝しよう撃げきに骨の髄ずいまで痛いたむ。障壁の光を浴びて右手首までが真っ赤に腫はれ上がった、そんな拳。だけど……だいじょうぶ。まだ指先の感覚は残ってる。


「……そうだよ。この時を待ってたんだから」


　これさえ、この瞬間さえ成功させればクルーエルを助けられる。あの障壁を一センチで良い、それだけでも抜けられれば……！


「そのために……ここまで来たんだっ！」


　右手を振り上げ、ミクヴァ鱗片へと拳を突つき立て──


　さらに強まった障壁の衝撃を全身に受け、ネイトは遥はるか後方まで吹ふき飛ばされ、なす術すべなく地面を転がった。





　風の砕けた日ゲシユタルロアまで、あと二分と三十秒。
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　コンッ…………コンッ


　乾いた音だけを残し、クルーエルは三さん叉さに分ぶん岐きした道の中央を進んでいった。


　──この先の決けつ闘とう舞ぶ台たいにネイトがいる。


　なぜだろう、そう考えただけで胸むねが苦しい。


『最後に、本当に最後の忠ちゆう告こくをしておく』


　声は、肩かた先さきに留とまる名詠生物のものだった。


『この先に待っている光景は、決して小こ娘むすめにとって良いものではないぞ』


「良いものでなくたっていいの。これから良いものにすればいいんだから」


『……強ごう情じようだな』


　肩に留まったアーマが息を吐はく。溜ため息いきと苦く笑しようと、他にも様々な感情が混まじった吐と息いき。


　はやる動どう悸きを抑おさえて歩を進める。


　徐じよ々じよに狭せまくなる通路の向こうに、わずかに明るい光が見えて──


『通路の陰かげに隠かくれたまま、顔だけを覗のぞかせてみろ』


　言われるまま決闘舞台を覗き──





　十メートルほど先に、夜色の髪かみの少年が倒たおれていた。





「ネイ──っ！」


　途と端たん、肩に留まる名めい詠えい生物の爪つめが肩先に食いこんだ。


『静かに。見ていろ』


「見ていろって……ネイトがっ！」


　うつぶせに横たわるネイトの手がかすかに動いた。


　地面に膝ひざを突き、両手で身体からだを支ささえ、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみのまま立ちあがる。


　……ネイト、何を……してるの？


　思った矢先、その少年が左手をぎゅっと握にぎりしめる。左手の隙すき間まからこぼれる淡あわい光は夜の輝かがやき。少年が走る先、巨きよ大だいな白い石が無色の光を放っては胎たい動どうを繰くり返す。


　ネイトが拳こぶしを振ふり上げ──


　その直後だった。


　触媒カタリストの光が一いつ瞬しゆんだけ何十倍も強まり、まるで光の壁かべのような障壁を構こう成せいしたのだ。その光に触ふれるやいなや、突とつ風ぷうさながらの衝しよう撃げき波はがネイトの身体を打ちつけた。


　遥か後方、石壁の間ま際ぎわまで吹き飛ばされて横たわる。


　それでもなお起き上がり、少年が拳を握る。よろよろと、走ると喩たとえるにはあまりにおぼつかない足取りでミクヴァ鱗りん片ぺんへと向かい──そして、先と同様に拒きよ絶ぜつされて後方へと吹き飛ばされる。


「ね、ねえ……」


　喉のどの奥おくがふるえて声にならない。


『そうだ、お前が最初に見た光景。ネイトが倒れていた理由だ』


　アーマが答える間すら、少年は一度として止まらなかった。


　何度でも何度でも。真っ赤に腫れ上がった左拳と右拳を交こう互ごに構かまえ、ミクヴァ鱗片へと向かい、そして弾はじかれる。


　エイダの父親が言っていた。もうすぐあの触媒カタリストが大だい爆ばく発はつを起こすと。


「まさか本当に、一人であれを止めるためなの……？」


『大爆発を止めるためというのは正せい確かくではない。言ったはずだ、小娘、お前を助けるためだと』


　……わたしを助けるため。


　胸の動悸が痛いたみに変わった瞬間だった。


『今世界中で起きてる揺ゆれの原げん因いん、それは小娘が見ているあの触媒カタリストだ。しかしなぜ、あの触媒がああも怯えているかわかるか』


　──あの触媒カタリストが怯おびえてる？


　つまりこの揺れは、あの石が怯えて震ふるえているから？


『ミクヴァ鱗片はミクヴェクスの力の一いつ端たん。いわばミクヴェクスの器官の一部だ。そして今この凱がい旋せん都市には、同じミクヴェクスから生まれた存そん在ざいながら、ミクヴェクスに本ほん能のう的に抗あらがおうとする存在がいる。アレが拒絶反はん応のうを示しめしているのはそれが理由だ』


　ミクヴェクスから生まれた存在……


　と同時に、ミクヴェクスに本能的に抗おうとしている存在。





〝驚おどろくべき変化が起きたわ。


　人としての意い識しきがあるのは一生に数年だけど、それを何百回と繰くり返すうち、残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトは人としての自じ我がだけでなく、ミクヴェクスとは別に、孤こ立りつした調ちよう律りつ者しやとしての自我をその身に宿したの。


　自我を与あたえられ、奪うばわれ、人として愛した記き憶おくも愛された記憶も忘わすれる──そんな鎖くさりに繫つながれた人形に、かりそめながらも確たしかな命が吹ふきこまれた瞬間だった〟





　もはや考えるまでもなかった。


　……わたしのことだ。


『そうだ、あのミクヴァ鱗片と小娘は、自らの意い志しに関係なく互いを拒絶する関係にある。ちょうどかつてのアマリリスとミクヴェクスのように』


「で、……でも、待って！　それってつまり」


　この地じ震しんも、じき起こるという大爆発も、そして何より……ネイトがあんなになってまで傷きずついて、それでも諦あきらめない理由は全すべて──


『小娘にある』


　……うそ、うそよ。


　そう思いたくて、だけど、そう自分をごまかすには胸むねの痛みがあまりに強すぎた。


『風の砕けた日ゲシユタルロアを防ふせぐにはミクヴァ鱗片と小娘の拒絶を止めるしかない。ネイトが選んだのはミクヴァ鱗片を反唱で消しよう滅めつさせる方法だ。片かた方ほうが消滅することで対立は消え、この揺れも、その後の風の砕けた日ゲシユタルロアも免まぬがれる』


　……だけど、それができない。


　何となくわかる。それは古い古い記憶の欠片かけらにある知ち識しき──人の身で、人の名めい詠えい式しきでミクヴァ鱗片を消滅させることはできない。


『あの触媒カタリストは〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の守しゆ護ごの下もとにある。名詠式の創そう造ぞう者しやがこの世界に送りこんだ結けつ晶しようだ。反唱などできるものではない。もっとも、ネイトが一番それを良く知っているんだろうがな』


　無理とわかっていて、それでも退ひけない。


　…………キミは、なんでそんなに頑がん張ばれるの。


　自分にとって良い光景ではないと言われた時から……いいえ、その前から覚かく悟ごしてたつもりだった。だけど目の前の光景はあまりにも切なくて、苦しくて、痛いた々いたしくて──


「……爆発を止める方法は──」


　あと一分、もしかしたら数十秒。


　たったそれだけ先の未来で、凱旋都市が一瞬にして瓦が礫れきに変わる。


『方法は』


　言いかけて、にもかかわらず肩先の名詠生物が言いよどむ。





　──方法を知るには、そんなわずかな所作で十分だった。





「……あはは、なーんだ、そんな簡単なことでいいのね」


　本当に、何よりわかりやすい方法があるじゃないか。


　わかった瞬しゆん間かん、ふしぎと可お笑かしくたまらなくなった。


『クルーエル、お前──』


「あら、何よ飛びトカゲ。今さら名前で呼よんじゃって、らしくないんじゃない？」


『…………』


　肩かた先さきのトカゲを指先でつつき、クルーエルはいたずらっぽい笑え顔がおで言った。


『小こ娘むすめ。それしかないとはいえ、本当に良いのか』


　うん──


　視し線せんは再ふたたび、夜色の少年へと向いていた。


「いいの、わたしはそれでいいの。みんなには怒おこられちゃうかもしれないけど」


『ならば我われも付きあおう』


「え？」


『小娘にばかり負ふ担たんを押おしつけるのも気が引けるのでな。最後に、お前の口からネイトに一言伝えられるだけの時間くらいは作ってやる』





　　　　４





　……身体からだが動かない。


　皮ひ膚ふが剝むけて真っ赤になった両手、もはや感覚すら残っていなかった。


「……いやだ」


　このまま何もできずに終わるなんて絶ぜつ対たい嫌いやだ。


　かすんだ瞳ひとみに映うつるのは、おぼろげな視界の中でも一ひと際きわ光を放つ巨きよ大だいな触媒カタリスト。うつぶせに倒たおれたまま、ネイトはそれをじっと睨にらみつけていた。


　こんなにも近い距きよ離りに、手を伸のばせば届とどくくらいの距離に全ての元げん凶きようがある。


　その距離が────海よりも空よりも、天上に輝かがやく星よりも遠いことを知った。それはきっと、空にうかぶ百億の星をわたり歩くよりも遠い距離。





〝ねえネイト、あなたはいったい何色の詠うた使つかいになりたいの〟


〝夜色の真しん精せいアマデウス。その〈讃来歌オラトリオ〉をイブマリーから受け継ついで名詠できたことは誇ほこるべきこと。でもあなたはまだ、自分一人で第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアを詠いあげたことはない。あなたの隣となりには常つねにクルーエルがいた〟


〝──では、クルーエルがいなくなった時、あなたは一人で何ができる？〟





　忘わすれもしない。シャオにそう言われ、まだ一時間と経たっていなかった。


「僕ぼくに……できること……」


　母から夜色名詠を受け継いで、それこそ寝ねる間も惜おしんで名詠式を勉強してきた。


　何のために？　それすらわからなかったけど、今ははっきりと言える。誰だれに対しても胸むねを張はれる理由がある。


　──クルーエルさんを助けたい。


　だから、それがある限かぎり絶対諦あきらめないって決めたじゃないか。


「……時間は……？」


　時間の流れすらわからない。風の砕けた日ゲシユタルロアまでまだ何分か猶ゆう予よがあるのか、それとも数秒後に迫せまっているのか。


「……まっ……だ……あ、る」


　まだ時間はある、そう信じるしかない。


　感覚のない指先でなく、肘ひじを支ささえに膝ひざを立て、小こ刻きざみに震ふるえる膝で立ち上がる。


　──カランッ


　握あく力りよくのなくなった指から触媒カタリストが落下。それを拾わず、ネイトは新しい黒曜石を取りだした。拾うためにしゃがんでしまえば、きっとそのまま倒たおれてしまうから。


「……っ……」


　おぼろげな視界の中で、輝きを放つ触媒カタリストの光を目指して走る。


　その時だった。





　視界にあふれる光が数十倍に膨ふくれあがった。





　それと共に、今の今まで地を揺るがしていた震しん動どうすらぴたりと止まる。


「うそ……」


　風の砕けた日ゲシユタルロア。それを知らせる時じ針しんが、まさにその時を刻きざんでいた。





　超ちよう高こう音おん域いき、何千枚まいもの金きん属ぞく板ばんをすりあわせたような音が決けつ闘とう舞ぶ台たいにこだまする。


　光が決闘舞台の天てん井じようを伝い、


　凱がい旋せん都市を覆おおいつくし、


　凱旋都市を超こえて大陸の隅すみ々ずみをも照らしだす。


　溢あふれた光が世界を染そめ、もはや光を光として認にん識しきできないほどの輝きに満ちていく。





　……そんな、……そんなのって…………


　もう止められないの？


　誰も、誰一人助けられないなんて、それなら──


　……それなら人ぼくたちの名めい詠えい式しきは、いったい何のためにあるの…………？


　光の中心点──ミクヴァ鱗りん片ぺんの眼がん前ぜんで、まぶたを閉とじても耐たえられないほどの光に意い識しきすら途と切ぎれ──


　詠は、そんな瞬しゆん間かんに聞こえてきた。





　En Se et始まりの rein歌の cornis夢を clar見た





　velそれは harp riris大いなる noi elmei bediws,悲しみの内に Uhw kis約束を tinnyもたらす lef hypne眠りと tes抱擁の meli物語





　光が、止まった。


　聴ちよう覚かくの限げん界かいで鳴り響ひびくミクヴァ鱗片の悲鳴も、水を打ったように静まりかえる。


　かわりに、目の前を包んだのは優やさしげな緋ひ色のまぶしさだった。





「──ネイト」





　すぐ目の前に立つ少女の姿すがた、最初は幻げん覚かくとすら思えた。


　輝く緋色の髪かみをした長身の少女。


　……クルーエルさん？


　声が出なかった。全すべての音が止まった世界で、ただ彼女と彼女の声だけが──


「まったく、キミは最後までわたしに心配かけたがるんだね？」





　Ec pheno心の記憶 r-isel書き記した noi elenisあなたの kamyu,名前 nefitたとえ Uhz消えて yulisしまつても────





　Ris sia sophia,願わくば De elmei全ての nett,詠よ、 yehle幾多恵の valen祈りを steras結べ tury Kyel-fesいつの日か





　Ris sia sophia,願わくば De clue緋色の nett,詠よ、 shela全ての elmei-l-pheno子供の歩みを dio願え Kyel-fesいつの日か





「ほら、もう。こんなに手、ボロボロにしちゃって……」


　両手を腰こしにあて、怒おこるような仕草の彼女。その瞳ひとみは自分の両手。痛いたみの感覚すら消えた真っ赤な手を見つめていた。


　……あ、……あの……僕は…………


「いいよ言わなくて」


　くすりと、口元に手をあててクルーエルが微笑ほほえむ。


「その気持ちだけで十分すぎるくらい嬉うれしいの。本当だよ？」


　それだけで、まぶたの上が熱くなった。何も成し遂とげてないのに、あたかもそれが、彼女の笑顔を見るのが目的だったような心ここ地ちさえ感じてしまうのはなぜだろう。


「──最初にわたしたちが出会った時のこと、覚えてる？」


　忘わすれもしない、トレミア・アカデミーに転入してきた時のこと。


　道に迷まよった自分とアーマ、道案内してくれた。


「あれが夏だったから……ふしぎだよね、まだ一年も経たってないんだよ？　わたしたちが会ってから。競演会コンクールも夏休みの合宿も、もう、ずっとずっと前のことに思えるけどさ」


　言いながら、彼女が一つ一つ指を折っていく。それら全てのことを思い返すように。


　本当に、心の底から楽しそうに。


「ありがとう。一いつ緒しよに学校に通ってたのはたった半年とちょっとだけど、キミがいたからすごく楽しかった。欲よくをいえば、もうちょっとキミの名詠式の練習にも付きあってあげたかったけど。でも、いっか。キミは十分立りつ派ぱになったと思う。一人でもちゃんと、何でもこなせそうだし」


　……クルーエルさん？


　……なんで、なんで、そんなこと突とつ然ぜん言うの？


　……まるで──まるで──────


「あの子にね、教えてもらったの。わたしの秘ひ密みつ。わたしがどうして生まれたのか、何のために生まれたのか」


　あの子？


「わアたマしリのリ妹スに」


　周囲を覆おおう緋色の光。


　それは風に踊おどる、無数のアマリリスの花びらだった。





　meh一つの getie小さな lishe,愛、 meh一つの mutisまばゆい evhe,旋律が Ahw edel noi空つぽの世界へ EgunIそつと linsy沁みて





　Seraだからこそ、 clar歌は yehleわたしたちを Rio結び





　Sera,その歌だけが vanわたしの bie clar望みで d-l-ele phaありつづけて Sec lihitいるのです





「ネイトも全部聞いたんでしょ？」


　全て彼女は知っていた。自分がシャオに聞かされたことも。


「これも知ってるよね──あの白く光る石、このままだと大だい爆ばく発はつを起こすんだって。凱がい旋せん都市がなくなっちゃうくらいの大きな爆発」


　知ってる。知ってるからこそ、止めるために決闘こ舞台こまでやってきた。風の砕けた日ゲシユタルロアを止める方法はミクヴァ鱗りん片ぺんを消しよう滅めつさせるしかないから──


「もう一つあるよ？」


　…………


　…………え？


「わたしとあの触媒カタリストが互たがいに互いを拒きよ絶ぜつしてるんでしょ？　片かた方ほうが無理なら、もう片方がいなくなればいいの。それでこの爆発は止められる」


　もう片方。


　それは、つまり。


「わたしが消えればいいの。わたしが〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉を受け入れて、その眼めとして還かえれば」


「──────っっ！」


　張はり叫さけんだ声はもはや声ですらなく、それは一つの音だった。


「クルーエルさん、お願い、そんなこと言わないで！　だって……そうしたら！」


　残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツト。


　自じ我がをなくし、純じゆん粋すいなる調ちよう律りつ者しやとして、人の世界を記き憶おくしていくだけの存そん在ざいに。


　そこに自らの記憶は存在しない。


　学園で一緒に過すごした記憶も何もかも、無む駄だなものとして消滅する。


「そんなの間ま違ちがってる！　絶ぜつ対たい違う！」


　風の砕けた日ゲシユタルロアが起きれば凱旋都市が焦しよう土どと化す。エンジュの住人を守るために他に方法がないとしても、一人が身を投げだして犠ぎ牲せいになるなんて間違ってる。


「みんなのためにクルーエルさんが悲しいことになるなんて、僕は──」


「みんなのため？……ううん、違うよ」


　どことなくぎこちなさそうに、気き恥はずかしそうに。


　彼女は照れ笑いを隠かくすように、こう言った。





　キミを、助けたいから





「…………」


　……クルーエルさん。そんな、そんな答えずるいよ。


　……僕は何て答えればいいの。





　Ao/ああ、 De Orbie約束の Clar,歌よ nemneわたしに Ses安らかな colin眠りを hypne与えて





　Ec pheno,あなたの名前、 steris数多の pheno名が yumわたしの yulis 律からfel消えて Sec nuel,いくでしよう、 endeそして





　Sew孤独な yum時の r-vequs noi黎い牢獄に shadilisわたしは kaon lef縛られる、 solitis xinそして





「わたし、人と名めい詠えい生物の間にいるんだって。だから飛びトカゲに教えてもらったの。わたしが妹アマリリスと同じ調律者になる方法。……あ、もちろんこれはわたしが頼たのんだんだからね。あいつを怒おこらないで」


　飛びトカゲ。


　……アーマ？


　眩まぶしい光の中にいる彼女の肩かた、そこに夜色の名詠生物が留とまっていた。


「姉妹でも、わたしはアマリリスと違うの。自分の力だけじゃ還かえれない。だから名詠式で触媒カタリストって言われてる物の力を借りる必要があるんだって。それもミクヴァ鱗りん片ぺんと同等の力を持った触媒カタリスト」


　ミクヴァ鱗片と同等の触媒カタリスト？


　そんなものあるはずがない。なぜならミクヴァ鱗片は名詠式の創そう造ぞう者しやである〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の力を結けつ晶しよう化かしたものだから。


　そんなものに対たい抗こうできるものがどこにあるというのだ。


「アマデウスの牙きば──名詠式のもう一体の創造者の〈その意志に牙剝く者アマデウス〉が、ミクヴァ鱗片同様に自らの力を結晶化したもの。それがあればいいの」


　その単語には聞き覚えがあった。


　三さん叉さ路ろでシャオから聞かされた内ない容ように、その単語が含ふくまれていたような。





〝アマデウスの牙──Clarクレア・ eleエル・ Selahphenoセラフエノシアス＝ sia-s-Armadeusアマデウス【アマデウス　ただそこに歌を願う者】の力の一いつ端たんを結晶化した、ミクヴァ鱗片の対となる触媒カタリストの力により、少女は調律者としての力を得た。そしてアマデウスもまた空白名詠の調律者から立場を変え、夜色名詠の調律者になった〟





　シャオから聞かされた夜色名詠の創造譚たん。


「でも！　そうだとしてもそれは夜色名詠ができた時に母さんが持ってたはず！　それがエンジュに都合よく落ちてるなんて偶ぐう然ぜんが──ぐう、ぜ……、……」


　クルーエルが見つめる先を目で追いかけ、ネイトは言葉を失った。


　彼女が見つめるのは自分の肩に留まる名詠生物。


　アーマと呼よばれる真しん精せい。


　母が夜色名詠を創りあげた時から連れていた名詠生物。他の名詠生物と違い、自分の意い志しでいつまでもこの世界に留まることが許された──名詠式の法ほう則そくから外れた存在。


「……アーマ？」


　疑ぎ問もんに思ったことは確たしかにあった。けれど、長い時間を共に過すごすうち、いつしか疑問は疑問にすら思わなくなっていた。


　アーマがこの世界に留とどまる様子。


　それはまるで、ミクヴァ鱗片がこの世界に留まり続ける様子に酷似して────


『我われがこの世界に留まっていた理由は二つある。一つは、イブマリーのかわりにお前の成長を見み届とどけること。もう一つが』


　ぽつりぽつりと、子に教え聞かすような口調だった。


『お前が夜色名詠を自分のものにした時、アマデウスの牙として、いつの日かお前の力になるため。その条じよう件けんは、お前が第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアを二度成しえたことで満たされた』


　一度目の第一音階名詠ハイ・ノーブルアリア、それは競演会コンクールの時だ。この時アーマは一度還かえっていった。


　しかし二度目、それはケルベルク研究所でだ。あの後アーマは還るどころか、今この時まで自分と一いつ緒しよにいてくれた。


　……一緒にいてくれたのは僕ぼくを見届けるためでなく、僕の力になるため？


「でもごめんね。キミのかわり、わたしがコイツの力を貸かしてもらうことになっちゃった。なんていうかさ、こんな飛びトカゲに頼たよるなんて自分でも悲しくなっちゃうけど」


　指先でアーマをつつき、クルーエルが大げさに溜ため息いきをついてみせた。


『減へらず口を』


「いいの、ほら、そろそろ時間なんでしょ」


　あまりに自然に、彼女が自分に向かって背せを向ける。肩にアーマを乗せたまま、すたすたと、まるで何ともないようにミクヴァ鱗片へと近づいていく。


「────ただいま」





　その瞬しゆん間かん、彼女は透すきとおったように光の壁かべを潜くぐり抜ぬけた。





　自分がどれだけあがいても指先一つ侵しん入にゆうを許ゆるさなかった障しよう壁へきが、まるで長い間待ち焦こがれていた者を受け入れるように。


　……クルーエ……ルさん……？


　ぱさっ。足あし下もとに、今まで彼女が身につけていた衣い類るいが落下する。外観だけでなく、もはやその存そん在ざいすら稀き薄はくになって──


「お別れだね、ネイト。辛つらいこと頼たのんじゃうけど、ミオに謝あやまっておいてくれるかな」


　背を向けていた彼女が振ふり返る。


　一糸まとわぬその身体からだは蜃しん気き楼ろうのようにゆらゆらと揺ゆらぎ、透けていた。





　Sew全ての ele sis 子供のxeph-Ye-clar眠る ria Eeo,夜 nefitわたしは elmei独り、 pheno歌い delis Seo続ける





　wasあなたの Kirisくれた reh jas,優しさだけ、 van凍える Ec yuma両手で iflis抱きしめながら…………





　……そんな。


　……うそ、……いや……行かないで。クルーエルさんもアーマも……


　二人がいないなんて……そんなの……


「ほら、そんな顔しないの。わたしはキミと会えて本当にうれしかったんだよ？」


　とびきりの笑え顔がおをうかべ、彼女が声に出して笑う。


　どこまでも明るく、澄すんだ笑顔で。


　──そう見えた、けれど。


『小こ娘むすめ』


「……わかってるよ、時間がないんでしょ」


　彼女がすっと姿し勢せいをただす。


「ネイト、お願いがあるの」


　お願い？


　こんな時、こんな場面で、彼女は僕に何を。


「たぶん、すごく自分勝手で無む茶ちやなお願い。あのね、わたし」


　胸むな元もとに手をあて、クルーエルは一度小さく息を吸すって。


　──その時彼女から言われた言葉を、その瞬間を、僕は絶ぜつ対たい忘わすれない。





　わたし、キミのこと大好きみたい。どうしようもないくらい大好きみたい。





　彼女は、微笑ほほえんでいた。


　届とどかないと知りながら、それでも抱ほう擁ようを求めるように両手を伸のばしていた。


「…………っ…………」


　返すべき言葉がうかばない。それが、どんなにもどかしいことかを知った。


　声が出ない。それが、どんなに辛いことなのかを知った。


「あはっ、ごめんねいきなり。……わたしずるいよね、キミの気持ちなんかまるっきり無む視しでこんな恥はずかしい告白しちゃって。でも、どうしても言いたかったの。もしこの瞬間、世界中の誰だれを選べるとしても、わたしはキミに言いたいの」





　……ぽちゃん





　それは彼女の頰ほおを伝い、顎あご先さきからこぼれ地に落ちた水すい滴てきの音。


　涙なみだ？


　それを見たとき、ネイトは、彼女の心の声を確たしかに聴きいた。


　──クルーエルさん、もしかして本当は。


「あ、ご、ごめんね……こんな時に」


　慌あわててクルーエルが涙をぬぐう。


　その拍ひよう子し、また隠かくしきれないしずくが一滴、二滴。ぽちゃんと音を立て、地面に小さな泉いずみをつくる。


「ど、どうしよう？　あ、はは……困こまっちゃったね」


　彼女は心の底から微笑んでいる。そう思ってた。


　だけど違ちがう。確かに彼女の微笑みもうそじゃない。けど同時に、彼女は本当は────





　その少女は　微笑むように泣いていた。





　胸むねの奥おくが熱い。それを感じた瞬間、


「クルーエルさんっ、僕──っ！」


　おぼつかない足取りで、それでも力の限かぎり地面を踏ふみしめていた。


　ようやく、ようやくわかった。


　彼女が本当に求めてて、だけど口にできなかった本当の願い。世界中の誰より、僕に何を願っているのか。





「助けに行きます！　絶対、クルーエルさんのこと助けに行きますから！」





〝……ネイト、お願いがあるの〟


〝たぶん、すごく自分勝手で無茶なお願い。あのね、わたし〟


　──自分勝手で無茶な願いだとはわかってる、だけど、それでも。


　──わたし、キミが助けに来てくれるのを信じてる。


　微笑むように泣いていた本当の理由。そうだ、彼女だってみんなと別れるのが辛くないはずがないんだから。


「だから、信じて待っててください！」


　わずかな静せい寂じやく、そして。


　応こたえたのは彼女でなく、その肩かたに留とまる名めい詠えい生物だった。


『小こ娘むすめ、だから言っただろう？　隠したところで変わらんと。お前はうそをつくのが下手だからな』


「…………」


　からかうようなその言いぶりに、それでも少女は無言だった。


　応えられるはずがない。目の前の少女は手を口元にあてて、胸の奥おくからこみあげる嗚お咽えつを堪こらえるので精せい一いつ杯ぱいだったのだから。


「……っ、ばっ…………ばっ、か……ネイトのばか……わた、わたしが……どん、な気……持ちで」


　両目の端はしに大おお粒つぶのしずく。


　けれど、今度こそクルーエルは微笑ほほえんでいた。


「……わたし信じちゃうよ？　本気にしちゃっても……いいの？」


「──信じてください」





　Elmaさあ、 sia全ての Risis約束された ele子を Selahphenoria讃えましよう





　Miqu,少女の clue-l-solitis名と愛を mis cela忘れないで





　少女の身体からだが徐じよ々じよに光の粒つぶへと変わっていく。


　何度も何度も目にした、名詠生物が還かえっていく光景。身体を支ささえる両足が消え、胸むな元もとまでが消しよう滅めつし、この世界から消えていく最後の最後の瞬しゆん間かんまで。


　少女は目をつむったまま微笑みを絶たやさず──


　それを見守る少年は、両りよう拳こぶしを握にぎり、目からこぼれおちそうになるものを堪えていた。





　Ris sia悲しき sophia,純粋 leide-lis,知性は clue-l-sophie生まれ、 neckt rein眠り────Kyel-fes全ての Sophit約束された ele子供たちの vel夢を xeph見る





　止まっていた光が動き、凍こおっていた音が再ふたたび流れだし、


　目の前の世界全すべてが光に包まれる中──





　ネイトは、光の洪こう水ずいに包まれて意い識しきを失った。


　握った拳だけ、何か大事なものを守るように固かたく閉とじたまま。
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間奏　『荒こう野やを往ゆくもの』







　……カラ……カラン……ッ


　赤く灼やけた軽石が風にさらわれ、起き伏ふくの激はげしい坂を駆かけ上がるように転がっていく。


　かつては火山地帯であったという荒野。噴ふん火かの際さいに山が崩くずれ、今ではどこまでも続く丘きゆう陵りよう、遥はるか彼方かなたには森林地帯が見えるだけ。


　整せい備びされた道などなき道。


　砂じや利りと軽石、まばらに生えた名もなき草だけが彩いろどる街かい道どうに、一人分の足音が響ひびく。


　……ズッ……ズズッッ……ズ…………


　足を引きずるような、地に縫ぬい止められた歩行。


「大した災さい厄やくだな。凱がい旋せん都市からこれほど離はなれた俺おれの牢ろう獄ごくにまで光が届とどいた。凱旋都市、その歴史も遺い産さんも全てが瓦が礫れきの下か」


　押おし殺した笑いが風に乗る。


　一ひと呼こ吸きゆう分の笑いが徐じよ々じよに弱く、擦かすれ、笑いが笑いですらなくなったその後に。


「だが、それでも人は生きていく」


　その男は歩みを止め、頭上に展てん開かいする夜空を仰あおいだ。


「好いい夜だ。本当に好い風だ。そうは思わないか、なあ？」


　荒野にいるのはその男ただ一人。


　だが彼は、まるで返事が来るのを当然とばかりに夜を見続ける。


　やがて風がやみ、転がっていた軽石が止まり、静せい寂じやくが荒野に満ちていく。





『それは、わたしに同意を求めているの？』





　声は、虚こ空くうから唐とう突とつに現あらわれた。


　まだ若わかい。十代の少女の声だった。


「お前以外に誰だれがいる？」


　くっくっと口の端はしを歪ゆがめ、男が再ふたたび歩きだす。


「愉たのしいな。お前の声を聞くと、クルーエルという娘むすめを思いださずにはいられない。もっとも声だけでなく、姿すがた形かたちまでまるで同じとは恐おそれ入ったがな」


『……最さい低てい限げんの説明はしたはずよ』


「もちろん、だからこそ愉しいのさ。名めい詠えい式しきを司つかさどる……調ちよう律りつ者しやサマだったか？　そんな大たい層そうな存そん在ざいが、わざわざ獄ごく中ちゆうの俺を連れ出すとはな」


　みしっ。


　音が響くほどに左拳を握にぎり、その感かん触しよくを確たしかめるように手の平を開いていく。


　──その男に右みぎ腕うではなかった。


「もう一度あの学園に足を運ぶことになるとは思わなかった」


『嫌いやなの？』


「まさか、嬉うれしくてたまらんよ。あの鼻タレの小こ僧ぞうがどう変わったか楽しみで仕方ない。まるで我わが子の成長を見み届とどける父親のような心しん境きようさ」


『それはどちらを指すの。レフィス？　それとも──』


　しばしの沈ちん黙もくの後。


「両方だ」


　口早に呟つぶやき、その男は足を速めた。


「さて、明日中には着きたいものだな。お前も時間がないんだろう？」


　少女の声は聞こえない。


　が、男に気分を害した様子はなく、むしろそれすら楽しんでいるようだった。





「……ヨシュア、少しだけ、お前に胸むねを張はることができそうだ」





　独ひとり言に応おうじる者はこの場にいない。


　それでもなお──男は地を踏ふみしめ、一歩、また一歩、目的の地へ歩き続けた。




序奏　『夜明け前』







　　　　１





　……ミオ、


　…………ミオってば！……





　……だれ？


　肩かたに触ふれる誰かの手。その感かん触しよくに少しずつ意い識しきが覚かく醒せいしていく。


「あ、良かった！　ちゃんと無事みたい！」


　耳元で聞こえる声がさっと鮮せん明めいさを増ました。まぶたを開けたそこに、互たがいの鼻と鼻が重なるほど間近に少女の顔が。


　日焼けした肌はだに亜あ麻ま色の髪かみ、ボーイッシュな面おもだちが特とく徴ちよう的な少女だ。


「エイダ……？　あ、あれ、どうし…………っ！」


　状じよう況きようも摑つかめないまま跳はね起きるや、軽い目眩めまいに襲おそわれた。


「ほら慌あわてなさんなって、落ちついて。どうせあんたで最後だから」


「……あたしで最後？」


　目をこすり、あらためて周囲を眺ながめてみた。


　エイダの顔の背はい後ご──そこにはさっきまで見ていたのとまるで同じ星空。依い然ぜん暗い空の様子から、気を失っていたのは本当に一時間たらずかもしれない。しかし問題は、なぜ自分が気を失っていたかだ。気づけば地面の揺ゆれも収おさまっている。


「ミオそっちじゃない。こっちこっち、よく見てみな」


　エイダが指さすのは向かって右手。


　……あれ？


　周囲の景観が一転していた。エンジュ特有の尖せん塔とうも、正面の視し界かいを埋うめつくす競闘宮コロセウムの巨きよ大だいな影かげもない。暗がりで細かい造ぞう形けいまでは把は握あくできないが、見えるのは長方形状じようの建物がいくつか。家屋にしては窓まどが大きく、形もやけに単たん純じゆんだ。


　でもなんでだろう、前に視みたことあるような気がする。それもごくごく最近、というよりつい数日前まで──


「……校こう舎しや？」


　それもただの校舎じゃない。これは、


「そそ、トレミア・アカデミーの校舎だよ」


　……この友人は何を言ってるんだろう。


「エイダってばどうしたの？　確かにこれすっごく似にてるけど、あたしたちエンジュに来てるんだよ。トレミアに帰るのは明日なわけで…………って、ちょっとエイダ、痛いたい痛い！　首折れちゃう、折れちゃうってば！」


　言い終えるより早く彼女に顔を両手で挟はさまれた。抵てい抗こうするもむなしく、そのまま強きよう制せい的にぐいっと後ろを向かされて──


　トレミア・アカデミーの正門。


　見知った校章と学園名が刻きざまれた石柱がそこにはあった。


　…………うそ。


「信じる気になった？」


「なにが……どうなってるの」


　間ま違ちがいない、本当にトレミア・アカデミーの敷しき地ち内ないだ。それも正門を抜ぬけてすぐにある一年生校舎の目の前だった。


　気を失っている間に凱がい旋せん都市から学園に移い動どうしていた？


　そんな馬ば鹿かな。かたや大陸北部の辺へん境きようにあるこの学園、かたや大陸中央部に位置する凱旋都市。どれほどの距きよ離りがあるというのだ。


「しつこいけど落ちつきなって、とにかく順番に話すから」


　その言葉に奇き妙みような違い和わ感を覚えた。


　この友人も一いつ緒しよの出来事に遭そう遇ぐうしたはず。なぜこうも冷静なんだろう？


「エイダ、まるで全部知ってるみたいな言い方」


「ん、ホントのところあたしも頭の整理しきれてないけどね」


　口元に手をあて、彼女はふと横顔を向けた。


「順に言うとさ、みんなの中であたしとレフィスが最初に目を覚ましたの。まあ、二人ともちび君に起こしてもらったんだけどね。それであたしが親おや父じを起こして、親父がみんなを起こしてる間に…………あたしとレフィスで、ちび君から話を聞いてた」


「ネイト君が？　それにレフィス君て、どうして？」


　誰より先に目を覚ましていたのがネイトなのも気になるし、他校のレフィスがトレミアにいる理由だってわからない。


　いや、本当に追つい及きゆうすべきは。


「ネイト君なら知ってるって、どうして？」


「それは──」


　続きを告げようとしたエイダの唇くちびるが止まった。


「ミオ、エイダ！」


　自分たちの背後に足音。振ふり向くより先、ミオは近づいてくる人物が誰だか悟さとった。


　四月に入学して以来、自分たちの教室を担たん任にんする教きよう師し。


「ケイト先生？」


　夜間でも目につく金きん髪ぱつが眩まぶしい、新米の女じよ性せい教師だ。慌あわてて走ってきたらしく、肩で息をしているのが遠くからでも察しがついた。その後ろには眼鏡めがねをした知的な男性──ミラー教師。彼はたしか最上級生の教室を担当していたはずだ。


　そして、さらにすぐ後ろにはレフィスとヘレンの姿すがたまで。


「エイダ、何がどうなってるの！……帰ってくるのはそもそも明日のはずだし、それに」


「あー待ってセンセ、いっぺんに聞かれるとダメ。あたしだって混こん乱らんしちゃいそうなんだから。……まず、あの二人は？」


　あの二人？


　ミオが内心首をかしげる間もなく、エイダの問いにミラー教師がすらすらと。


「カインツと、あと一緒にいた少女は医い務む室しつだ。……どちらも相当な重じゆう傷しようだった。明日すぐにでも精せい密みつ検けん査さが必要になる。今はクラウス氏が付きそって、医い療りよう機関に運ぶ手続きも済すんだ。まったく、楽な当直かと思えばこんな夜よ更ふけにこの大おお騒さわぎとはな」


「あ、なるほど。だから親父がいないわけね。──了りよう解かい。つまりこの場にいるメンバーが、凱旋都市から学園に来た全員とひとまず考えちゃおう。その方がわかりやすい」


　周囲を一周ぐるりと見回して手を打つエイダ。


「……エイダ、ちょっと待って」


「ん？」


　目を丸くする彼女の前で、今一度、ミオは周囲を眺ながめてみた。


　学生はレフィスとヘレン、エイダ、そして今この場にいないがネイトもだ。


　大人はエイダの父親、そして虹にじ色名詠士。


　共通点──あの時の競闘宮コロセウムに集まっていた顔ぶれが、そっくりそのまま当てはまる。


「あのさエイダ、これって競闘宮コロセウムにいた人たちだよね」


「そう、それも説明しようと思ってたんだけど。どうかしたの？」


「……一人足りないよ」


　一人、自分の一番良く知った友人の姿がない。名前すら出てきてない。


「クルルはどうしたの？　ねえエイダってば、なんでさっきからクルルの名前も出てないの！」


　背せ中なかに嫌いやな寒気があった。


　まるでクルーエルだけが意図的に外されている、そんな気がしたのだ。


「ちょ、ちょっとエイダっ！　なんで黙だまっちゃうのよ!?」


　押おし黙る友人の肩かたを摑つかみ、声の限かぎり叫さけんだ。


　思えばレフィスもだ。エイダと一緒にネイトから事じ情じようを聞かされたという彼もまた、エイダと同じように口を閉とじて……まるで、まるで、何かを懸けん命めいに堪こらえるように。


「クルーエルは──────だ」


　え？


　空耳か、エイダの冗じよう談だんかと思った。


「……エイダ……なにを……言、っ、言って……る……の？」


　全身から力が抜ぬけて、まず最初に膝ひざが折れた。


　……そんな……そんなことって…………あるわけが……





　──クルルが、消しよう滅めつした？





　　　　２





　黒一色に塗ぬり固められた空。だんだんと青と白が混まじっていくのがわかる。


　窓まどの向こうからは鳥の鳴き声。


　徐じよ々じよに、トレミア・アカデミーに朝が近づいていた。


　──あたしが鎗やりの朝練する時に聴きく声だから、もう五時くらいか。


「あんた具合はどうなの？　テシエラって奴やつにこっぴどくやられたんでしょ」


　水すい滴てきのついた窓まど枠わくから離はなれ、エイダは室内へと振り向いた。


「……お互たがい様だ」


　テーブルに両りよう肘ひじをつく恰かつ好こうで椅い子すに座すわるレフィス。競闘宮コロセウムにいた時はろくに身体からだが動かないようだったが、今はある程てい度どは回かい復ふくしたらしい。


「そういえば聞き忘わすれてたけど、ここはどこなんだ？」


「トレミア・アカデミーの総そう務む棟とう。一階……てのはわかってるか、その職しよく員いん控ひかえ室ってとこ。控え室ってか休きゆう憩けい室しつだね」


　ソファーに給湯室、テーブル、椅い子す。


　それらを物もの珍めずらしそうに眺ながめる彼。


「俺おれのジール名めい詠えい学がく舎しやはこんな部屋なかった。本当に辺へん境きようの学園か？　敷しき地ちも相当あるみたいだし、こんなにでかい総務棟も見たことない」


「敷地はでかいけど半分自然のままってやつ。校庭の裏うらにはいきなり野山があるくらいだからね。野生動物もそれなりにいるから研究にはもってこいなんじゃない？」


　それきり、会話が途と切ぎれた。


「あのさ──」


「聞きたいことが──」


　まったく同時に口を開き、互たがいに苦く笑しようの表情をうかべる。


「いいよそっちからで、見知らぬガッコに来たばっかで何もわからないだろうし」


「俺の方はそんな大したことじゃないんだけどな」


　机テーブルに片かた肘ひじをつき、どこか気き恥はずかしげな表情を隠かくすように青年がそっぽを向く。


「ヘレンとミオはどうなったのか……その……気になった」


　この場にいるのは自分とレフィスだけだ。共にいた二人は教きよう師しに連れられて別行動。夜が明けても連れん絡らくがない、彼にしてみれば気になるところなのだろう。


「二人ともうちの先生がそばについてるし、職しよく員いん室しつじゃない？　事じ情じよう聴ちよう取しゆってつもりはないだろうね。それならあたしかあんたに訊きくはずだもん」


「そうなると」


「うん、単に二人がそれだけ動どう揺ようしてたからだと思う……いや、あたしも落ちついたつもりで全然そうじゃなかったんだ」


　今になって後こう悔かいの念が胸むねに渦うず巻まいてしかたない。


　──全すべて、ネイトから聞かされたままを話してしまったのだ。


　詳しよう細さいとまでいかないが、クルーエルが光の粒りゆう子しになって消えてしまったこと。そしてそれが全て、自分たちを含ふくむ凱がい旋せん都市の人間を守る唯ゆい一いつの手しゆ段だんであったことまで。


「特にミオだね。あの子に話すとき、たとえば『クルーエルは誰だれかに連れ去られた』で良かったはずだもん……それを……」


　ミオにいたっては言葉一つ話せない状じよう況きように陥おちいってしまった。軽いショック状じよう態たいゆえ、それを不安に思って教師がそばについているのだろう。


　──なぜ、あの場面で気が回らなかったんだ。


「あの場面、気をきかせようなんて欲よくを出す方が無理だ。あんな土ど壇たん場ばで作り話を考えようと思ってもボロが出るに決まってる。たぶん、俺でも同じことを喋しやべってた」


「ちび君に聞かされた通りに、か……」


　わからないのはネイトだ。


　自分とレフィスを起こし事情を説明した後、一人でどこかに姿すがたを消した。


　本当の意味で全てを知ってるはずの彼がいないのだ。今もミラー教師が彼を捜さがしているはずだが、見つけたという話はない。


　かわりに入ってきた情じよう報ほうといえば──


「そういや親おや父じから聞いた話なんだけどさ……凱旋都市は壊かい滅めつだってさ。競闘宮コロセウムも家も何もかも瓦が礫れきの下だって」


　結局、アルヴィルの言ったことは本当だった。


　あの猛もう烈れつな揺ゆれと共に目も眩くらむような光が満ちて──その光が瞬またたいたかと思った時には、この大陸から凱旋都市は消えていた。


「……助かったのは俺たちだけなのか？」


「ところが違ちがうんだ。こっからがふしぎなんだけど、トレミアに来たのはあたしらだけだけど、エンジュの人は全員エンジュの外に避ひ難なんしてたらしい」


「避難？　あの短時間で全員が？」


「ううん、それが全員あたしらと同じなんだって。気を失って、気づいたらエンジュに近い街かい道どうに倒たおれてたみたい。みんなそれが逆ぎやくに怖こわくて、今はエンジュに一番近い都市に逃にげこんでるらしいけどね」


　気を失って、気づいたら遥はるかに離はなれた場所にいた。これが一人なら気のせいとも疑うたがうが、凱旋都市の全ての住民が体験したとなれば迂う闊かつに否ひ定ていすることもできない。現げん象しようが本当に起きたのか、本当だとすればどのように。それすらいまだわからないままだというが。


「俺たちを起こした時、ネイトが気になること言っていたな」


　ぼんやりとした瞳ひとみをレフィスが天てん井じようへと向ける。





〝風の砕けた日ゲシユタルロアは最さい小しよう限げんに留とどめたけど、完全には止められなかったんです。だから僕ぼくたちをここに飛ばしたのはクルーエルさんだと思います……たぶん、シャオがやったように『セラの庭園』を経けい由ゆして〟





　──『セラの庭園』を経由、気になるのはこの箇か所しよだ。


「レフィス、あんたもあの場所に行ったんだよね？」


　名詠式の生まれ、そして還かえる世界。そう聞かされた。


　夜のような天球に、青白く輝かがやく砂すなが地表を覆おおった世界。宝ほう石せきのような五色の結けつ晶しようが宙ちゆうを浮ふ遊ゆうし、空には極光オーロラが輝いていた。


「ああ、シャオとかいう連中のリーダーがそうしたらしい。俺の意い志しに関係なくほとんど強きよう制せい的だったな」


「一つ訊ききたいんだけど、あそこから戻ってきた時の場所は同じだった？　それとも全然別の場所に移動させられてたとかってことはなかった？」


「──それは」


「祓む名か民しの癖くせで、位置把は握あくだけは怠おこたらないようにしてるのよ。でさ、あたしがアルヴィルと一いつ緒しよに戻された時、足半分だけ位置がずれてて身体からだの向きも数度違ちがってた。それがずっと気になってたんだ」


　一つ確たしかなことは、『セラの庭園』に繫つながる道が名詠門チヤネルであるということだ。


　自分が感じた位置のズレ──それは『セラの庭園』に連れられた時と戻る時で、名詠門チヤネルの発生位置がわずかに異ことなっていたからに違いない。


「もしだよ、『セラの庭園』から戻る時、こっち側の世界のどこに名詠門チヤネルを発生させるかを指定できるなら──」


「俺たちもエンジュの人間も一人残さず『セラの庭園』に連れられて、そこからこちら側のどこに戻るか指定されていた、か……確かにそう考えれば説明はつく……だけど何だろうな、このもどかしさ」


　レフィスが言いよどんだ理由は察しがつく。


　それは、今まで自分たちが知る名めい詠えい式しきとあまりにかけ離れているからだ。


　それが名詠式で実じつ現げん可か能のうかどうかの議ぎ論ろんではない。それが、人の名詠式で測はかれる容よう量りようを遥かに超こえてしまっていて、──そして何より、それをやったのが自分たちの知る少女だということだ。


「……ネイトはああ言ってたけど、本当にクルーエルで間違いないのか」


「たぶんね、そう思えるだけの理由もあるし」


　自分やミオ、ネイトのトレミア・アカデミーの学友。


　ヘレンとレフィスのジール組。


　虹にじ色名詠士に自分の父親。


　──トレミアに移動していた全員が、クルーエルと面めん識しきがある。


「あたしらはトレミアで、他の人たちはそこらへんの街道でしょ。……我われらがクラス委員らしいじゃない。全員トレミアに移うつすとトレミアが一いつ杯ぱいだもんね。きっと土ど壇たん場ばで頭が回らなくて、みんなをどこに移動させればいいのかも慌あわてて決めたんだよ」


　奥おく歯ばを嚙かみしめ、泣き面つらにしかならないものを無理やり苦く笑しように変えた。


　……本当に、クルーエルらしい発想だ。


「名詠式を創そう造ぞうし司つかさどる調ちよう律りつ者しやか──本当に、俺たちのできる名詠式とはまるで桁けたが違うことをあっさりしてみせるんだな」


「クルーエルが怖こわくなった？」


「……わからない。でもたぶん逆ぎやくだと思う」


　言葉を探さがすようにしばし宙を見つめていたが、彼はふと視し線せんをテーブルに戻し、


「俺たちは彼女のおかげで助かったんだろ。それは忘わすれちゃいけない」


「わかってるじゃん」


　肘ひじをつく彼の拳こぶしへ、エイダは自分の拳をコツンとぶつけた。


「……けど、今はどうなってるんだ？　ミクヴァ鱗りん片ぺんを狙ねらってた奴やつらがどこに行ったのかも、そもそもミクヴァ鱗片がどうなったのかもわからない」


　そう、そこが問題なのだ。


　間近にあった椅い子すを引き寄よせ、その背せに両手をかけてもたれかかる。


「それはあたしも気になってる。だけど〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が名詠されたって感じはしないんだよね」


〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉──名詠されることで既き存そんの名詠式を全すべて消去し、新しい概がい念ねんを与あたえる調律者と聞いている。その際さい、名詠式にかかわる人の記き憶おくが一度全て消去される。その消去された記憶を保ほ管かんする筺はこが残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツト。つまりクルーエルだ。


　役やく割わりが終われば残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトは消しよう滅めつし、ミクヴェクスの『眼め』に戻もどる。


　そうなればクルーエルも、そして自分たちも、互たがいに互いの存そん在ざいを忘れてしまう。


「あたしたちがあの子のこと覚えてるってことは……まだ〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉は名詠されてないんだよね」


　だけど、現げんにクルーエルはこの世界から消滅してしまった。もう彼女を助ける手だてはないのか。あるとしてもいつまでに何をしなくてはならないのか。


「ネイトを捜さがした方が良さそうだな」


「……だね」


　クルーエルと最後まで一いつ緒しよだったあの少年。


　クルーエルが最後まで共にいることを選んだのが、彼だった。


　信じたい──彼なら何かを知っていると。


「どうする、別行動した方が効こう率りつがいいか？」


「そりゃそうだけど、今日って普ふ通つうにガッコある日なのが問題なの」


　壁かべにかかった時計を横目で眺ながめる。


「何も知らない生徒みんながそろそろ登校する時間なのよ。それを、まるで違ちがう制せい服ふく着た生徒あんたが校内を歩き回ってたら気になって仕方ないもん。あんたも周りからジロジロ見られて怪あやしまれたら嫌いやでしょ？　あ、それとも──」


　テーブル越ごしに彼の顔を覗のぞきこみ、


「……なんだその気味の悪い笑え顔がお」


「えっへっへ、もしかしてレフィス君は、あたしよりヘレンと一緒だった方が良かったかなぁ？　ごめんねぇ、あたしとしたことが気がきかな──」


「さて行くか」


「ちょ、ちょっと？　なにその冷たい反はん応のう！　てか、こんな時だからこそ場を和なごませようと思ったのに、何か言ってくれないとあたしの方が悲しいんだけど!?」


　控ひかえ室の扉とびらへ向かうレフィスを慌あわてて追いかける。


「……つまんないの。ちび君ならクルーエルの名前を出せばすぐ顔が真っ赤になるのに」


「ネイトはそれが嫌いやで姿すがたを消したのかもな」


「だ、か、ら、違うっての！」


　扉を開けようとした矢先。


　ガチャリと音を立て、手を伸のばした先のドアノブが勝手に回った。


「エイダ、いるっ！」


　艶つややかな黒くろ髪かみを伸ばした長身の少女だった。


「お？　サージェス、なんであたしがここにいるってわかったの？」


「ケイト先生にね、あんたがここにいるから連れてこいって言われたの。あんたなら理由知ってるかもしれないからって。ほら早く、学園長室に来なさいだって！」


　言い終えるや、サージェスに手を引かれエイダは通路に連れ出された。


「ま、待ってってば！　理由って何の理由？　あたしこれからちび君を──」


「あんた、もしかしてまだ気づいてないの？」


「だから何の理由？」


「……あんたには説明するより見せた方が早いわ。触媒カタリスト持ってる？」


「そりゃあるけど」


　ポケットから白の塗と料りようチューブを取りだして見せた。


　エイダの専せん攻こう色しよくは『Arzus白』。それゆえ触媒カタリストには同色の白い素そ材ざいが必要となる。


「それ使って何か名めい詠えいしてみな。白いちっちゃな石でも何でもいいから」


「えー、何だってこんな時にそんな」


「いいから、ほら早くやんなさい。急いでるんでしょ？」


　……まったくもう。レフィスも隣となりで困こまってるってのに。


　指先に塗料を付着させ、白い小石を思いうかべた。


　──『Arzus白の歌』──


　塗料が白く淡あわい光の粒つぶを放ち、それが寄よりそって真円に近い名詠門チヤネルを形成。輝かがやく門から小さな小石が…………出てこなかった。


　何も名詠されないまま、硝子ガラスが砕くだけたような音だけを残して名詠門チヤネルが消しよう滅めつする。


「あ、あれれ。あたしとしたことがおっかしいな。これくらいさすがに」


「そうじゃないの。みんなできないのよ」


「みんなって？」


「だ、か、ら、ウチも先生も学園長も！……みんな、名詠式ができないの」





　一時間後。


『五色の名詠式が起動しない』


　大陸の名だたる名詠研究機関が連名で、異い例れいの報ほう告こくを公表した。


『原げん因いん、対たい処しよ法ほう、いずれも不明。これにかかる情じよう報ほう、見けん解かいを広く求める。情報の提てい供きよう先さきについては臨りん時じの────』
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　ケルベルク研究所保ほ養よう区く、療りよう養よう施し設せつ。





「で、これはどういうことなのか説明してもらえないかな」


　真っ赤なヒールで床ゆかを踏ふみつけ、白衣姿の女じよ性せい研究者が腕うでを組む。深い緑の髪をした長身の女性だ。切れ長の瞳ひとみは知的というより鋭するどいの一言につきるだろう。


　サリナルヴァ・エンドコート。大陸を代表する研究機関の統とう率そつ者しやは、目の前で横たわる少女をじっと見下ろした。


　ファウマ・フェリ・フォシルベル。カインツと共に学園で倒たおれているのを医い務む室しつに運ばれ、そこからケルベルクまで転送されてきた。


「…………」


「競闘宮コロセウムの触媒カタリストを狙ねらっていた連中。お前がその仲間の一人というのは聞いている。お前ならこの状じよう況きよう、前もって知っていたんじゃないか？」


　白いシーツ、白いベッド。そこに横たわる少女もまた全身に白い包帯を巻まいていた。


　まだまともに話などできる容よう態だいではないのは承しよう知ちの上だ。しかしそれを押おしてもなお、今は情報が必要だった。


　──五色の名詠式が一いつ切さい使えない。


　原因も対処法も全すべて不明、あらゆる文ぶん献けんも参考にならない異い様ような現げん象しよう。


「……空白名詠」


　天てん井じようを向いたまま少女がぽつりと呟つぶやいた。


「空白名詠というのは知ってる？　知らないならこの話はここでおしまいなんだけど」


「ミシュダルという男に関かかわったおかげでな。空白者というのには覚えがある」


　無表情な少女の顔に、微かすかな笑えみが過よぎった。


「ならいいわ……たぶん、この現象は空白名詠の調ちよう律りつ者しやが起こしたもの」


「調律者か、聞き慣なれない言葉だな」


「名詠式を司つかさどる存そん在ざい。そのうちの一体〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉は、名詠式の概がい念ねんを新しいものにしたがってる。既き存そんの名詠式と取り替かえるのだから、古いのは捨すてる必要があるでしょ？　五色の名詠式が使えなくなったのはその第一段だん階かい────だと思う」


　天井を向いて目をつむり、口だけを動かす彼女。


　その仕草はまるで稚ち児ご、まどろむ子こ供どもの寝ね言ごとを想起させるものだった。


「語ご尾びが弱々しいな。シャオという名詠士から聞いたんじゃなかったのか」


「シャオは言ってなかった。全部わたしの想そう像ぞう。もしかしたらシャオにも予想外のことがあったのかしらね。たとえばミクヴァ鱗片を手に入れたはいいけど、〈ただそこに佇立する者〉を名詠したくてもできない理由が発生したとか」


「さてどうかな。単にお前が聞かされていなかった可か能のう性せいもあるわけだ」


「ないわね」


　閉とじていた少女のまぶたが唐とう突とつに開いた。


「シャオは仲間わたしたちに全部教えてくれた。教えてくれないのは本人の性せい別べつくらいよ」


　顔に出そうになる苦く笑しよう。咳せき払ばらいし、サリナルヴァは胸むねの内に押しとどめた。


　……なるほど。こんな重体の身とはいえ、なおシャオという名詠士への信しん頼らいは揺ゆるがないというわけだ。


「しかしずいぶんあっさり口を開いたな。いいのか？」


「どうせわたしの想像だもの」


　そうして見つめる窓まどに映うつる景色の、そのさらに奥おく。


　凱がい旋せん都市の方角を、彼女はどこか寂さびしそうな瞳で見つめていた。


「それに、わたしはやっぱりシャオが勝つと思う。シャオはもう『塔』を登ってるはずだから」





　　　　３





　トレミア・アカデミー総そう務む棟とう、教きよう師し控ひかえ室。





「……一日、終わっちゃうんだ」


　茜あかね色の空に灰はい色が混まじり、灰色の中に黒が混じっていく。


　大陸中央部の凱旋都市と比くらべ、トレミア・アカデミーは冬の訪おとずれが早い。小さく吐はいた息が窓まど硝子ガラスに触ふれては白くにごる。


　──一日が、いつもの四分の一くらいの感覚だ。


　体内時計はまだ正午ほど、壁かべにかかった時計は夕ゆう刻こくを過すぎて夜へ。そのあまりの差に溜ため息いきをつく気にもなれず、エイダはただじっと秒びよう針しんの動きを眺ながめていた。


「でもさ、あたしら控え室で時間潰つぶしてて正せい解かいだったかもね。職しよく員いん室しつもそうだけど、大陸中の研究所が大おお騒さわぎだってさ。下手すりゃそれに巻きこまれて質しつ問もん責ぜめにされるところだったんじゃない？……そりゃそっか、突とつ然ぜんに名めい詠えい式しきが使えなくなったんだから」


　トレミアも講こう義ぎは中止。部活の規き制せいまではされなかったが、この事じ態たいに部活動に明けくれるような生徒はいないらしい。


「レフィス、あんたどうするの」


「……俺おれか」


　明るい室内と暗い窓の向こう。窓硝子に映るのは背はい後ごの光景だ。


　硝子に映る世界で、銀ぎん髪ぱつの青年は朝とまるで同じ姿し勢せいでテーブルに両りよう肘ひじをついていた。彼が見下ろすのはすぐ真下、──テーブルに転がる灰色名詠の触媒カタリストだ。


　五色の名詠同様、灰色名詠もまた起動しない。


「ジールから連れん絡らく来たんでしょ、ひとまずヘレンと一いつ緒しよに戻もどって来いって」


　逡しゆん巡じゆんともとれる間を置いて、


「エンジュの、ちょうど競闘宮コロセウムのあった場所らしいな」


　彼が立ちあがる気配が床ゆかを伝って感じられた。


「雲の高度すら超こえて伸のびる、天を衝つくほどに高い夜色の塔とう。……本当にそんなものがエンジュに建っていたのか？」


「親おや父じのツテからの情じよう報ほうだから間ま違ちがいないんじゃない？」


　地上と天を結ぶようにして建つ夜色の塔。


　エンジュへの先せん遣けん隊たいが発見し、その情報が入ったのが今日の昼過ぎ。それから父親クラウスを経けい由ゆしてエイダに伝わったのが夕方だ。目もく撃げき自体は今日の早朝──つまり五色の名詠式が消えたのと同どう時じ刻こく。偶ぐう然ぜんの一いつ致ちにしてはできすぎている。


「……俺は、まだジールに帰るつもりはない」


　独ひとり言にも似にた言葉に混じる苦い棘とげ。


「やることが残ってる。クルーエルのもそうだし、師ヨシユアのことだってまだ俺の中で納なつ得とくできてないんだ。……あの女テシエラにもう一度会って確たしかめたい」


「きついこと訊きくけど、名詠式使えないんでしょ？　それでも行く勇気ある？」


「土ど壇たん場ばになれば逃にげの一手でも構かまわない。それでも何もしないよりマシだ」


　真横から聞こえてくる彼の声、顔を向けることはしなかった。窓に反はん射しやする自分のすぐ隣となりに、長身の青年が映うつっていたからだ。


「そっちはどうするんだ」


「あたし？……あたしか」


　伏ふせたままの顔を持ちあげる。


　窓に映る自分の顔。あの時の涙なみだの痕あとはもう消えた。けれど──


「……ボロボロに負けたのは、あんたよりむしろあたしの方だったんだ」





〝出直してきな。今この場なら何百回やっても結果は同じだ〟


〝自分おまえがどうしたいのか腹はら据すえて考えてみろ、答えがでない限かぎり俺には勝てねえよ〟





　祓名民ジルシエとしての技ぎ量りよう以上に精せい神しん的な心の強さが違ちがう。


　今の自分には見えていないものが、きっとアルヴィルには見えている。技量以上に隔へだたれた差、目に見えることのない距きよ離り。一ひと晩ばんを経へてようやく受け入れられた。


「その割わりには落ちついてるように俺には見えるな」


「……そうだね。あたし自身が意外なくらいだよ」


　ふしぎな気分だった。


　クルーエルを助けなくてはという焦あせり、アルヴィルへの対たい抗こう心しん。


　無数の感情が入り交じった状じよう態たいで、あの時は、自分とアルヴィルの差をがむしゃらに否ひ定ていしていた。けれど昨夜それを受け入れた途と端たん、小さな胸むねの痛いたみと引き替かえに、ふっと呼こ吸きゆうが楽になったのだ。胸のつかえがとれたように。


「あたしもさ、もう一度あいつに会ってきっちり片かたを付けたいんだ」


　決別か、あるいは再ふたたび前のような関係に戻もどるのかはわからない。


　だけど──


「あんたは聞けなかったことを聞きにいくため。あたしは……あの時、自分が言えなかったことを言いに行こうと思ってる」


　アルヴィルに向けるかつての自分の想おもい。そして今の自分の想い。


　口にするだけの勇気が持てなかった。


　──その勇気を出さなくちゃいけない。


　伝えるべきことを伝えにいく。


　そしてそれが、結果としてクルーエルを助けることにも繫つながると思うから。


「って、強がってみたけどさ……ホント言うと、あたしの中でもまだ迷まよってる部分が残ってるんだ……出発、一晩待っててもらえるかな」


「明日の朝までか。それで本当に平気なのか？」


「しょうがないの」


　隣となりに並ならび立つレフィスへ、エイダは小さく苦く笑しようした。


「それ以上延のばせない。これは何があってもだよ」


　出発は明日の早朝。これは絶ぜつ対たいに外せない。何が起きるにしろ時間が迫せまっているのは確たしかだろうから。


「正直さ、さっきまで途と方ほうに暮くれてたわけよ。何かしたくても『どこで』『何を』すればいいのかすらわかんないならお手上げだもん」


　つぅっ──曇くもった硝子ガラスを指先でなぞりながら、


「でも、塔とうなんてものが建ったのはあたしらにとっちゃ幸運だよ。『何を』すればいいのかわからなくても、『どこで』っていう部分だけはハッキリしたんだから」


　凱がい旋せん都市にそびえ立つ天へと伸びる塔。


　シャオ、そして二人の仲間の行方ゆくえもそこだろう。


「動けるのは俺とお前、……問題は」


「ちび君だね」


　夜色の少年を脳のう裏りにうかべ、エイダはそっと瞳ひとみを閉とじた。


　そう、『どこで』ということがわかっても『何を』という最後の欠片かけらが足りない。


　それを埋うめられるのは、きっと彼だけなんだ。空白名詠と対を成す夜色名詠、そのたった一人の詠うたい手なのだから。


「ネイトの場所は？」


「先生からは聞いてない。どこに行ったのか先生もわからないんだって。男だん子し寮りようの自分の部屋にもいないみたいだし…………こんなときに」


　けれど責せめられない。目の前で彼女が消えたところを見たのが彼ならば、心に一番深い傷きずを負ったのも彼なのだ。


「明日までに立ち直れっていう方が無理か」


「最悪、あたしら二人だね。〈イ短調しりあい〉も出で払はらっちゃって動ける人員は零ゼロ。……ヘレンとミオには内ない緒しよだよ」


　シャオ、テシエラ、アルヴィル。敵てきの人員は三人。数の上でも……いや、そうでなくてもネイトにはいてほしかったが。


「……ちび君のばか、なんでこんな時に」





「本当に？　本当にそう思っているのか？」





　それは室内ではなく──


「アレがどこぞの物もの陰かげに隠かくれてめそめそ泣き腫はらしている？　そう思っているのなら、お前らなんぞより俺の方が遥はるかにあの小こ僧ぞうを理り解かいしているらしい」


　控ひかえ室の扉とびらのさらに向こう。


　低く押おし殺した声。生徒ではない、教きよう師しでもない。学園にいる人間が出す声とは一線を画す、暗く濁にごった沼ぬま地ちのような声こわ音ね。


　ズッッズズズ……何かを引きずるような独どく特とくの足音。


「好いい夜じゃないか。なあ？」


　──この声は？


「貴き様さまっ！」


　それが誰だれかを理解した瞬しゆん間かん、エイダは反はん射しや的に祓ジ戈ルを持って扉へと構かまえていた。


　忘わすれもしない。トレミア・アカデミー、そしてケルベルクで何度となく対たい峙じした相手のものだったから。


「……お前」


　レフィスの声が嗄かれていた。緊きん張ちようにふるえる様が如によ実じつに伝わるほどに。


　当然だ。なぜならこの青年にとって、扉の奥おくにいる男は──


「この狭せまい通路で素す敵てきな再さい会かいというわけにはいかないだろう？　外へ来い、ちょうど好い風が吹ふいている」





　総そう務む棟とう前、広場──


　肉を通つう過かし骨ほねの髄ずいに染しみこむ、そんな凍いてついた風の吹く場所で。


「まったく、今日は本当に素す晴ばらしい日だ。そうは思わないか？」


　皺しわだらけの装しよう束ぞくに頭からつま先まで全すべてを覆おおい、その名めい詠えい士しは寒空を仰あおぐように立っていた。


「そういえば思いだしたよ」


　男のそれには構わず、エイダは祓ジ戈ルを握にぎる力を強めた。


「浸しん透とう者しやとかいう見えない奴やつに襲おそわれたの、ちょうどこの場所だったね。今さら現あらわれて何の用だ──────ミシュダル」


　招まねかれざる灰はい色名詠の闖ちん入にゆう者しや。


　幾いく度どとなく相まみえた末、ケルベルク研究所本部でネイトが敗者の王ラステイハイトを倒たおして決着。少なくともエイダはそう思っていた。


　もうこの男が自分たちの前に現れることはないだろうと。


「警けい戒かい心しんと敵てき対たい心、怒いかりと不安と……まあそんなところか。実に結けつ構こう、俺のような人間に突つきつけるにはふさわしい感かん情じようだ。お前はどうだレフィス」


　顔を覆おおうフード越ごしに伝わる、ミシュダルの粘ねばつく視し線せん。その眼がん光こうを正面から受け、銀ぎん髪ぱつの青年がしばしの間をあけてうなずいた。


「……あいにく、俺もあんたに対して気を許ゆるすつもりはない」


「好い答えだ」


　すり潰つぶすような笑いを洩もらし、ミシュダルが肩かたをふるわせる。


「あいにくあたしらは長話できるほど暇ひまじゃない。……何をしたいのかさっさと言いな、復ふく讐しゆうってんならこの場で──」


「物ぶつ騒そうだなエイダ＝ユン・ジルシュヴェッサー。それと比くらべるなら……やれやれ、あの小僧はもう少し静かだった」


　あの小僧。


「夜色名詠のネイトだったか。ついさっきアレと会ってきた。せいぜい一、二分だがな」


「……ちび君と？」


　いったいどこで。教師が捜さがしても見つけられなかった彼を、この男が？


　いや、今はそれより。


「貴様っ、ちび君をどうした！　まさか……」


　闇やみ夜よの中、わずかな光を浴びて輝かがやく鎗やりの先せん端たん。


　それを突つきつけられてなお、旅装束の名詠士は口元の笑えみを絶たやさない。


「俺があいつに復讐？　そう考えるのなら滑こつ稽けいだな。俺はあいつに一言伝えて、あいつも一言だけ俺に返してきた。それだけだ、あまりにつまらん反はん応のうだった。くだらん、本当に面おも白しろ味みがない。小こ娘むすめを失って途と方ほうに暮くれているかと思って来てみれば」


「……話が見えない」


　クルーエルを失ったことをこの男が知っている理由も謎なぞ。しかしそれ以上に、ミシュダルがネイトに対し描えがいている感情の色がわからない。この男の今までの行動を考えれば、ほぼ確かく実じつに復讐のつもりで現れたと予想したのだが。


　それが、たった一言で終わり？


　それに──ネイトがこの男に自分から返事をした？


「しかし残念だ。もしあいつが絶ぜつ望ぼうしてたのならば盛せい大だいに罵ば倒とうした挙げ句く、胸むなぐら摑つかんでからかうつもりだったんだがな」


「待ちな……それどういう意味だ」


　ミシュダルの言い方はまるで反語──


　彼は絶望してなんかない。むしろその逆ぎやくだと、自分たちに教えてくれているような言い方じゃないか。


「あの小こ僧ぞうは落ちこむどころか、最初から小娘を取り戻もどすことしか考えてないようだぞ？　それも馬ば鹿かがつくほどに強情に、愚ぐ直ちよくにな」


　ネイトはショックを受けているだろう。レフィスも自分も教きよう師したちも皆みなそう考えていた。


　けれど実じつ際さいはまるでその逆で──


　……ちび君は諦あきらめてない？


「つまらん、あいつは思考が表情に出る。伝わってきた。俺おれみたいな敗者がどれだけはやし立てたところで詮せんなきことだと」


　敗者、自らをそう称しようす男は忌いま々いましげに舌した打うちし、そして。


「だから一目見て一言伝えて、それで終わり。……本当につまらん、小娘を失って曲がった成長に走るかと思ってみれば、あの小僧、いつぞやよりさらに頑がん固こにまっすぐ道を歩く気らしい…………本当に呆あきれた、呆れた小僧だよあいつは」





　　　　４





　朝の陽よう光こうが正午を過すぎて夕焼けへと変わり、茜あかね色の陽ひもまた濃のう紺こんと灰色が混まざり、次し第だいに濃こく、そして深い薄うす墨ずみ色を練っていく。


　夜。


　そう呼よばれる時間帯になったことにネイトが気づいたのは、つむっていたまぶたを開いても視界の暗さが変わらなかったからだ。


「…………」


　朝も昼も飛ばして、夜になっていた。


　丸一日食事をとっていない。一滴てきの水分も補ほ給きゆうしていない。今もなお、食事も水分も欲ほしいとは感じなかった。かわりに身体からだが熱い。さながら火を経へず身体の内側が燈もえる感覚。自分でもふしぎなほど心の中は静かで、また心ここ地ちよかった。


「……あれ」


　膝ひざを抱かかえた姿し勢せいで、ネイトはふと目を瞬またたかせた。


　そういえばさっき誰かに話しかけられた気がする。その時は考えるのに集中しすぎたせいでほとんど上の空だったけど、あの人は誰だっただろう。


　男の人の声、生徒じゃないし教師でもなかった。でもどこかで会った気がする声。


　──それもきっと、すごく優やさしい人だ。





〝『僕ぼくは大事なものを見つけたから』──あの時、お前は俺にそう言った。ならば、このまま引き下がるつもりはあるまいな？〟


〝お前が俺に言った言葉を証しよう明めいしてみせろ、お前だけの名詠式で〟





　僕は何て答えただろう。別のことに集中しすぎてろくに考えることもできなかったけど、それでも一言くらいは返した記き憶おくがある。


　一分、あるいはそれにも満たない邂かい逅こうだった。


〝好いい夜だ、あの日ケルベルクで見た時よりも〟


　たったそれだけを残し、その誰かは立ち去った。


　古びた木もく製せいのベンチの上、膝を抱えた姿勢のまま頭上を仰あおぐ。光こう源げんのほとんどない広場で、吐はいた息がぼんやりと濁にごるのだけが見てとれた。


「……こんなとこにいたのに、見つけてくれたんだ」


　学園の学がく生せい寮りようから一年生校こう舎しやへと続く道。そこから先へと進んだ奥おくにある、錆さびついた鉄てつ柵さく。そこをさらに進んだ場所には広場……かつては校庭であったものの一角だ。


　雑ざつ草そうが伸のび、あたりには砂じや利りが転がった校庭。その奥には木造の学がく舎しやがある。トレミアが建けん設せつされる前、この地にあった名めい詠えい学校だ。廃はい校こうとなった今も学園長の意向で残してあるが、老ろう朽きゆう化かのため立ち入りは禁きん止しされている。


　──かつてエルファンド名詠学舎と呼ばれていた名詠学校。


「本当に静か」


　隠かくれていたつもりはない。ただ誰もいない場所、それも耳が痛いたくなるほどの静せい寂じやくの中で、極きよく限げんまで研とぎ澄すませた思考で考えたいことがあっただけだ。





「顔を上げたということは、それが終わったと考えていいのかしら」





　声は自分のすぐ隣となり。自分の座すわる長なが椅い子すのすぐ真横からだった。


「昨日の深夜から今の今まで。待ちくたびれたわ……ふしぎね、待つのはあんなに慣なれてたはずだったのに」


　何よりもまっさきに、煌きらめく緋ひ色の髪かみが視し界かいに飛びこんできた。


　深い海を思わせる双そう眸ぼうに優やさしげな顔のライン。すらりと伸びた背せ丈たけ、かつ女じよ性せいらしい豊ほう艶えんさをそなえたシルエット。


　──誰より『彼女』に酷こく似じした少女がそこにいた。


「あら、もしかして姉さんと勘かん違ちがいした？　やっぱりこの姿すがたは誤ご解かいされるかしら？」


　ふっと息を吐はくように彼女が笑う。まるで泣き笑いのような表ひよう情じようで。


「アマリ……リス？」


　調ちよう律りつ者しや〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉に牙きばを剝むいた、空白名詠のもう一体の調律者。


　クルーエルの分身にして、彼女を守り続けた守しゆ護ご者しや。


　名前と存そん在ざいだけは知っていたけれど、まさか今ここに現あらわれるなんて。それに……ここまで容よう姿しが似にてるなんて。


「当たり前でしょ、姉妹なんだから」


　白はく磁じさながらの白しろ肌はだを隠かくす長ちよう髪はつをそっと撫なでる少女。


「……僕を待ってたの？」


「姉さんが伝えたセラフェノ真言──理解は済すんだようね。時間としては本当にギリギリだったけど」


　セラフェノ真言。


　調律者を名詠する〈讃来歌オラトリオ〉に必要不ふ可か欠けつとなる、名詠式にまつわる真の言語だ。





　Ris sia悲しき sophia,純粋 leide-lis,知性は clue-l-sophie生まれ、 neckt rein眠り────Kyel-fes全ての Sophit約束された ele子供たちの vel夢を xeph……見る





「あの時クルーエルさんが詠うたってたのが真言だったんだね」


「……正直驚おどろいたわ。まさかあの場面、姉さんの詠を一字一句く覚えていたなんて」


　彼女が残した詠を文法と単語に細分化。自分の知るセラフェノ音語と対たい比ひすることでその構こう成せいを一つ一つ推すい測そくしていく。何百回という仮か定ていと過か程ていの循環サイクル。限かぎりなく正せい確かくに、限りなく忠ちゆう実じつに。


　最後に現れたものは──いかなる不ふ純じゆん物ぶつも混まじらぬ、完全なるセラフェノ真言。


　昨夜から今の今まで、ネイトがたった一人で明けくれていたことだ。


「クルーエルさんは……」


「あなたが見た通りよ」


　前まえ髪がみをはらう調律者。そこからは睨にらみつけるような横顔がのぞいていた。


「あなたを助けるために自分からミクヴェクスの器官に戻もどることを選せん択たくし、消しよう滅めつした。残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツト──ミクヴェクスの眼めとしてね。そんな状じよう況きようよ、もうわたしの力をもってしてもどうしようもないわ」


　乾かわいた笑えみを張はりつかせ、長椅子に座すわったまま空を仰ぐアマリリス。


「わかるでしょ？　もうお終しまいなの、調わ律た者しの力でもどうしようもないんだから、人あなたがこの期ごに及およんで何をしたところで……だからあきら──」


「──僕がいる」


　顔を合わせようとしない彼女の真横で、それでも彼女の顔をじっと見つめた。


　最後まで言わせる気は、なかった。


「世界中のみんなが諦あきらめても僕は諦めない」


　──僕が諦めない限りクルーエルさんは助かる道がある。……母さんもアーマも、きっとそのために僕に名詠式を教えてくれたんだから。





　夜色名詠を教えてくれた母は言っていた。


〝これはあなたのための名詠式。だからネイト、あなただけに教えてあげる〟


　アーマは言っていた。


〝お前の選択で小娘の道行きが、小こ娘むすめの選せん択たくでお前の道行きが決定する〟





「助けて、それでどうするの」


　人を小こ馬ば鹿かにする笑みをもらす調律者。


　嘲ちよう笑しよう、クルーエルが絶ぜつ対たいにしないことだった。


　けれど──


「人と調律者の境きよう界かい線せん上じように立つ存在。人としても調律者としても不完全な姉さんを、赤の他人のあなたが救えるとでも本気で考えてるの？　だとしたら」


「もういいよ」


　彼女の言葉をさえぎり、ネイトは目を伏ふせたまま首を横にふった。


「もういい……そんな、辛つらいこと一人で背せ負おおうなんて思わないで」


「何を言っ──」





「……噓うそをつくときの声、クルーエルさんにそっくりなんだね」





　はっと目を見開き、そして、アマリリスは口を閉とじて小さく身体からだをふるわせた。その仕草もまた、クルーエルが涙なみだをこらえる姿すがたを想起させるには十分だった。


「……わたしは、あなたを認みとめたくなかった」


　長なが椅い子すに腰こしかけたままアマリリスが目をつむる。


「わたしは本当に臆おく病びよう者もの。半分は、あなたに姉さんは助けられないと思ってたから。もう半分は…………姉さんをあなたに取られた気がして、それが辛かった」


「──うん」


　兄きよう妹だいのいないネイトにもそれは感じられた。


　今までのアマリリスの行動を見ていればわかる。


　クルーエルの前で、彼女は絶対に妹としては振ふる舞まわなかった。だけど今この言葉こそ、彼女がどうしてもクルーエルに伝えたかったことなんだ。


「……本気で、姉さんを助けようなんて夢ゆめを信じてるの」


　口にすることもうなずくこともしない。ただ静かに、その青い双そう眸ぼうを見つめ返すだけ。それだけで全てが伝わるとわかっていたから。


「……〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉はまだ名めい詠えいされてない。つまり姉さんは残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトとしての役やく割わりを終えてないということになる。まだ姉さんとしての自じ我がは残ってるはずよ。もっとも、それもどれだけ保もつかわからないけれど」


「シャオはどこにいるの」


「凱がい旋せん都市があった場所に、天へと伸のびる一つの塔とうが建ってるわ。『セラの塔』──この世界に『セラの庭園』が顕けん現げんした姿と考えなさい。本来それは調ちよう律りつ者しやである〈その意志に牙剝く者アマデウス〉か〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が名詠された後に顕現するものだけど、今は塔だけが生まれた状じよう態たい。シャオの名詠は完成していない」


　頭の片かた隅すみにこびりついて離はなれなかった疑ぎ念ねんがまさにそれだ。


　ミクヴァ鱗りん片ぺんを手にした状態で、なぜシャオは〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉を名詠していないのか。


「シャオから聞いたでしょう。〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が名詠式の概がい念ねんを組み替かえるには、その前に全ての人が持っていた名詠式の記き憶おくが必要になる。つまり姉さんが残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトとして記録していた記憶の部分。それが欠けてるの。だからシャオは名詠式を行えないでいる」


「でもクルーエルさんがミクヴェクスの下もとに戻もどった……んだよね。それならクルーエルさんの記憶だって」


「姉さんの記憶を持ってるのはわたし。わたしが姉さんの記憶を預あずかってるの」


　音もなくアマリリスが立ちあがり、そして。


「立って、手を出して」


「え？」


「姉さんの大事な心の結晶きおく、落とさないようにね」


　ぽちゃん。


　アマリリスの指先から一滴てきの滴しずくが落下し、手の平の中心で跳はねた。


　──これって。


　水滴が凝ぎよう固こし、涙なみだのかたちを模かたどった透とう明めいな結けつ晶しよう。


「残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトとしての記録であると同時に、まぎれもなく姉さんの記憶。この学園で過すごしたあなたとの想おもい出も、全てがそれに詰つまってる。……イメージがわかないなら、『クルーエルの記憶を詠よび戻もどす名詠式』に必要となる触媒カタリストと考えなさい」


　アマリリスがまぶたを閉とじて息をつく。


　と同時、彼女の身体がほのかな紅べに色に包まれた。


「『セラの塔』は『セラの庭園』が顕現した姿。その最上階は『セラの庭園』の最さい奥おうへと繫つながってるわ。全ての名詠式の生まれる泉いずみ、すなわち調律者はそこにいる。本来なら人の身では決して辿たどりつけない場所だけど、あの塔が顕現してる間のみ、人は塔を通じて庭園の最奥へと往ゆくことができるわ」


　彼女の姿が次し第だいに薄うすく、おぼろげになっていく。


　その身体を包む紅色の光は、他ほかならぬ彼女の身体から生まれた光の粒つぶだった。


「待って！　どこへ──」


「どこへ？　もうどこへも行かない。……わたしにもうすべきこともないし、そのための力も残ってないもん」


　存そん在ざいを存在として維い持じする力も残っていない。


　名詠生物が還かえるのとは違ちがう。


　彼女のそれは、調律者としての力そのものが消しよう滅めつすることを意味していた。


「だめだっ、消えないで！」


　消えていく彼女の手首を必死で摑つかむ。力を入れればすり抜ぬけてしまいそうなほど稀き薄はくになった彼女の腕うでは、それでもふしぎと温かかった。


「どうして？　わたしは自分の生まれた役目を終えたわ」


「……クルーエルさんと一いつ緒しよにいたいとは思わないの？」


　クルーエルのためでなく、彼女が自分の望みとして共にいる。


　そう願ったっていいはずだ。ううん、そうあるべきなんだ。


「いいえ、わたしはクルーエルの自じ己こ防ぼう衛えい心しんが育ったものだもの。姉さんの幸せだけが望み、それ以外にわたしが望むものはない」


「……なんで、それならわかってあげないのさ！」


「え？」


「クルーエルさんのことを想おもってるなら、なおさらあなたは消えちゃだめなんだ！　もし妹あなたが消えたなんて知ったらクルーエルさんはどう思う！」


　想いが堰せきを切ったように溢れ、ネイトはただ感かん情じようの動かすまま彼女へと詰つめ寄よった。


　奇きをてらう言葉も想いの丈たけを表ひよう現げんする言葉も知らない。それでも何か言いたくて、言わなきゃいけない気がして。


「なんで……なんであなたは、自分のことをそんなにつまんないものだって決めつけるのさ。……そんな悲しいこと言わないで」


　瞬しゆん間かん、アマリリスの姿すがたが突とつ然ぜんに大きくなって視し界かいを埋うめて──


　…………え？


　アマリリスに抱だきしめられたのだと気づいたのは、自分が彼女と同じ紅色の光に包まれた後だった。


　小さな、本当に消え入りそうなほど微かすかな声で。





「……ありがとう」





　肉声ではなく、触ふれる身体からだと身体の熱を通じてそれは伝わってきた。


「ありがとう、こんなわたしにまで…………その気持ちだけで十分」


　抱ほう擁ようは一瞬。


　肩かたと背せ中なかを抱かかえるように抱だきしめた手を自ら離はなし、アマリリスが一歩後ずさる。


「もしかして、夜の真しん精せいから何か受け取らなかった？」


「……これ？」


　促うながされるまま、ネイトは右の拳こぶしをそっと開いた。


　艶つややかな夜色の光こう沢たくを放つ結晶。ちょうど自分の手の平に収おさまるくらいの大きさで、先せん端たんは尖とがった刃は物もののような形けい状じよう。まるで巨きよ大だいな生物の牙きばを思わせる。


　風の砕けた日ゲシユタルロアの瞬間、一瞬だけ聞こえたのはアーマの声。そうしてトレミア・アカデミーに転てん移いし、気づいた時には両手で抱かかえるように握にぎりしめていた。


「アマデウスの牙の欠片かけら。あの小さな真しん精せいなりの餞せん別べつね」


「……これが？」


　ミクヴァ鱗りん片ぺんと並ならぶ、名めい詠えい式しきにおける究極の触媒カタリスト。


「手を出して」


　先と同じように、アマリリスの指先からこぼれる小さな水滴。


　透とう明めいの水滴が手の平に落下してできた小さな小さな泉。その水面へと、緋ひ色の何かが浮うかびあがってくる。


　それはアマリリスの花。今にも咲さく直前のつぼみだった。


「わたしからも餞別。アマリリスわたしの真言〈全すべての目覚める子こ供どもたち〉──大した力は残っていないけど、眠ねむりについた子を起こすくらいはできるはず」


「こんなに……」


　両手で支ささえる三つの結けつ晶しようをじっと眺ながめた。


　花うたを模かたどった緋色の結晶──それはアマリリスから託たくされた真言。


　牙きずなを模った夜色の結晶──それはアーマから託された最後の触媒カタリスト。


　涙なみだを模った透明の結晶──それはクルーエルの記き憶おく。


「決して忘わすれないで。その結晶たちはただの『物』じゃない。全てが他に代えがたき夢ゆめ。この世界に生きる全ての子供たちの夢がこめられている。全てに意味があるとともに、全てが揃そろってはじめて意味をなす。あなたはそれだけの願いを託されているの」


「……うん」


　本当に大きなものを託されている。


　──忘れないように、落とさないように、抱きしめて進まなくちゃいけないんだ。


「そう。そしてその願いを抱え、あなたは詠うたわなければならない」


　詠。


　実はそれだけが不安だった。


　セラフェノ真言は察しがついた。だけど何を詠えばいいのか。


「あら、今さら迷まよう必要もないでしょう？」


　光の粒りゆう子しと消えながら、アマリリスがくすりと微笑ほほえむ。


　初めてだった。


　そして、その笑みは限かぎりなく優やさしく、限りなく澄すんでいて──


「あなたは何色の名詠士になりたいの」





　──シャオもまた、同じことを言っていた。


〝ねえネイト、あなたはいったい何色の詠使いになりたいの〟


〝虹にじ色を知る、枯かれ草色の詠使い


　空白名詠に望まれた、夜色の詠使い


　夜明けを願う、黄昏たそがれ色の詠使い


　空白より目覚める、真なる緋色の詠使い〟


〝この四人は全て自らの『色』を持っている。単たん純じゆんな名詠色という意味でなく、自らの旋せん律りつを知り、自らの音色を名詠する。だからこそ、その四人には四人だけの真言がある〟





「……僕ぼくは」


　両手に転がる三つの夢の結晶を、もう一度だけじっと見つめる。


　全ての始まりは〈その意志に牙剝く者アマデウス〉と〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の争い。


　そこから生まれた空白名詠、五色の名詠。


　そして夜色名詠、虹色名詠。


　──でも違ちがう。


　必要なのはきっと、その全ての音色の先にあるものだから。


　永えい遠えんに続く蛇へびと竜りゆうの争いに終しゆう止し符ふを打ち、そして彼女を助けだすための音色。


　それは。


「そう、それは本来ならば夜色イブマリーと虹色カインツが見み出いだすはずだった、夜色と虹色が合わさって初めて生まれる夜明け色の輝かがやき──それこそがミクヴェクスの鎖くさりからクルーエルを解とき放ち、残酷なソフイア・オブ・純粋知性クルーエルネツトという人形にCo lue-l-Sophie Nettクルーエルソフイネツト【旋律を息い吹ぶく少女】という新たな命を息吹かせる」


　母さんとカインツさん。


　二人が見出すはずだったものの……続き？


「かつての子供たちイブマリーとカインツが描えがいた夢の軌き跡せきを、今の子供たちあなたとクルーエルが受け継つがなければならないの」


　ほっそりとした両手を彼女が伸のばし──


　頰ほおに触ふれる。光の粒りゆう子しになった指先にはもはや温ぬくもりすら残っていない。


　わかっている。……わかっているけど、その光景が決けつ闘とう舞ぶ台たいで見た彼女の姿すがたとあまりにそっくりで──


「ほら、泣かないって決めたんでしょ」


「……泣いてないよ」


　目に浮うかぶしずくを光の指先がはらい、輝くしずくが落ちていく。


「ばかね、本当に。わたしみたいなのが消えるくらいで泣くなんて」


「だって……もう会えないんでしょ」


「ええ」


　もはや彼女は存そん在ざいそのものを繫つなぎとめる力すら残っていない。かりに彼女の存在が何らかのかたちで残ったとしても、この世界に名詠されることもない。こうして誰かと言葉をかわすことはもはや──


　それが、力の全てを自分の姉のために使いつくした彼女の選せん択たく。


「もう会うことはできないけれど、それでもあなたのことは覚えてる」


　その言葉にネイトは顔を持ちあげた。


　光の粒子と消えながら、アマリリスがくすりと微笑む。


　彼女が見せた微笑みは、


　その笑みは限りなく優やさしく、限りなく澄すんでいて──


「ありがとう……もう二度と巡めぐり会えない人と調律者あなたとわたしたちだけど、それでもあなたと会えたことは忘れない。姉さんをこんなにも愛してくれたこと、そして同じ優しさをわたしにもわけてくれたこと。…………夜明け色の詠使いよ、どうか姉さんと幸せに」


　夜明け色の詠使い。


　その言葉はまるで、乾かわいた花に水を与あたえるように心の中へ。


「……夜明け色の」


「そう。ネイト、あなたは黄昏に愛された夜明け色の詠使い。全すべての夜明けを夢ゆめ見る子こ供どもたちと共に、あなたが姉さんを解かい放ほうしてあげて」


　そして少女は、少女であった緋ひ色の光は……音もなく夜の空へと上っていった。





　ありがとう──


　こちらこそ、ありがとう──





　それは、どちらが言った言葉だったのだろう。


　別れの言葉は必要ない。


　互たがいに感かん謝しやの意だけを相手に伝え、少年はその場に一人立っていた。





　──夜明け色の詠使い。


　彼女から与あたえられた名を口ずさみ、ネイトは静かに歩きだした。






[image: ]







　あとがき







　つい最近のことですが、ふと、中学校に入りたての頃を思いだしました。歌や楽器、そういった音楽そのものに初めて興きよう味みを持った時のことです。





　自分が音楽に興味を持ったのは中学二年生の時、友人の弾ひくピアノがきっかけでした。


　それまで音楽はそれほど興味がなかったんですね。というのも、まず楽がく譜ふが読めない。楽譜が読めないから楽器も演えん奏そうできなくて、みんなが演奏してる時に自分だけ取り残された感がありました。授業もいつだって「早く終わらないかな」と考えていたくらい。


　それを変えてくれたのが、とある友人でした。


　普段その友人はどちらかというとボンヤリ系で、脳のう天てん気き。それがピアノを前にした途と端たん、別人のように生き生きし始める。激しくも繊せん細さいな演奏。普段あんなに脳天気な彼にこんな一面があるのかと衝しよう撃げきを受けました。


　彼のようにピアノを弾けたらどんなに素す敵てきだろう。彼の演奏を真横で見て、心の底からそう思いました。





　そこから先は、音楽の先生やその友人から楽譜の読み方を教わり、ピアノのかわりに古いキーボードを引っ張りだしての練習です。


　楽譜が読めないうちはメトロノームも意味をなさず、弾きたい曲のＣＤを毎日何時間も聴いて音のタイミングを完全に覚えてしまうという方法でした。楽譜がなくてもＣＤと同じように音とタイミングが合えばいいはず──という発想です（実際は、ピアノアレンジ用のテキストだと多少違ったりするみたいですが）。


　彼は母親がピアノの先生をしていたため、小学生の頃からピアノを習っていたそうです。


　彼にとっては母親が音楽の先生だったわけですが、細音に音楽の面白さを教えてくれた先生は、紛まぎれもなくその友人だったと思います。彼と出会わなければ音楽を好きになることはなかったし、そうでなければ、もしかしたら『黄昏たそがれ色いろの詠うた使つかい』も生まれてこなかったかもしれません。


　そう考えるたび懐なつかしくて、心の中で彼に「ありがとう」とこっそり呟くことも。……面めんと向かってお礼を言うのは、恥はずかしくて今もできないけれど（笑）。





　今、そう振り返って感じることですが──


　人を成長させる要よう因いんというのはたくさんあるかと思いますが、その中でもやっぱり、良き出会いというものはとりわけ大切なんだなと感じます。単に教科書を開いているだけでは得られない「きっかけ」があるんだなあと。





　さてさて遅れてしまいましたが、お久しぶりです。細さざ音ね啓けいです。


『黄昏色の詠使い[image: ]』、手にとってくださいまして本当にありがとうございます。


　第二楽章エピソードＩＩの終わりにふさわしい内容をと願って書き上げた今作でしたが、それを感じていただけるものになっていれば幸いです。


　その一方で、自分としてはもうここまで来たのかと思う反面、ようやくここまで来たんだなと、ふしぎと空を仰あおぎたくなるような気持ちです。


　あと一冊。


『黄昏色の詠使い』というタイトルのお話は、次でひとまずの区切りがつきます。


　一巻で生まれた出会いが、物語の終わりにどんな願いを結ぶのか。カインツとイブマリー、そこから続くネイトやクルーエルが、一巻での出会いをきっかけとして、少しずつ成長していって……そして最後にどんな世界を描くのか。


　つくづく、ふしぎです。ずっと前から温めていた物語のはずなのに、いざ最後となるとこんなに緊張するんだと自分でも驚いています。


　──と同時に、こうして最後まで書けることに感謝を。





　いよいよ終楽章、最後の巻となるわけですが。


　差さし迫せまった時を示す言葉で、時に「泣いても笑ってもこれが最後だから」という言葉を聞きます。けれど今ここでは、あえてその言葉は使いません。


　これが最後だからこそ──


『黄昏色の詠使い』の世界の人物たちが、そしてこうして手にとってくださる方が、誰もが笑って終われる物語でありますように。





　それでは、


　終楽章ラストエピソードであり最終巻。


『黄昏色の詠使い[image: ]　夜明け色の詠使い』でお会いできることを願いつつ。





　二〇〇九年二月初旬、とある日の夜に




細音　啓





黄昏色の詠使い[image: ]


ソフィア、詠うたと絆きずなと涙なみだを抱だいて





細さざ音ね　啓けい
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